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萎員会報告

機械 翻訳ユ ーザ辞書共通 フォーマットUPF設 定活動報告

技術動向調査委員会

UPF実 行連絡会

委員長 村木 一至
委員  亀井真一郎
幹事  桧山  努

ユ背 景

 商用 の 機 械 翻 訳 ソ フ トウ ェア が 製 品 化 され て10年

余 が経 過 した 。 当 初 、機 械 翻 訳 ソ フ トウ ェア は 翻 訳

の専 門 家 向 け に 設計 ・開発 され 、 主 に技 術 翻訳 に用

い られ て きた。 しか し、 近年 の イ ン ター ネ ッ トの発

達 とパ ソコ ンの普 及 に よ り、機 械 翻 訳 ソ フ トウェ ア

は 一般 ユ ー ザ に も急 速 に浸 透 し始 め て い る 。機 械 翻

訳 ソ フ トウ ェ ア を有 効 活 用 す る た め に は 、 各ユ ーザ

毎 に 、頻 繁 に使 用 す る語 彙 を 「ユ ー ザ 辞書 」 と して

蓄 積 し、 ソ フ トウ ェ アの 基 本 辞 書 と合 わせ て使 う必

要 が あ る。 しか し辞 書 作 成 は一 般 に時 間 と労 力 が か

か る仕 事 で あ り、個 人 ユ ーザ ー 人 一 人 が辞 書 を個 々

に充 実 させ るの に は限 界 が あ る。 こ の 問題 を解 決 す

る ため に 、個 人 が 個 別 に蓄 え て い る辞 書 デ ー タを流

通 させ 、相 互 利 用 す るた め の 機 構 を 開発 す る活 動 を

開 始 し た。 我 々 は こ の 機 構 をUPF(Universal

Platform)と 名 づ け て い る。 本 稿 で は 、 こ のUPFの

開 発 活 動 につ い て述 べ る。

2.UPFの 概要

 現在、機械翻訳ソフ トウェアはそれぞれ独自の辞

書を持っている。それぞれの辞書は各機械翻訳ソフ

トウェアに特化 したものであ り、データ構造や必要

な辞書内容は統一化されていない。そのため、機械

翻訳ソフ トウェア間で相互に辞書を利用することは

できない。そこで、異なる機械翻訳ソフ トウェア間

で独立に定義されている辞書形式のうち、利用者に

仕様が公開されているユーザ辞書を対象として、各

メーカのユーザ辞書 と相互変換が可能な 「共通辞

書」 を想定し、記述内容 と記述形式を設計する。各

社の機械翻訳ソフトウェアのユーザ辞書をこの 「共

通辞書」に一度変換 し、変換 した共通辞書を個 々の

機械翻訳 ソフトウェアのユーザ辞書に変換すること

により、異機種の辞書情報が相互に利用可能となる。

 ここで設計 した共通辞書の記述仕様の実用性 を保

証するために、実システムによる評価実験 を行 なう。

評 価 実 験 で は 、記 述 仕 様 に準 拠 した 対訳 辞書 を 、 各

機 械 翻 訳 ソ フ トウ ェ ア のユ ーザ 辞 書 に変 換 して翻 訳

実験 を行 ない 、翻 訳 品 質 の 評 価 を行 な う。 また 、辞

書作 成 を効 率 化 し、流 通 を促 進 す る辞 書 エ デ ィタ等

の ツー ル を開 発 し、 さ ら に デー タ交 換 、 蓄 積 、流 通

の た め のWWWサ ー バ を用 意 す る 。

3.開 発体制

 UPFは 情報処理振興事業協会(IPA)殿 の創造的

ソフ トウェア育成事業の一つとして、平成8年 度 と

平成9年 度の2年 間で開発 を行なう。実際の開発は、

アジア太平洋機械翻訳協会技術動向調査委員会を母

体 として、UPF仕 様検討委員会を設置 し、その指

導の下、 (株)NEC情 報システムズ内にUPF実 行

連絡会を置 き、開発を行なっている。参加企業は以

下の通 りである。

UPF仕 様 検 討 委 員 会

 NEC、 キ ャ ノ ン、東 芝 、富 士 通 研 究 所 、 ノ ヴ ァ、

 日立 製 作 所 、沖 電 気 工 業 、 シ ャー プ 、松 下 電 器 産

 業 、 カ テ ナ 、 イ ン ター グ ル ー プ、 三 洋 電 気 、NEC

 情 報 シ ス テ ム ズ

UPF実 行 連 絡 会

 NEC、 富 士 通 研 究 所 、 ノ ヴ ァ、 シ ャー プ、 イ ン タ

 ー グル ー プ 、東 芝 、NEC情 報 シ ス テ ム ズ

4.活 動 項 目

 UPF設 定 活 動 で は 、以 下 の 項 目 に つ い て 開 発 を

行 な う。

(1)UPF言 語変換標準記述仕様の設計(平 成8、

9年 度)

 UPF言 語変換標準記述仕様は、 「基本言語変換

標準記述仕様」と 「拡張言語変換標準記述仕様」に

分けて開発を行なうことにした。一般に機械翻訳ソ
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フ トウェア用の対訳辞書には 「品詞」や 「活用」 と

いった最低限の翻訳を可能とする情報が記述 されて

いる。これらは異なった機械翻訳 ソフトウェア間で

値まで共通化できる情報であると考えた。これを「基

本言語変換標準記述仕様」 と呼ぶ。

 これに対 して、 「意味分類」や 「英語の動詞が持

つ格文型(英 語でSV、 SVO、 SVC、 SVOO、 SV㏄

のどの文型をとるか)」の詳細のように翻訳の質の向

上に必要な情報が存在する。これらの情報は複数の

機械翻訳 ソフ トウェア間で値まで共通化することは

困難であると考えた。そこでこのような情報に対 し

ては、情報を記述するための汎用的な記述形式だけ

を設計する。これを 「拡張言語変換標準記述仕様」

と呼ぶ。

(2)対 訳辞書開発支援ソフ トウェアの開発(平 成

8、9年 度)

 UPF言 語変換標準記述仕様に準拠 した対訳辞書

の作成を支援する 「対訳辞書開発支援 ソフ トウェ

ア」を開発する。対訳辞書開発支援ソフ トウェアと

しては、基本言語変換標準記述仕様に準拠 した辞書

データを入力 ・修正するための 「基本言語変換標準

準拠対訳辞書エディタ」、拡張言語変換標準記述仕様

に準拠 した辞書データを入力 ・修正するための 「拡

張言語変換標準準拠対訳辞書エディタ」、複数の対訳

辞書を管理する 「対訳辞書管理 ソフ トウェア」を開

発する。

(3)UPF言 語変換標準準拠対訳辞書(平 成9年

度)

 UPF言 語変換標準に準拠 した辞書の実例 として、

ビジネス分野の語彙を対象に、日英、英 日各々2万

語の 「ビジネス分野日英対訳辞書」 と 「ビジネス分

野英日対訳辞書」 を開発する。

(4)実 証評価支援システムの開発(平 成9年 度)

 UPF言 語変換標準記述仕様の実用性を検証する

ために、WWWサ ーバを用 いて、 UPF言 語変換標

準記述仕様、対訳辞書管理 ソフ トウェアなどを一般

にも公開す るとともに、利用者間でUPF言 語変換

標準に準拠 した対訳辞書を流通、交換できる機能を

開発する。

(5)評 価実験作業(平 成9年 度)

 UPF言 語変換標準に準拠 した対訳辞書が、複数

の機械翻訳ソフ トウェアのユーザ辞書に対 して相互

変換が可能であることと、変換 した辞書を実際に機

械翻訳ソフ トウェアのユーザ辞書として用い、翻訳

実験を行なうことにより、UPF言 語変換標準の実

用性の評価を行なう。

5.こ れまでの活動状況

 平成8年 度に開発を行なった 「基本言語変換標準

記述仕様」と 「基本言語変換標準準拠対訳辞書エデ

ィタ」について、その活動状況、および成果につい

て述べる。

5.1 基本言語変換標準記述仕様の開発

(1)作 業概要

 基本言語変換標記述仕様の開発では、品詞や活用

といった辞書情報を規定する 「記述内容」 と辞書情

報を記述する形式を規定する 「記述形式」に分けて

開発を行なった。 「記述内容」に関しては、各社機

械翻訳 ソフ トウェアのユーザ辞書仕様 を調査 し、比

較結果を基にして、基本言語変換標準の記述仕様案

を作成 した。記述仕様案を基に して、4回 のUPF

実行連絡会を開催 し、基本言語変換標準記述仕様の

詳細検討を行なった。

第1回(10/31)

 議題:UPF言 語変換標準の開発方針

    基本言語変換標準の品詞設定

第2回(11/18)

 議題:格 パターンの記述形式 ・意味分類 について

第3回(11/29)

 議題:格 パターンの記述形式の再検討

第4回(12/13)

 議題:格 パターンの記述形式の再検討

  品詞毎の辞書情報の検討

  基本言語変換標準の記述形式

  基本言語変換標準 日英 ・英日対訳エデ ィタの仕

  様検討

(2)方 針

 基本言語変換標準 においては特に言語的な厳密さ

より機械翻訳における情報流通性 を重視 し、また機

械翻訳用のユーザ辞書としての有効性 を得るために

一2一



以 下 の 方 針 と した 。

●ユ ー ザ 辞 書 登 録 で は 登 録 語 彙 の9割 が 名 詞 ・固有

名 詞 で あ り、 特 に 固 有 名 詞 が 多 い こ とか ら、 固 有 名

詞 を名 詞 の 下位 分 類 の 一 つ と して 登 録 しや す くす る。

●動 詞 ・形 容 詞 も登録 で きる よ うに す る が 、 記 述 の

繁 雑 さを避 け て流 通 を促 進 す る た め 、 記 述 で き る詳

細 情 報 は典 型 的 な型 に制 限す る。 詳 細 情 報 の 記 述 は

拡 張 言 語 変 換 標 準 に従 っ て行 な うこ と とす る 。

●い わゆ る 「処 理 す る」 の よ うなサ 変 動 詞 も終 止形

登 録 と して動 詞 の 一 つ の 型 と して扱 う。例 え ば 、「導

入 」「導 入 す る」 とい っ たい わゆ るサ 変 名 詞 ・サ 変 動

詞 の 場 合 には 、 名 詞 と動 詞 の 二 つ の エ ン トリに分 け

て 登 録 す る。 つ ま り 「導 入 」 とい う見 出 しを名 詞 と

して 作 り、 訳 語 と して 「introduction」 の よ う な英 語

の 名 詞 を 与 え る 。 これ とは 別 に 「導 入 す る」 とい う

見 出 しを動 詞 と して 作 り、訳 語 と して 「introduce」

の よ うな 英 語 の 動 詞 を訳 語 とす る。

● 日英 ・英 日の 登 録 を1回 で 済 ませ るた め に、 英 日

日英 は 共通 形式 とす る 。

 こ の方 針 に基 づ き、基 本 言語 変換 標 準 で は 以 下 の

品詞 を扱 い 、 こ れ以 外 の 品 詞 は拡 張 言 語 変 換 標 準 で

扱 うこ と とす る 。

 日本 語:名 詞 、動 詞 、形 容 詞 、 形容 動 詞 、 副 詞

 英 語 :名 詞 、動 詞 、形 容 詞 、 副詞

 一般に日本語の品詞 と英語の品詞の対応は複雑で

あるが、記述を簡素化するため、日英の品詞の組み

合わせは以下に示す内容に限定 した。

英日

詞品語本日 英語品詞

 名詞

 固有名詞

 動詞

 サ変動詞

 形容詞

 形容動詞

 副詞

英日

 英語品詞

名詞

固有名詞

動詞

動詞

形容詞

形容詞

副詞

日本語品詞

名詞

固有名詞

動詞

名詞

固有名詞

動詞、サ変動詞

形容詞

副詞

(3)辞 書記述例

形容詞、形容動詞

副詞

 基本言語 変換標準の記述形式 としては、SGML

のようなマークアップ言語を用いることとした。以

下に名詞の辞書記述例を示す。

〈entry>

 〈japanese>

 <jentry>本 〈/jentry>

 <jpos>名 詞</jpos>

 <jnountype>普 通 名 詞</jnountype>

 <sem>そ の 他 の 具 体 物</sem>

 </japanese>

 <english>

 <eentry>book</eentry>

 <epos>noun<ノepos>

 <enum>c</enum>

 <epl>books</epl>

 <eheadpron>consnant</eheadpron>

 </english>

</entry>

5.2 基本言語変換標準準拠対訳辞書エディタ

 辞書記述者の負担を軽減し、辞書情報の流通を促

進するため、Windows95とUNIX上 で動作する、基

本言語変換標準の記述仕様に準拠 した記述項 目を持

つ専用の辞書開発用のエディタの開発を行なった。

基本言語変換標準の記述仕様は、記述項目が有限で

あり、言語ごと、あるいは品詞ごとにその記述項 目

のセ ットが異なる。そのことを利用 して、基本言語

変換標準準拠対訳辞書エディタは記述者の入力に制

約を与えることで、ミスタイプや、形式エラーを防

止することができる。つ まり、基本言語変換標準の

記述仕様 に準拠 した対訳辞書を作成する際に、基本

言語変換標準の記述仕様の記述形式および記述内容

の整合性が保証されるため、対訳辞書を作成するユ

ーザは記述内容と記述形式の整合性等を意識するこ

とな く基本言語変換標準記述仕様に準拠 した辞書を

開発することが可能となる。

 基本言語変換標準準拠対訳辞書エデ ィタは以下の

機能を持つ。
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(A)対 話的対訳辞書情報入力機能

(B)辞 書情報実時間登録、修正、削除機能

(C)基 本言語変換標準整合性チェック機能

(D)対 訳データ印刷機能

5.3 学 会発 表

 昨年度は、以下の学会においてUPFの 活動報告

行なった。

(1)情 報処理学会第54回全国大会

   1997年3月13日 千葉工業大学

   「商用機械翻訳ユーザ辞書の共通フォーマ ッ

   ト設定に向けて」発表者 亀井真一郎

(2)言 語処理学会第3回 年次大会

   1997年3月27日 京都大学

   「機械翻訳ユーザ辞書の共通フォーマットの

   設定」発表者 伊藤悦雄

6.今 後 の予 定

 今後 、継 続 して拡 張 言 語 変 換 記 述 仕 様 の 開発 を行

な い 、 そ の 記 述 仕 様 に 準 拠 したUPF言 語 変 換 標 準

準 拠 日英 、 英 日対訳 辞 書 の 開 発 を行 な う。

 次 い で 、 こ のUPF言 語 変 換 標 準 準 拠 対 訳 辞 書 を

用 い て 、UPF言 語 変 換 標 準 記 述 仕 様 の 有 用 性 を 実

証 す る ため の 評 価 実 験 作 業 を行 な う。

 さ ら に、 辞 書 開 発 を支 援 す る拡 張 言 語 変 換 標 準 準

拠 対 訳 辞 書 エ デ ィタ 、対 訳 辞 書 管 理 ソ フ トウ ェア を

開 発 す る。 ま た 、本 プ ロ ジ ェ ク トの 成 果 は 、 人 工 知

能 学 会 第11回 全 国 大 会(6/25早 稲 田 大 学)、MT-

SummitVl(10/29～11/1San Diego)で 報 告 を行

な う予 定 で あ る。

 UPF開 発 活 動 の 概 要 はAAMTの ホ ー ム ペ ー ジ

(http:〃www.jeida.or.jp/aamt)に 掲 載 して い る。 成

果 に対 して 多 くの皆 様 か ら コ メ ン トをい た だ き、 仕

様 を よ り良 い もの と して ゆ きた い 。

協会使り

AAMT 5周 年 記念 シンポジウムの開催案 内

 アジア太平洋機械翻訳協会として活動 を開始 してから5年 が経過 したことを記念 して、

ポジウムを開催 します。

5周 年記念シン

マ

時

所

一テ

日

場

「次 代 の 翻 訳 を拓 くコ ーパ スベ ー ス 技術 」
'97年6月23日(月) 9:30 ～ 15:50

機 械 振 興 会 館 地 下 大 ホー ル(定 員250名)

(東京 都 港 区 芝 公 園3-5-8 電 話 03-3434-8211(代 表))

《スケジュール》

9:30    開会

く特別講演>

9:30～9:50  「コーパスベースの自然言語処理技術の展望」

                      田中穂積会長  (東工大教授)

<委 員会 ・研究会報告>

9:50～10:10  技術動向調査委員会報告(IPAプ ロジェク ト開発内容)

                      村木一至委員長(日 本電気株式会社部長)

10:10～10:30  市場動向調査委員会報告 … 石崎 俊委員長(慶 応義塾大教授)

10:30～10:50  例文評価研究会報告   … 横山晶一 座長(山 形大教授)

<招 待講演>

11:00～11:30  「用例 と規則の融合翻訳」

               古瀬蔵氏(ATR音 声翻訳通信研究所 第3研 究室主任研究員)
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11:30-12:00

<一 般 講 演>

13:00-13:15

13:15-13:30

13:30-13:45

13:45-14:00

14:00-14:15

14:15-14:30

14:45-15:00

15:00-15:15

15:15-15:30

<特 別 講 演>

15:30-15:50

15:50

《参加費》

「遺伝的アルゴリズムを用いた適応型機械翻訳手法」

   … 荒木健治氏(北 海学園大学工学部 電子情報工学科 助教授)

「事例ベース翻訳システムTOPTRANの 現況」

   … 仁井正治氏(凸 版印刷醗 マルチメディア事業部部長代理)

「知識と翻訳…MTの はたす役割」

     堂野前進氏(長 瀬産業蕊 総務部文書課 翻訳担当次長)

「文書走査を利用 した複合名詞解析」

   … 久光 徹氏(日 立製作所 基礎研究所研究員)

「コーパスからの言語知識獲得技術 と機械翻訳への応用」

     北村美穂子氏(沖 電気工業箆 研究開発本部 関西総合研究所)

「英語ニュース作成支援のための用例提示システム」

     浦谷則好氏  (NHK放 送技術研究所 先端制作技術研究部)

「パ ターンベース翻訳」

    ・渡辺日出雄氏(日 本アイ ・ピー ・エム雛 東京基礎研究所副主任研究員)

「アナロジーに基づ く構文解析」

     安藤真一氏(ATR音 声翻訳通信研究所 第三研究室)

「知識ベース増殖のためのソフ トウエァ」

     杉山健司氏  (難日本電子化辞書研究所 研究部長)

「定形文の用例ベースの適用」

     畠中伸敏氏(キ ャノン雛 情報通信システム本部担当課長)

「言語知識のグローバル共有」

閉会

会 員 無料  非会員:2,㎜ 円

辻井潤一副会長(東 大教授)

潔顔鞭 お紹発

 COM JAPAN 1997

情報 ・通信 を融合 した総合展示会

会 期:1997年11月4日(火)～7日(金)

会 場:東 京 ビ ッ グサ イ ト(有 明:東 京 国 際展 示場)

主 催:通 信 機 械 工 業 会 、tinft:n日本 電子 工 業 振 興協 会 、獣 日本 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ ソフ トウ エ ア協 会

入 場 料   :無 料

予 定 来 場 者 数:約300,㎜ 人

幹 事 事 務 局 :〒105東 京 都 港 区 芝公 園3-5-8機 械 振 興 会館rtinr1;A日本 電 子 工 業 振 興 協 会 内

       電 話03-5405-7256 FAX O3-3433-2003
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ヒア リ ン グ

放送分野における機械翻訳の利用

NHK放 送技術研究所 先端制作技術研究部 主任研究員 江原暉将

1.は じめ に

 放 送 業 界 で の 機 械 翻訳 の市 場 規 模 は そ れ ほ ど大 き

い もの で は ない が 社 会 的 な イ ンパ ク トは非 常 に大 き

い 。 しか し、今 の と ころNHK以 外 で の 機 械 翻 訳 の

開 発 や 利 用 の 話 は きい て い な い の で 、こ こで はNHK

で の 現 状 につ い て2つ の シ ス テ ム を説 明 す る。

2.日 本語字幕作成支援システム

2.1 本システム開発の背景

 番組の国際化が進み、日本で放送 される海外番組

が増加 してきた。特に放送衛星で英語番組が多用 さ

れるようになった。それにともない翻訳量が増大 し

てきた。使用言語は大半英語であるため、英語から

日本語に翻訳 して字幕を作る 「日本語字幕作成支援

システム」の研究を、1988年4月 に開始 した。そし

て、1989年8月 から試験使用を始めた。現在、平 日

は毎 日、17時20分 から3分 間衛星第一放送でこのシ

ステムを用いた放送を行っている。

2.2 システムの概要

 ニュース文には次のような特徴がある。

① 内容がさまざまで広範囲である。

② 固有名詞や新語が頻出する。

③ 話 しことばあるいは、読みことばであり、文

   字化されていない。 (最近は聴力障害者向け

   に付加されたクローズ ドキャプションを利用

   している)

 これに適応するように開発 されたこのシステムは、

下記のような特徴 をもっている。

① 文法のカバーする範囲が広い。

② 放送用語辞書を利用 している。

③ 固有名詞や数量表現の処理に強い。

語 生 成 お よ び局 所 翻 訳 か らな る 。 字 幕 編 集 機 能 には 、

文型 選 択 お よび訳 語 選 択 の 機 能 が あ り、 日本 語 ワー

プ ロ で 出力 され る 。

 英 語 ニ ュ ー ス は まず 翻訳 者 に よ って ク ロ ー ズ ドキ

ャプ シ ョ ンを利 用 して 、 あ る い は キ ー ボー ドを用 い

て 入力 され る 。次 い で 、機 械 翻 訳 にか け られ テ ロ ッ

プ原 稿 が 作 成 され る 。原 稿 は デ ス クの チ ェ ック を経

た後 電 子 テ ロ ップ に作 成 され放 送 され る。

 翻 訳 対 象が 広 い た め 、 充 実 した 用 語 辞 書 が 必 要 で

あ る。 現 在 、基 本 語5万 語 と放 送 用 語7万 語 か ら な

る辞 書 を使 っ て い る が まだ 不足 で あ る。 ま た、 適 用

範 囲 の広 い英 文 解 析 文 法 が必 要 で 、 現 在 約3千 の 文

法規 則 を利 用 して い る 。 局 所 翻 訳 と して は 例 え ば、

 <U.S. President Bill Clinton>

の場 合 は 、Presidentを 「大 統 領 」 と、

 <Chinese President Jiang Zemin>

の場 合 は 、「国 家主 席 」 と訳 され る よ う に な って い る。

数量 表 現 に お い て も、 同様 の 工 夫 が な され て い る。

 使 い やす さを考 え て 、 ヒュ ー マ ン イ ン ター フ ェー

ス と して パ ソコ ンを利 用 した 。 マ ッキ ン トッシ ュ2

CIで 、 時 間 当 た り約1万 語 の 翻 訳 が 可 能 で あ る。

 こ の シ ス テ ム に よ る翻 訳 例 を 次 に示 す 。

《原 文 》The revolutionary British hovercraft is on course

to win the blue ribbon for the fastest Atrantic crossing.

《機 械 翻 訳 出力 》 革 命 の イ ギ リス の ホ バ ー ク ラ フ ト

は 、最 も早 い大 西 洋 の横 断 に 一等 賞 を得 させ る た

め 、 コ ー ス に存 在 す る。

《実 際 の 字 幕 》 英 の ホ バ ー ク ラ フ トは 、 大 西 洋 の横

断 で一 等 賞 を得 る た め 出航 。

 システムは英文入力機能、機械翻訳機能および字

幕編集機能をもっている。英文入力機能は英文ワー

プロによる入力であり、スペルチェックも行う。機

械翻訳機能は辞書検索、英文解析、英日変換、日本

 字幕は字数を多 くで きないため、約半分に縮めな

ければならない。これも重い後編集の理由の一つに

なっている。
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2.3 シ ス テ ム の評 価

 3分 の 字 幕 を作 成 す る場 合 に 、 この シ ス テ ム を使

っ た と き と、 す べ て人 手 で 行 っ た と きの 作 業 時 間 を

比 較 した 。

《評価結果》

英文聴取 ・文字化

機械翻訳・内容分析 ・再翻訳

日本語字幕原稿作成

日本語字幕データ作成

タイミング入力

    合 計

機械支援

10分

60

50

30

30

3時 間

全人手

正翻訳率

'95年実験正翻訳率

'96年実験正翻訳率

正 翻 訳 率 の 向上

JD

74.6

75.9

1.3

NRT

61.4%

64.5

3.1

BS

61.0%

63.5

2.5

AP

60分

30

30

2時 間

52.5

53.6

i.i

 現状では、機械を使用することによって作業時間

は50%長 くなっている。

 翻訳精度については次のような実験を行った。

《使用 した評価文》

テス ト文名称

衛 星放 送

]EIDA

NARITA

AP

略称

BS

JD

NRT

AP

文数

201

309

228

179

備 考(作 成 ・出所)

BSワ ールドニュース

日本電子工業振興協 会

大 阪 大 学(成 田 先 生)

AP通 信 社 のニュー ス

《評価者》衛星放送の翻訳者(95年 度は3人 、

             96年度は1人)

《評価方法》文単位に下記の5段 階の主観評価基準

を用いて文単位の正翻訳率で評価 した。

 「評価基準」

 文意忠実度に基づく、以下の5段 階で評価する。

5.入 力文の文意は出力文に忠実に再現 されてい

  る。

4.入 力文の大意は出力文に再現 されているが、

  細部に問題がある。

3,入 力文の大意は出力文にほぼ再現 されている

  が、誤解を受けやすい部分がある。

2,入 力文の文意は出力文にほとんど再現 されて

  いない。

1.入 力文の文意は出力文に全 く反映されていな

  い。

《正翻 訳 率 》

正翻 訳 率=

(評価5+評 価4+評 価3)/(評 価5+… …評 価1)

2.4翻 訳精度の向上

 実用 という面から、どの くらいの翻訳精度が最低

限必要であろうか。筆者は、自分のために自分が理

解できればよいという場合には60%ぐ らい、翻訳 し

て他人に情報提供するという場合には80%以 上の精

度が要求 されると試算 している〔1〕。

 英日翻訳の場合80%以 上の正翻訳率を実現するた

めには以下のことが有効であると考えている。統計

的な手法による構文解析を用いることにより、英語

構文解析精度を90%ま で向上させる。名詞句 と動詞

句などの共起データを利用して、英日翻訳の訳語選

択精度を90%ま で向上させる。これによって80%の

翻訳精度を確保する。

3.日 英対訳記事データベースを利用 した翻訳支援

  システム

 「日本語字幕作成支援システム」につづいて、「日

英対訳記事データベースを利用 した翻訳支援 システ

ム」 を開発 した。本システムは、日英翻訳を支援す

るシステムである。

 翻訳者が求める支援には次のようなものがある。

 ① 固有名詞は過去にどのように訳 されてレ・るか。

 ② ニュース特有の用語や表現は過去にどのよう

   に訳されているか。

 ③ 記事の構成は日英翻訳においてどのように変

   わるか。

 そこで、図一1に 示すようなシステムを開発 した

〔2〕。現在、8,000の 日英対訳記事をデータベース

化 して利用 している。

 記事の検索には 「類似表現検索」と 「日英単語間

の共起度を利用 した表現対応推定」 を用いている。

前者は、図一2に 例示 されているように重要語を抽

出 し、その活用語尾展開も含めて、重要語を含む用

例を検索する方法である。後者は図一3に 示すよう

に、日英単語が記事の中でペアになって共に現れた

回数から共起度を計算 し、文の対応を推定するもの
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         s現入
       円高の勢いは一向に衰えず

噛

,

三

ト
=

・職

:・ 講

その表現の入っている日本文が
どの英文に対応するかを捷示

システムの構成と処理の流れ

形簾康鱒斬・重1fM出 ・活msの 騒尾風 

日本誘記事    莫語記亭
           共起度
              日本語記事      英語記事・ 円一  。 ・           大'郵';計 覗1

:下i勲
        交渉一蝕

5∫' :二轡 。y-rcptuxiaa。 …

    1  ・ 一  ↑
 購 鷲 謡 醤一⇒ 共甑 の鱒 一⇒ 共窺 徽 た

図3 日英単語間の共起度を利用 した表現対応推定

〔1〕江原暉将:機 械翻訳の正翻訳率と翻訳に要す

る作業時間の関係、情報処理学会第45回 全国大会、

3E-05, 19920

〔2〕熊野 正、田中英輝、浦谷則好、江原暉将:

日英放送原稿翻訳支援のための類似用例提示システ

ム、言語処理学会第3回 年次大会、D5-1、1997。

円 ∩ 勢い ∩ 一向 ∩(衰 えるU褒 えれU衰 えろU衰 えよ ∪ …)

         検繋

 蝉轍鋼1窯 諭
…1-一 一

         孟。__ 先週の且竺が塞証,ダ ウ平均株価は…
  "火の赴 瞳 ム左ものの"         鰍 の糎屋が小さくなっていく

    図2 類 似 表 現 検 索 の 仕 組 み

協会活動報告

理 事 会  3月25日

監 査 委 員 会

運 営 委 員 会

市場動向調査委員会

技術動向調査委員会

編 集 委 員 会

4月24日

3月13日

4月22日

4月15日

4月22日

4月14日

①'97年 度事業計画案 ②'97年 度収支予算案

②決算理事会および総会日程
'96年度の会計監査

①MT Summit② シンポジウム ③'97年 度事業計画案および予算案

④運営委員長の交替案

①'96年度事業報告案 ②'96年 度決算報告案 ③シンポジウム ④報告事項

① ヒアリング:国 連大学における機械翻訳の研究 ②今後の活動計画

③連絡事項

①シンポジウム ②'97年 度活動計画 ③IPAプ ロジェクト ④報告事項

①AAMT Journal No.18の 反省 ②No.19とNo.20以 降の編集

③ホームページ ④報告事項
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国連大学 にお け るネ ッ トワー ク言語 の研究 開発

国連大学高等研 究所UNLプ ロジェ ク トデ ィレクター 内田裕士

 国 際連 合 の使 命 の 一 つ は 、 国 家 間 の 理 解 ・平 和 の

た め の調 和 の とれ た情 報交 換 を促 進 す る こ とで あ る。

こ の情 報 交 換 の た め の 言語 的 な橋 を提 供 す る こ と を

目 的 に 、1996年4月 にUNLプ ロ ジ ェ ク トが ス ター

トした。

 UNLと は 、 Universal Networking Languageの 略 称

で 、United Nation Languageに も通 ず る 。

「エ ンコ ンバ ー タ」 と 「デ コ ンバ ー タ」 とい う2つ

の ソ フ トウエ ア を用 い る こ とに よ っ て 、 異 なる 言 語

を使 う 人 々 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 可 能 に す る 一 種

の 中 間言 語 で あ る 。 こ の言 語 を 国 際 連 合 の 加 盟 国 が

共 通 に用 い る こ とに よっ て 、 イ ン ター ネ ッ トに ア ク

セ ス で きる 人 は誰 で も、加 盟 国 すべ て の 母 国 語 か ら

テ キ ス トをUNLに"エ ン コ ンバ ー ト"し 、 同様 に 、

ど ん なUNLの テ キ ス ト も母 国 語 に"デ コ ンバ ー

ト"す る こ とが で きる 。

 国 連 大 学 高 等 研 究 所 内 に あ るUNLセ ン タ ー で は 、

各 国 の パ ー トナ ー と共 に 一般 的 な ネ ッ トワー クサ ー

バ ー や 、 コ ン ピュ ー タプ ラ ッ トフ ォー ム と互 換 性 の

あ るUNLソ フ トウ エ ア を開 発 し、 普 及 させ よ う と

して い る 。現 在 す で に 、 ブ ラ ジル 、 中 国 、 エ ジ プ ト、

フ ラ ンス 、 ドイ ツ 、 イ ン ド、 イ ン ドネ シア 、 イ タ リ

ア 、 ヨル ダ ン、 ス ペ イ ンお よび ロ シア の 研 究 機 関 や

企業 が 開発 に協 力 して い る 。

 UNLプ ロ ジ ェ ク トの 開 発 期 間 は10年 の 予 定 で あ

る 。 最初 の3年 間 は 、 国 際 連 合 の 公 用 語 で あ る ア ラ

ビア語 、 中 国語 、 英語 、 フラ ンス語 、 ロ シ ア語 、 ス

ペ イ ン語 の6つ の 言語 と、使 用 人 口 が 一 億 人 を越 え

る ドイ ツ、 ヒ ンズ ー 、 イ ン ドネ シア 、 イ タ リ ア、 日

本 、 ポ ル トガ ル の6つ の 各 言語 の 変 換 モ ジ ュー ルの

開発 に専 念 す る 。 これ に よっ て 、 世 界 人 口 の75%～

80%の 人 が利 用 可 能 に な る 。 実 際 には 、 さ ら に3言

語 を加 え て15言 語 を平 行 して 開 発 す る予 定 で あ る。

1998年 に は 試験 運 用 を開 始 し、1999年 には 本 稼 働 に

入 る 。残 り7年 間 で は 、 最 初 の3年 間 で 開 発 され た

技 術 を も とに 、185力 国 すべ て の 加 盟 国 の 言 語 モ ジ

ュ ー ル の 開発 を行 う。

 UNLシ ス テ ム は 、 い ず れ の 国 の 人 も母 国 語 で 他

国 の 人 々 とコ ミュ ニ ケ ー シ ョンで きる こ と を 目指 し

た もの で あ り、UNLは 多 言 語 ネ ッ トワー クの 中 の

世 界 共 通 の 言 語 で あ る。

 UNLシ ス テ ム は 、 ネ ッ トワ ー ク とUNL一 母 国語

間 変換 プ ロ グ ラ ムか ら構 成 され て い る。 母 国語 の情

報 をUNLに 変 換 す る シ ス テ ム を エ ン コ ン バ ー タ

(enconvertor)、UNLか ら母 国 語 の 情 報 を 生 成 す る

シス テ ム を デ コ ンバ ー タ(deconvertor)と 呼 ぶ 。情

報 は ネ ッ トワ ー ク上 でUNLの 形 式 で や り と り され

る 。

 UNLの 文書 を作 成 す る に は 、 一般 にUNLエ デ ィ

タが 使 用 され る。UNLエ デ ィタ は 対 象 言 語 の"エ

ン コ ンバ ー タ"と"デ コ ンバ ー タ"を 内 蔵 して お り、

ユ ーザ が 母 国 語 で 文 書 を 入 力 す る と順 次UNLへ の

変 換 を行 い 、 イ ン ター ラ ク テ ィブ にUNL文 書 を作

り上 げ て い く。UNLに 変 換 され た 文 書 は 、 そ の 変

換 の 正 しさ を確 認 す る た め に 、"デ コ ンバ ー タ"を

用 い て 再 び 母 国 語 に変 換 、表 示 され る。 こ れ に よ り

ユ ーザ は 意 図 した 文 書 を正 確 にUNLで 作 成 す る こ

とが で き る。

 UNLで 記 述 さ れ た 情 報 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ に お か

れ た り、 フ ァ イ ル の形 で管 理 され る。 又 ネ ッ トワ ー

ク を流 れWWWサ ー バ ー に 格 納 され る。 フ ァ イ ル転

送 プ ロ グ ラ ム で 転 送 す る こ と も で き る 。 こ れ ら の

UNL文 書 は 、 デ コ ー ダの 組 込 ま れ た ブ ラ ウ ザ で 各

国 の 言 語 に 変 換 さ れ 、読 ま れ る こ と に な る。UNL

情 報 は 、 そ れ がUNL情 報 で あ る こ と を 明 示 す る タ

グ を 導 入 す る こ と でHTML文 書 の 中 に埋 め 込 ま れ

る。 こ れ に よ っ てHTML文 書 の 利 点 を 活 か し て

UNL情 報 を扱 う こ とが で き る。

 UNLは 、単 語 の意 味 を示 すUW(Universal Word)

と 、文 を 構 成 す るUW間 の 関 係 を 示 す 関 係 記 号 と、

UWの 意 味 や使 わ れ 方 を限定 す る属 性 記 号 か ら な る 。

 UNLの 語 彙 は 、 UW(Universal Word)と 呼 ば れ

る。 こ れ は 各国 の こ とば で 表 され る意 味 を表 現 す る

た め の 語 彙 で あ り、 コ ン ピュ ー タの内 部 で情 報 を 表
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現するために使用 されるものである。UWは 基本的

には英単語を用いている。英語を用いるのは、英語

は現在地球上で最 も広 く用いられ、各言語 との間で

辞書が作 られていてそれを利用できるメリットがあ

るからである。UWは 、ある単語が表す意味を、そ

の意味を示す英語の単語 と、その英単語の意味を特

定するための他の英単語 との可能な関係をsuffixと

して記述 したものである。

 語彙は、UNLシ ステムの開発を通 して膨大 な量

になっていくと予想される。各言語のことばに含 ま

れる意味は膨大であり、ごくわずかな意味の違いも

取 り上げれば無限に増大 していくおそれがある。 シ

ステムの運用には、ユーザは必要に応 じて新たな

UWを 自由に登録で きる必要がある。その新たな

UWが システム全体にとって有用かどうか判断する

ことは大変で、とて も人手でUWを 管理すること

は不可能である。UNLシ ステムでは、 UWを 自動

管理することを目指している。ユーザは必要と思わ

れるUWを 定義することができるが、その際、 UW

と母国語との対応およびUWの 意味体系の どこに

位 置 づ け られ る もの か を定 義 しな けれ ば な らな い。

UNLシ ス テ ム は こ の 情 報 を も と にUWを 自動 管 理

し、各 言 語 の デ コ ンバ ー タ に適 切 な情 報 を与 え て新

しいUWに 対 応 で き る よ う に す る 。 も ち ろ ん 、 登

録 され た あ と 、滅 多 に 使 用 され な いuwは 淘 汰 さ

れ て い く。

 UNLプ ロ ジ ェ ク トに 関 す る 情 報 は ホ ー ム ペ ー ジ

で流 して い る。

 ホ ー ムペ ー ジ ア ドレス:〈http:〃www.unl.ias.unu.

edu.〉 現 在 は 、 日本 語 と英 語 を用 い て い る が 、'97

年 末 に は 、UNLで も掲 載 す る予 定 で あ る。

問 合せ 先1

 〒150東 京 都 渋 谷 区 神 宮 前5-53-67

 国 際 連 合大 学 高 等 研 究 所 UNLセ ン ター

 UNLプ ロ ジ ェ ク トデ ィ レ ク ター

             内 田裕 士

 電 言舌  03-5467-5547

 FAX O3-5467-2324

 E‐mail uchida@unl.ias.unu.edu

叢務局だよけ

‡研究会 メンバ ーの募集 ‡

 例 文 評 価研 究 会 は'96年 度 を もっ て終 了 し、'97年度 新 た に 「ネ ッ トワ ー ク翻 訳 研 究 会」 が 発 足 す る こ

と に な りま した 。

 この 研 究 会 で は 、 ます ます 盛 ん に な っ て い くネ ッ トワ ー クや パ ソ コ ン通 信 で行 わ れ て い る翻 訳 に つ

い て 、 評 価 や指 針 を研 究 し ます 。 だ れ もが 受 信 者 に、 だ れ もが発 信 者 に な る こ とが で き る イ ン タ ー ネ

ッ ト時 代 にお け る機 械翻 訳 の あ りか た を追 求 し ます 。

 ご希 望 の 方 は 、所 属 、 電話 番 号 、FAX番 号 、 E-mailア ドレス を 添 え て 、7月15日(火)ま で にFAX

又 はE‐mailで 、 事 務 局 へ お 申 し込 み くだ さい 。 (書式 は 自由 で す)

イ蹴ン ト報告

(社)日本翻訳協会設立十周年記念 第8回 翻訳 フェア

上 記 フ ェ アが'97年2月28日 、 東 京 一 ツ橋 の 如 水 会 館 で 開催 され た。

O特 別 講 演

Oパ ネル デ ィスカッション

oセ ミナ ー

「翻訳 とインターネット」    東大教授 石田晴久氏

「翻訳者はインターネットに何を期待するか」

       司会 図書館情報大学教授 石川徹也氏

「翻訳 とCALS」 他5件

懇 親 会 お よび 展 示 会 も開 か れ 、AAMTも 参 加 した。
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獲術皐わか り

対 話 の 機 械 翻 訳

ATR音 声翻訳通信研究所 美馬秀樹

1.は じめに

近年、インターネット上のホームページの英語で書

かれた内容を閲覧する目的などで、機械翻訳システ

ムを利用する人が増えてきました。ホームページな

どのように紙面等に書かれた文書の翻訳は"書 き言

葉の翻訳"と 呼ぶことができます。そのような書 き

言葉の翻訳とは別に、海外旅行におけるホテルフロ

ントでのや りとりや、電話での外国人 との会話のよ

うな、いわば対話状況にある言葉の翻訳 も機械翻訳

の可能性として考える必要があ ります。一見、その

ような対話に対す翻訳 も、書き言葉の翻訳 と同 じ技

術で処理可能なように思われますが、外国文献の翻

訳と、国際会議の通訳がそれぞれ異なる課題を持ち、

それぞれに相応 しい技術 を必要とするように、機械

翻訳においても、対話の翻訳では書き言葉の翻訳と

は異なる課題に対する技術や、より高度な処理を必

要とします。

例 えば、

 例(1)「 支払いは銀行振 り込みをお待ち してお り

   ます」

のように、書いてみると表現的に少しおか しいよう

な文でも、話している場合には自然に使われます。

また、

 例(2)「 今日、シングルニつあります?」

のように、助詞や、疑問の終助詞が脱落 した表現も

対話場面では多 く現れます。 このような、いわゆる

表現のねじれや、書 き言葉 としては非文と判断され

る表現に対 しても対話の翻訳ではうまく扱 う必要が

あるのです。

 対話の翻訳において、書 き言葉の翻訳 と比較 して、

特に重要だと思われるものを次に挙げます。

1) (文法的な処理が難 しい)話 し言葉の扱い

 話 し言葉 とは、単純には音声を媒体 とする言葉だ

と言 うことがで きます。 しか し、実際には、話 し言

葉 と書 き言葉 とを明確に区別することは簡単にはで

きない場合が多いので、ここでは、日常会話のよう

な口語的性格の強い表現に現れる特有の問題を扱う

ための技術ということで話 しを進め ます。先の例に

あるような文法的な処理が難 しい表現や、話 し言葉

に特有の表現などを適切に扱 うことが要求されます。

2)対 話の状況に応 じた表現の扱い

 状況の扱いとして、従来の文脈処理 も含めて考え

なければなりませんが、対話翻訳に特有の問題 とし

ては、冠詞の扱いのような言語的情報に基づいた訳

文の生成ばか りではなく、対人関係のような非言語

的要因に応 じた訳文の生成 も考慮する必要があ りま

す。

3)円 滑な対話の実現

 対話の利点である実時間性や効率性を阻害 しない

ためにも、人間の行う通訳のように、少なくとも発

話終了とともにその訳文が提示される程度の即時性

が望まれます。さらには、同時通訳に見られるよう

な発声の途中段階でも確定 した句や節の訳を出力で

きる処理技術が望まれます。

 本稿では、対話に対する機械翻訳の実現に要求さ

れる特有の課題に対 し、現在の処理技術や、取 り組

まれている研究を紹介するとともに、今後どのよう

な成果が望まれてるのかを考えていきたいと思いま

す。

2.話 し言葉の扱い

2.1 頑健な処理

話 し言葉においては、自分の頭の中以外に発話内容

をモニタリングする機構を持つことができないため、

発話が長 くなるにつれ、表現のねじれなどの現象が

起 こりやす くなると考えられます。先の例(1)は 、

ヲ格をもつ述語がさらに提題の助詞 「は」を備えて

いる文ですので、その構文構造的な解析は容易です

が、意味的には2文 が融合しているものであるため、

意味解析 を適切に行うのは困難です。このように、
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話 し言葉に対 しては、書き言葉の翻訳で用いられて

いるような文法中心の処理だけでは多くの場合十分

には対応 しきれません。したがって、文法によらず、

どのような入力に対しても翻訳システム全体 として

失敗 しないような頑健な処理が必要となります。

 文法的に説明することが難しい表現や、文法的に

は非文であると思われる文の扱い方 としては、次の

ような処理方法が考えられています。

a)意 味主導の翻訳

  システムが対応可能な文形や意味表現に(内 部

  的に)変 換 し翻訳する方式

b)表 現主導の翻訳

  文法的な難 しさや誤 りに対しても、表現そのも

  のを目的言語の対応する表現に翻訳する方式

例えば、助詞が欠落 した表現に対 して、a)で は、

尤もらしい助詞を補い翻訳するといった方法を用い

ることを指 し、b)は 、助詞が欠落した表現に対応

する目的言語の表現を利用 して翻訳することを指 し

ます。

 a)の 手法では、入力文に対し、常にシステムが

理解できるように、デフォル ト値などを用いて意味

の補足を行 うため、非常に強力で頑健な解析が可能

となります。 しか し、場合によっては入力文には含

まれない意味まで付加する可能性があることも否定

できません。

 一方、b)の 手法では、文の意味よりも表現その

ものに重点があります。助詞が省略されるのにも、

ある種の意味がある(聞 き手の解釈のあいまい性を

増すことで間接的に丁寧 さを与える)の ような考え

が基本にあるため、状況を含めたニュアンスのよう

なものまで伝えられる可能性があ ります。異なる言

語間では、文化の違いなどもあるため、すべての言

語現象について対応する表現が容易に見つかるとは

限らないという問題 もありますが、大規模な対訳コ

ーパスが利用可能となり、表現対のような経験的知

識の獲得が容易になれば、このような問題も徐々に

解決 してい くと考えられます。これについては2.

3項 でさらに説明 します。

2,2 決定的処理

音声対話の翻訳では、音声入力に始まり、音声によ

る出力で訳を伝えるのが処理の基本的な流れです。

また、常に実時間性が要求されますか ら、前編集や

後編集のような人間による支援的要素が入る余地は

あ りません。したがって、入力発話の音響的な尤 も

らしさや、言語的な妥当性 を最大限活用 し、理解度

の高い訳文の生成、あいまい性解消のための決定的

な処理が期待されます。

2.3 話 し言葉を扱 う技術

我 々人間が外国語を習熟 しようとする場合、文法的

な知識を学習することももちろん大切ですが、それ

だけではなく、実際に使用されている言語表現にで

きるだけ多 く接 し、基本表現や頻出表現を大量 に学

習することも必要となります。特に会話場面におい

ては、経験的知識として蓄積 した基本表現や頻出表

現を活用することが非常に多いと思われます。近年、

大規模コーパスの利用が可能になり、機械翻訳 にお

いて も、用例に基づ く手法、統計的手法など経験的

知識に着目した手法が盛んに研究 されています。文

法に基づ く枠組みの問題点等については、本誌第16

号の技術早わか りの記事で詳 しく述べ られています

が、それに対 して、経験的知識に基づ く枠組みでは、

・実際の言語表現から獲得 した経験的知識 を活用で

きるため文法的に説明が難 しい表現を扱える

  →頑健性の確保

・基本的に、用例に対 し単純な類似性の計算だけで

翻訳処理が行えるため高速な処理が可能

  →決定性の確保

・知識の記述や追加が容易

  →拡張性、知識管理の容易性の確保

など、話 し言葉の翻訳に対 して多 くの利点がありま

す。

●経験的知識に基づ くアプローチ

 このような枠組みの一つとして、コーパスなどか

ら収集 した原言語表現とその翻訳例との対応から、

「～をお願い したいんですが」のような頻出表現や

フレーズ、慣用句等の意味的にまとまった単位で対

訳用例を収集 し、このような表現パタンを組み合わ

せることで文全体の翻訳を行う方式が考えられてい
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ます。また、同じ表現パタンに対 して複数の訳 し方

がある場合にも、入力文と用例がどれくらい似てい

るか1を判断 し最 も類似 したものの対訳表現 を使っ

て翻訳結果を作 り出すといった、ある意味で、人間

が経験的に妥当性を判断 し利用するような枠組みに

類似 した処理方式も考えられています。

 例 と して 、 「京 都 の ホ テ ル」 の よ うな 「XのY」

の 表現 パ タ ンに 対 す る英 訳 を 考 え て み ます 。 「Xの

Y」 と い う表 現 は 日本 語 で は 非 常 に頻 度 の 高 い パ タ

ンで あ る と と もに 、 こ の表 現 に よ り多 くの 意 味 内容

を表 す こ とが で きる(つ ま り、 あ い まい性 が 多 い)

の で す が 、 そ れ故 に 、英 語 の よ うな比 較 的 リ ジ ッ ド

な 言 語 に翻 訳 す る場 合 に はXとYの 部 分 の 語 や フ

レー ズ の意 味 内容 に よ り複 数 の訳 し分 け候 補 が 存在

し ます 。"～of-"や"～for-"の 表 現 を使 っ た り、 「江

戸 時代 の面 影」 で は"the image during the Edo Period・

の よ う に"during"を 使 っ て 訳 す こ と も考 え られ 、機

械 翻訳 で適 切 な翻 訳 を行 うの は非 常 に 難 しい 問題 と

され て い ます。 こ れ に対 し、用 例 を基 に した枠 組 み

で は 、 「ホ テ ル の住 所 」に対 して は"the address of the

hotel"、「英 語 のパ ンフ レ ッ ト」に 対 して は"a pamphlet

in English"な どの よ うに翻 訳 され た対 訳 用 例 を知 識

と して持 っ て い れ ば 、 「旅 館 の 住 所 」 の 入力 に対 し

て は"the address of the hotel"の 表 現 例 を修 正 して 、

"the address of the inn"と 訳 した り
、 「日本 語 の パ ン

フ レ ッ ト」 に 対 し て は 、 同 様 に"apamphlet in

Japanese"の よ う に訳 し分 け る こ とが で き ます 。 ま た 、

「Xを お 願 い した い ん で す が」 の よ う なパ タ ン に対

して も、

  X'please(Xが"人 数"な ど)、

  could you give me X'(Xが"名 前"な ど)、

  iwou且d like X'(Xが"パ ンフ レ ッ ト"な ど)、

の よ う に単 に"please"だ け で用 が 足 りる 場 合 もあ れ

ば 、"1would like-"の よ う な表 現 を用 い るべ き場 合

もあ り ます 。 こ の よ う な用 例 を多 く集 め る こ とで、

目 的語 の意 味 内 容 に よ り、 あ る程 度 妥 当 な表 現 へ 訳

1現 在、ある表現 にxrし 、類似 した川例 を検索す る方式 として、

シソー ラスや類語辞典 を川 い、語 と語の意味 的な近 さを基に表現

問の類似度 を計算す るものや、統 語的構造 の類似度 計算を基にす

る方法 、また、頻度 な どの統計 的情報 を川 いてi雄語 の多義性 を解

消 した ヒで、類似 した表現 を検索す る方法、な どが 考え られてい

ます。

し分 け る こ とが 可 能 と な ります 。

さ らに 、

 例(3)「 日本 語 の パ ン フ レ ッ トを お 願 い した い ん

   で す が 」

の よ うな文 に対 す る英 訳 に お い て は 、先 の例 に あ る

「XのY」 、 「Xを お願 い した い ん で す が 」 の パ タ ン

か ら構 成 され る 、

 ((XのY)を お願 い した い ん で す が)

の よ うな 言 語 構 造 に対 し、 各 パ タ ン にお け る妥 当 な

対訳 表現 を組 み 合 わせ て 文 を生 成 す る こ とで 、

 "Iwould like a pamphlet in Japanese."

の よ うな翻 訳 結 果 を得 る こ とが で き ます 。

●話 し言 葉 に特 有 な表 現 の扱 い

 こ の よ う な 方 式 で は 、2.1項 で 説 明 した よ う な

表 現 主 導 の 翻 訳 が 処 理 の 基 本 と 考 え ら れ ま す か ら

様 々 な言 語 現 象 に 対応 で きる可 能性 が あ ります 。 ま

た 、文 法 的 に は 説 明 が 難 しか っ た り、処 理 を 失敗 さ

せ な い た め に は事 細 か く情 報 を記 述 して や る必 要 が

あ っ た文 に対 して も比 較 的 簡単 に処 理 で きる こ とが

考 え られ ます 。例 え ば 、

 例(4)「 安 くて 清 潔 な政 治 な らい い ん で す が 」

の よ うな換 喩 的 な 表現 に対 して は 、単 純 に文 法 の枠

組 の な か で 処 理 を し よ う とす る と、"政 治"と い う

語 に対 して 、特 殊 な用 法 の よう な形 で 、"安い"と か
"清 潔"な どの語 との 関連 を あ らか じめ 記 述 して お

く必 要 が 生 じ ます 。

一 方
、 用 例 に基 づ く枠 組 み で は、 「安 くて清 潔 な ホ

テ ル」 等 の よ く似 た 表 現 とそ の 対 訳 例"inexpensive

and clean hotel"を う ま く利 用 す る こ と に よ っ て 、 少

し苦 しい 訳 か も知 れ ませ んが 、

 "lnexpensive and clean politics would be fine."

の よ う な翻 訳 を得 る こ とが で き ます 。

この よ う に、 用 例 に基 づ く枠 組 み は 、我 々が 学 校 の

英 作 文 の 授 業 で 習 っ た"よ く似 た表 現 例 を まね て新

しい 文 を作 る"と い う考 え に似 て い る と言 え ます 。

それ 故 に 、入 力 文 の詳 細 な構 造 や 意 味 記 述 な どが 得

られ な くと も、翻 訳 処 理 全 体 と して 失 敗 しな い よ う

な頑 健 性 を持 つ と考 え られ ます 。

 実 際 に 、 日韓 翻 訳 に対 し、無 作 為 に選 ん だ初 見 の

文 を対 象 に行 っ た実 験 で は 、69対 話(延 べ1300文)

の内 、90%以 上 の 翻 訳 結 果 が 正 解 と な りま したが 、

その 内 の 約20%は 言 語 の構 造 的 な解 析 が 成 功 して い
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なか っ た の に もか か わ らず 翻訳 処理 全体 と して は リ

カバ ー され て い た 、 とい う頑健 性 を 示 す 結 果 を得 ま

した。

 その他にも、終助詞 「よ」「ね」「な」 を使 うなどの、

書 き言葉にはほとんど用いられない表現等に対 して

も適切な目的言語への翻訳や、妥当な訳 し分けが期

待 されます。 コーパスから得られる用例や表現の分

析が進み用例などの知識が充実するにしたがい、多

くの問題が解決すると考えられます。

●経験的知識 と文法的処理との協調

 ここまでの話からすると、用例を利用すれば全 く

文法が必要なくなるような印象を持たれたか もしれ

ません。しかし、より実用的なレベルまで突 き詰め

て考えると、本誌第16号 の技術早わか りの記事で も

述べられているように、たとえ用例を基にした手法

と言えども全 く文法的処理が必要なくなるわけでは

ないのも確かです。先の例の 「～をお願いしたいん

ですが」のようなパ タンにしても㌦"の 場所にどの

ような表現が現れてもよいわけではありません。 ま

た、い くら各々のフレーズの翻訳が成功 したとして

も、それぞれのフレーズを文法的にうまく組み合わ

せなければ自然な翻訳文は得 られません。 したがっ

て、実用的なシステムでは、用例に基づ く枠組みと

文法に基づ く枠組みとを協調的に融合させることが

重要だと考えられます。現在、このような協調的枠

組を利用 した機械翻訳のプロ トタイプシステムが構

築 され、旅行会社を対象とした日英間、日韓間、日

独間の翻訳実験が行なわれています。評価実験にお

いて、良好な翻訳正解率を得た結果 も報告 されてい

ます。

3.状 況に応 じた表現の扱い

翻訳を行う際、人間の場合は、ごく普通に文脈から

得 られる手がかりを使 って文の解釈 を行っていると

考えられます。 さらに、対話場面においては、人間

は文脈などから得られる言語的手がかりだけではな

く、自分の置かれた状況や杜会的役割、対話相手 と

の社会的関係などの非言語的な情報 も手がかりとし

て、文の解釈や対話相手に対する言葉の選択などを

行っていると思われます。敬語などの待遇表現の扱

いはこれを象徴する例で しょう。したがって、対話

を機械翻訳で扱う場合には、状況における非言語的

な情報に対 しても、うまく獲得 し利用することで、

文の解釈に役立てた り、状況に応 じた適切な表現を

使って訳 し分けるといった処理も考える必要があり

ます。

3.1 社 会 的役 割 と対 話 場 面

海 外 旅 行 先 の ホ テル で の 対 話 場 面 にお い て は 、 食事

を した り、 旅 行 を 目的 と して 飛 行 機 な どの交 通 手 段

を利 用 した りす るの は、 多 くの 場 合旅 行 者 です 。 し

たが っ て、 例 え ば、"eat"の 日本語 訳 と して 、

  "召 し上 が る"(話 者 が フ ロ ン ト)

  "い た だ く"(話 者 が 旅 行 者)

な どと訳 し分 け る こ とが 考 え られ ます 。

 また 、話 し手 や 聞 き手 の社 会 的役 割 、対 話 場 面 の

情 報 が うま く利 用 で きれ ば 、 日本 語 で は省 略 され て

い る主 語 を補 うこ とが で きる可 能 性 もあ ります 。例

え ば 、

 例(5)「 も しお召 し上 が る の で した らす ぐ作 り ま

   す 」

と レス トラ ンの コ ックが しゃべ っ た の な ら、 「お 召

し上 が る」 の 主 語 に は"you"を 、 「作 る」 の 主 語 に

は"1"を 補 っ て 英 訳 す る の が 妥 当 だ と判 断 で き ます 。

3.2 社会的地位

日本語のような待遇表現が重視 される言語では、話

し手の社会的地位にふ さわしい言葉づかいや、聞き

手 との社会的関係を考慮 した翻訳が期待 されます。

特に英 日翻訳などでは、英語においては社会的地位

の差による表現の違いは非常に少ないため、聞き手

と話 し手の社会的関係をシステム側で考慮 し、適切

な訳語 を選択する必要があります。例えば、'Will you

help me?"の ような文を日本語に翻訳する場合、

 「手伝ってもらえる?」(聞 き手が友人など)

 「手伝っていただけるとあ りがたいのですが」(聞

 き手が会社の上司など)

と訳 し分けるのが適当だと思われます。

3.3 韻律(発 声の高低 ・強弱など)の 情報

非言語的な要因として、話 し手の発話の韻律などの

音声的な特徴 も考慮せ ざるを得 ません。

例 えば、例(2)の ような文では、文末を上が り調子

に して発声すると質問になります し、下が り調子な
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ら話者側の状況を述べていることになります。

 このように、音声的な情報を考慮することで、適

切な意図を持つ表現へ と翻訳する必要があります。

3.4 状況に応 じた表現 を扱 う技術

このような状況に関する情報を活用するためには、

・辞書に対する、状況に応 じた訳語(言 葉使い)の

情報の記述

を行い状況パラメータなどの情報により、適宜、適

切な言葉使いを選択することが考えられます。さら

に、

・状況別の表現や言葉使いの統計的情報

・話 し手、聞き手の情報を含めた用例

などの経験的知識を基に、妥当な表現や訳語の選択

を自動的に行う枠組み も考えられます。

 また、状況に関する情報をどのように効率的に獲

得するかという問題も重要です。これに対 しては、

次のことが考えられます。

1)シ ステムの要求項目として、事前に設定

 ホテルでの応答システムのように、ある程度固

定的な使用環境 に置かれるもの等が対象。運用開

始時にプッシュボタン等で設定 してお くほうが効

率的だと考えられる。→社会的役割や対話場面

る 程 度 の 実 時 間 性 が 望 まれ ます 。 人 間 の 行 う翻 訳 の

場 合 に は 、 た と え逐 次 通 訳 で あ っ て も 、話 し手 が 発

話 す る の と同 時 にそ の 内容 の 理 解 や 翻 訳 が あ る程 度

進行 して い る もの と思 わ れ ます 。 長 文 の 場 合 に は 、

適 宜 、通 訳 メモ を とっ た りす る こ とに よ り、 少 な く

と も原 言 語 の 内容 の理 解 は 同時 に進 行 させ て い る と

考 え て よ いで し ょう。 しか しな が ら、現 在 の対 話 翻

訳 シ ス テ ム の ほ と ん どは 、 図1-(a)に あ る よ う

に、 一 文 毎 で かつ 発 話 終 了 後 に処 理 を開 始 す る のが

通常 で す 。 ま た、 現 在 の コ ン ピ ュー タの 処 理 能 力 を

もっ て して も、 音 声 認 識 等 を含 む翻 訳 処 理 に要 す る

時 間 を無 視 で きる レベ ル にす る こ とは 難 しい の が現

状 です 。 した が っ て 、 特 に 一 文 が 長 くな っ た場 合 な

どに は 、話 し手 の 話 して い る時 間 と翻訳 処 理 に要 す

る時 間 の 間 、 聞 き手 は ず っ と待 た され る こ とに な る

わ けで す か ら、対 話 と して の 自然 さを著 し く損 ね て

しまい ます 。

モジュー」

形憩素処理

s語構造解

顕似用例探

生成

 発話

C°uld l have y°ur teleph°ne number where lcmc°nhct y°u?

発話開始 翻訳

あなたに連絡が

2)統 計的情報などから自動的に推定

  ・状況 を表すパラメータ

  ・話者などの情報が付加 されたコーパス

 などが整備 されれば、状況 と関連 した形での言葉

 の頻度情報が得 られるため、対話中よりある程度

話者の特徴を自動的に推定することが可能。

→性別や社会的地位など

(a)逐 次的翻訳処理

モジ..、C醐 ミ1:y° °「rcleptw加

形顛素気現

魑似量£操

懸    匝 コ

here l can contact you?

戦 ㌔

示  時聞

(に}電断番号を敦えて下さい あなたに漉絡が

 さらに、韻律などの情報を活用するためには、音

響的特徴の情報 も把握で きるコーパス等の整備 も期

待 されます。いずれにしろ、状況の情報を効率的に

獲得することは今後の重要な研究課題と言えます。

4.円 滑な対話の実現

翻訳を交えた対話においては、可能な限 りの即時的

な翻訳が期待されます。少なくとも、人間の行う通

訳のように、発話終了とともにその訳文が提示され

発謡開始  翻訳 示          翻訳 示

     (b)漸 次的翻訳処理

   時聞翻訳提示

図1.翻 訳 処 理における各モジュールの処 理 タイミング例

4.1 漸次的翻訳処理

上記の問題に対 して、話し手の発話と同時に翻訳処

理を進行 させ、発話終了と同時に翻訳結果を提示す

ることが考えられます。このような処理方式にする

ことで、あいまい性があって発話途中での句や節の

確定が十分ではなかった場合で も、少なくとも発話

終了時には即座に翻訳結果の提示が開始できると考

えられます。 さらには、講演などのように話 し手が

連続的に発話する場合や瞬間性を要求されるような

対話場面では、図1-(b)の ように、発声の途中段
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階でも確定 した句や節の訳を次々と出力するような

同時通訳的な処理方式が望まれます。このような技

術が実現で きれば、円滑な対話翻訳の実現に向けた

一つの大きな解決策になるで しょう。

 以下では、このような翻訳を実現する 「漸次的翻

訳処理」について、その基本的な要素技術を説明 し

ます。

などの処理で部分構造に対 しても解析の進行 と同時

に、決定的な翻訳が可能になると考えられます。

 現状では、このような同時通訳にふ さわしい翻訳

の単位の情報や、用例などもシステムに学習させる

必要があ りますが、今後、大規模な同時通訳 コーパ

ス等が整備 されれば、自動的に抽出し、最適化する

ことも可能になると思われます。

1)確 定する句や節の情報単位

 翻訳処理では、一般に発話の単位 となる部分構造

を大きくとればとるほど正確な翻訳結果を得る可能

性が高 くな りますが、逆に円滑な対話の実現という

面では不利にな ります。したがって、どの程度の情

報単位をもって句や節を確定 し発話を行 うか、とい

う発話のタイミングが重要な問題 となります。この

問題は、原言語と目的言語 との言語的距離にも関わ

るものであると考えられます。例えば、英日間の翻

訳では、述語位置や修飾方向などの言語構造がかな

り変化 しますので、比較的大きな単位でしか確定で

きませんが、韓日間では、語順等にかなりの類似性

がありますので、場合によっては単語単位で次々と

翻訳を提示できる可能性 もあ ります。 したがって、

・意味的にまとまった単位での言語パタン対の利用

  「1would like～」、「～をお願い します」のよう

  な比較的長単位で、かつ常に表層語句を含んだ

  形の言語対の利用→作られる言語構造の階層が

  少なく、情報単位の効率的な切 り出 しが可能。

・目的言語 との言語的距離に相応 しい情報単位の設

 定

  それぞれの言語対に応 じた単位を翻訳処理毎に

  設定→目的言語にふさわ しい原言語解析の実現

などにより部分構造の基本単位を設定することで、

効率的な漸次処理が可能になると考えられます。

2)句 や節に対する翻訳処理の決定性

 途中の句や節がうまく切 り出せたとしても、それ

に対する翻訳のあいまい性が同時に解消できなけれ

ば、少なくとも同時通訳的処理の実現には至らない

ことになります。この問題に対 しては、

(i)句 や節を構成する表現の依存関係を先の情報単

位に基づ きボ トムアップに解析

(ii)(;)の解析 と同時に対訳用例を適用

(iii)統計的情報から尤 もらしい訳語や表現を確定

4.2 同時通訳システムの実現に向けて

先にも述べたように、日本語 と英語のような語順や

構造が大 きく異なる言語間では、入力 される単語や

フレーズの列に従って、頭ごなしに訳語を出力 して

い くだけでは入力文に忠実な訳を生成できるとは限

りません。例えば、日英翻訳では、述語表現は文末

まで決定できない場合が多いため、通常は、文末ま

で翻訳が確定できないことになります。これに対 し

て、人間の通訳者では、能動態から受動態への訳 し

変えや、長い疑問文の付加疑問文への変形、話題化

変形 というような、同時通訳におけるノウハウや、

文脈や ドメインからの推定による先読み等のテクニ

ックを活用 し、巧妙に翻訳 を行っているようです。

しかしながら、機械翻訳 システムでは、まず、文脈

等の情報を取 り扱うのには限界があ ります。知識や

論理によりゴールの推定を行 うようなプロ トタイプ

モデルによる会話の先読みの研究は行われてはいま

すが、一般的な枠組みまでは扱い切れていないのが

現状です。また、同時通訳システムでは、出力は音

声なのが通常ですから、既に発声された内容は物理

的に消去することや、上書きすることは不可能です。

したがって、既発話の内容に誤 りがあった場合や、

次 に発話 しようとする内容との問に意味的な不整合

が生 じた場合などには、前後のつ じつまを合わすな

どの処理により速やかに文全体としての発話内容を

調整する仕組みも必要となります。

 このような発話内容の調整に関 して も、同時通訳

の事例やコーパスなどを研究することにより、態の

変化などを行うための言語パタン対を学習させたり、

同時通訳特有の用例を集めた りすることで、より人

間のや り方に近い処理やつ じつまの合わせ方などが

実現できると考えられます。

例 えば、

 例(6)「 何 も問題はありません一(pause)一 で し
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   よう か?」

の よ う な発 話 に対 して は 、通 常 で は"ls everything

a】right?"と翻 訳 す べ きで す が 、 ポ ー ズ の 途 中 で 、

"Everything IS alright"と翻 訳 結 果 を出 力 して しま う

場 合 も考 え られ ます 。 こ の よ うな場 合 で も、

 (Xで し ょうか?=>X',isn'tit?)

の よ うな 同時 通 訳 に都 合 の よい対 訳 パ タ ン を使 って

付 加 疑 問文 へ 変 形 す る こ とで 、言 い 直 し を行 わ ず に、

文 全 体 と して の翻 訳 内容 を調 整す る こ とが で き ます 。

 さ らに 、今 後 、文 脈 や状 況 に対 す る 処 理 が確 立 さ

れ 、次 発 話 の内 容 等 に対 す る 強力 な推 論 が 実現 可 能

とな れ ば 、 よ り迅 速 で 、誤 りの 少 な い 同 時 通 訳 処 理

が 可 能 に な る と考 え られ ます 。

5.ま とめ

 対話の翻訳において、通常の書き言葉の翻訳 とは

違った難 しさに対 し要求される技術を中心に紹介し

てきました。現状では、まだまだ人間と同じような

自然な会話ができるまでには至 りませんが、一つの

有用な方法として、コーパスから得 られるような用

例や言語パタンなどの経験的知識を活用することで、

より人間に近い自然な表現への翻訳を実現する可能

性があることを分かっていただけたかと思います。

 また、文脈依存の訳 し分け等の現状の機械翻訳で

は難 しい問題に対 しても、文脈や状況に依存 した訳

し分けに必要な情報の分析を詳細に行い、文脈パラ

メータなどを新たに設定 して注釈付対訳用例データ

ベース等を構築 し、利用できる枠組みを整えること

で、多 くの問題が解決できると考えてい ます。

叢務局だよ鱗

委員交替のご連絡

'97年 度 の ス ター トに あ た り
、委 員 の 交 替 が あ りま した 。

1.運 営 委 員 会 沖電気工業株式会社

松下電器産業株式会社

2.市 場動向調査委員会 沖ソフ トウエア株式会社

3.編 集 委 員会 シャープ株式会社

日本電気株式会社

退任 羽下雄之輔

後任 大宅伊久雄 研究開発本部

         メディァネットワーク研究所長

退任

後任

退任

後任

退任

後任

退任

後任

吉原通年

高木友博 東京支社

石川友隆

中村 裕

福持陽士

奥西稔幸

亀井真一郎

田村真子

技術渉外部 副参事

開発第3部 第3グ ループ係長

情報商品開発研究所 主任

情報メディア研究所 音声言語研究部

薬務局便り

MT SummitV!開 催 近 づ く!

 す で に ご 承 知 の と お り、'97年10月29日 か ら11月1日 ま で 、 米 国 のSan DiegoでMT Summitが 開 か れ ま す 。

参 加 申 込 の 受 付 が 始 ま り ま した 。 詳 細 は 、MT News International No.16を ご 覧 く だ さ い 。

 ま た 、 今 後 ホ ー ム ペ ー ジ で 情 報 が 流 さ れ る と思 い ま す 。 ご 覧 く だ さ い 。

    AMTA〈http:〃www.isi.edu/natural-language/AMTA.htm且 〉

 本 年 は 機 械 翻 訳 の50周 年 で す 。1947年3月4日 に 、Warren Weaver(Director of[he Natural Science Division

of the Rockeffeller Foundation)がNorbert Wienerに 、 コ ン ピ ュ ー タ ー に よ る 翻 訳 の 可 能 性 に つ い て 手 紙 を 送

っ た の が 機 械 翻 訳 の は じ ま り と さ れ て い ます 。 こ の 意 義 深 い 年 のSummi[に 多 数 ご 参 加 く だ さ い 。
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研究機関紹介

慶応義塾大学環境情報学部・政策メディア研究科 石崎研究室

慶応義塾大学環境情報学部 教授 石崎 俊

1 はじめに

 慶応義塾大学湘南藤沢キャンパス(SFC)は 、神

奈川県藤沢市に1990年 に設立された比較的新 しいキ

ャンパスです。ここには、環境情報学部と総合政策

学部があり、さらに1994年 にスター トした大学院の

政策 メディア研究科があります。両学部ともに1学

科構成(学 部名 と同じ)の ため通常は学科名を省い

ています。

 私は1992年4月 に通産省工業技術院電子技術総合

研究所から移 りました。当時は最上級生が学部の3

年生でしたので、研究室の教育と研究の体制を一か

ら作ることなりました。ラッキーだったのは1993年

度から始 まった文部省科研費の対話に関する重点領

域に参加 させていただいたことです。コンピュータ

設備や学生へのアルバイ ト謝金などを賄うと同時に、

毎年数回ある研究集会で関連する最新の研究成果を

聞くことがで きました。

 また、赴任当初から、学内で先生たちの交流を図

るためにメタファー研究会が作られ、哲学、社会学、

言語学、心理学、それに情報科学などの先生たちが

多数集 まって、メタファーを多角的に議論する機会

がありました。従来の自然言語処理によるアプロー

チが、ある意味で一面的であ り、学際的に考えると

大変興味深い問題を多 く含んでいることに気づくこ

とができました。

 1994年 からはアメリカのノースウエスタン大学の

アナロジーで有名なゲントナー教授の元で学位を取

って来た今井むつみさんが助手 として一緒に研究で

きるようになり、認知心理学と自然言語処理や学習

・発達に関する共同研究が始まりました。今井 さん

は今年の4月 から専任講師に昇任 しています。

 また、1996年 の1月 か らは、NEDOの 提案公募

型研究開発の資金が使えるようになり、 「自然言語

を中心にしたマルチモーダル情報の統合」を推進す

るための研究設備が格段に整備 されました。後で述

べるような最新の画像処理用のコンピュータや音声

処理用のコンピュータと入出力設備などが研究室で

使 える よ う に な りま した 。

 また 、 この キ ャ ンパ ス で は研 究 コ ン ソー シ ア ム と

い う制 度 が あ って 、 大 学 の 先 生 た ちで グ ル ー プ を組

織 して研 究 テ ー マ の 提 案 を行 い 、 そ れ に興 味 を 寄せ

る 会 社 が 参 加 して 共 同 研 究 を行 い ます 。 我 々 の グル

ー プ も
、 言 語 学 と社 会 学 の 先 生 を加 え て 「対 話 型知

識 ベ ー ス 」 に関 す る コ ン ソー シ ア ム を1994年 度 か ら

3年 計 画 で 実 施 して お り、1997年 度 か ら2期 目 に 入

る 予 定 で す 。

 現 在 の研 究 体 制 は 、 私 と今 井 さ ん を 中心 に 、大 学

院 生 が博 士 課 程2年 生 を筆 頭 に10名 く らい です 。 学

部 の3年 生 と4年 生 が ゼ ミ(こ こで は研 究 会 と称 し

て い ます)に 参 加 します が 、3年 生 は今 井 さん と共

同 で 運営 して10数 名 、4年 生 は私 が 単 独 で 運 営 して

15名 くらい で す 。

 ゼ ミには 、 当 キ ャ ンパ ス の ど ち らの 学 部 か ら も参

加 で き ます 。 また 、 理 工 学 部 と違 って 物 理 や 化 学 な

どの技 術 的 な 教 育 科 目が ない の で 、 技 術 系 とい っ て

も情 報 処 理 に特 化 され て い ます 。 また 、 私 た ち のゼ

ミに 参 加 す る 学 生 の 半 数 くらい は 技 術 系 で す が 、残

りは い わ ゆ る 文 系 的 な 学 生 で す 。 した が っ て、 コ ン

ピュ ー タ と心 理学 、 言語 学 な ど を統 合 した 学 際 的 な

研 究 が 中心 テ ー マ に な っ て い ます 。

 こ の よ うな経 緯 で ス ター ト した研 究 室 は 、 ま だか

な り新 しい もの で す が 、 下 記 の よ うな テ ー マ につ い

て研 究 を 進 め て い て 、 最 近 は 少 しず つ研 究 成 果 が 出

始 め て い ます 。論 文発 表 が 定期 的 にで きる よ う に な

り、動 くシ ス テ ム もで きて 来 ま した 。

2 研究テーマと研究の概要

2-1 自然言語処理

 1980年 頃に米国イェール大学に客員フェローとし

て長期滞在 して以来、自然言語処理の研究を続けて

います。慶応義塾大学に来てからは、応用 システム

というよりも認知科学的に人間の言語情報処理機能

を探求 し、それのモデル化に基づいた自然言語処理

システムの構築を目指 しています。このような方向
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性を選んだ理由としては所属する学部の性格もあ り

ますが、むしろ、最近の脳科学の目覚ましい進歩に

触発 されたことのほうが大 きいでしょう。

 従来の自然言語処理の研究が、実用化の直前で足

踏み しているような印象を受けますが、この根源に

は意外に深い ものがあって、人間の言語機能に関す

る基礎研究が重要かも知れないと思っています。文

脈を扱うことの重要性には誰も異存はないと思いま

すが、従来のアプローチでは汎用の文脈処理は難 し

いかも知れません。人間が幼児のころから実行 して

いるマルチモーダル的なアプローチがコンピュータ

で実現できるかどうか興味深いところです。

(1)メ タファーと多義語の意味変動モデル

 「AはBだ 」 というメタファー表現において、A

とBに 共通 な顕著な属性 を抽出するメカニズムを

ニューラルネットワークで実現する研究を進めてい

ます。また、動詞 とその目的語の組み合わせに関し

て、それぞれの属性が動詞の意味の変動に与える影

響を、多 くの被験者による評定実験を行って調べて

います。目的語の名詞の属性の記述法や、具体名詞

と抽象名詞の場合の違いなどを重回帰分析で調べて

います。

(文献)

 今井豊、石崎俊、 「属性情報を用いた比喩表現に

 おける概念の類似性の発見手法」情報処理学会自

 然言語処理研究会、116-12(1996-11)

 岩田崇、今井むつみ、石崎俊、 「多義動詞の意味

 変動の定量的モデル」電子情報通信学会言語理解

 とコミュニケーション研究会、NLC 96-58(199

 7-03)

(2)連 想実験 と概念辞書

 概念の体系 と概念のもつ属性、概念に関係する動

作 とその動作が生 じる環境(状 況)な どを連想実験

を行って多量に収集 し、そのデータから概念辞書を

作成することを試みています。連想実験では、連想

頻度、連想順位などの情報が使えるので、刺激概念

から連想概念 までの距離を定量的に表現 し、それを

自然言語理解や情報検索に使用することを目指 して

います。

(文献)

 岡本潤、内山清子、石崎俊、 「オンライン連想実

験 システムと学習基本語彙の概念辞書化」情報処

理学会自然言語処理研究会、118-18(1997-03)

(3)感 情 解 析

 感 情 に 関す る研 究 は心 理 学 的 な ア プ ロ ー チ は 多 い

けれ ど も、言 語 デ ー タを集 め る 困 難 さな どの た め に 、

自然 言 語 処 理 か ら の ア プ ロ ー チ は ほ とん ど見 られ な

い 状 況 で した 。 しか し、我 々の キ ャ ンパ ス で は学 生

同 士 の 連 絡 に、 電 話 替 わ りに電 子 メ ー ル を駆 使 して

い る の で 、 感 情 表 現 を含 む多 量 の 電 子 メ ー ル文 を収

集す る こ とが で き ま した 。

 そ こ で 、 そ れ らの デ ー タ に基 づ い て 、 感情 の 分 類

をお こ な い 、 自然 言語 処 理 の 一 環 と して 感情 解析 を

行 うシ ス テ ム を試 作 し ま した 。

(文献)

 井 上 み つ ほ 、藤 巻 美 菜 子 、石 崎 俊 、 「電子 メー ル

 文 にお け る感 情 表 現 の解 析 シ ス テ ム に つ い て

 一 感 情 表 現 の収 集 、分 類 、解 析   」 電 子 情 報

 通 信 学 会 思 考 と言 語 研 究 会 、96-608(1997-03)

(4)機 械翻訳

 NTTのCS研 との共同研究で、英単語 と日本語の

連語の対応づけなどの基礎的なレベルの研究を進め

ています。

2-2 音声情報処理

 私は自然言語処理の研究を始める前は、音声認識

の研究を行っていました。学位論文 も音声情報処理

で したが、昨年にNEDOの 資金で音声関係の装置

が購入できたので、ようやく音声情報処理の研究 を

はじめることができて、主に音声合成の研究から始

めています。

(1)音 声合成

 疑問文における文末のピッチパターンの制御法を

工夫 して、規則合成方式で自然な疑問文の音声合成

を研究 しました。最近は感情を音声で表現する方法

の基礎的な研究を進めています。

2-3 画像情報処理

 画像の研究 も音声 と同じく、先端の研究をするた

め には高額 な装 置が必 要です。NEDOの 予 算で

INDIGO 2の 最新機種や周辺機器、関連 ソフ トをそ
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うえて研究を始めています。

(1)仮 想空間と空間指示語

 3次 元の仮想空間中で前後左右という4つ の空間

指示語が表す領域を、参照物体自身が向きをもつ場

合ともたない場合に分けて認知実験 を行い、空間指

示の曖昧性を解消するための方法について検討 して

います。 また、空間指示語が指 し示す領域の定量的

な同定 も、同様な3次 元仮想空間中で実験 し、人間

の空間指示モデルの構築に向けて研究を進めていま

す。

(文献)

 中西卓哉、今井むつみ、石崎俊、 「仮想空間にお

 ける空間指示の研究」電子情報通信学会言語理解

 とコミュニケーション研究会、NLC 96-60(1997

 -03)

(2)顔 画像 の 合 成 と認 識

 マ ルチ モ ー ダル な イ ンタ フ ェ ー ス と して 、 コ ン ピ

ュー タデ ィス プ レー上 で表 情 を もつ 顔 を合 成 した り、

デ ィス プ レ イの前 に座 っ て い る 人間 の顔 を認 識 して

人物 を同 定 す る研 究 を 、電 総 研 と共 同で 進 め てい ま

す 。 自然 言語 に含 まれ る意 味 内 容 や 、音 声 の もつ 言

語 外 情 報 を これ らの画 像 情 報 と統 合 す る こ とに よ っ

て、 マ ル チ モ ー ダル対 話 シ ス テ ム を構 築 しよ う とす

る試 み で す 。

2-4 マルチモーダル情報の統合

 前項の顔画像の合成と認識 もマルチモーダル情報

の統合を目指 した研究ですが、そのような研究の基

礎的なデータ収集として、対話におけるマルチモー

ダルコーパスを作成するための研究を進めています。

これは、 (社)日 本電子工業振興協会の対話処理技

術専門委員会の調査研究活動に対応 していて、世界

的なレベルでの対話コーパスの標準化を推進すると

同時に、マルチモーダル性を対話にもたせるための

研究です。

3 おわ りに

 当研究室では、自然言語処理研究の中で も認知科

学的な側面や、脳科学的なアプローチも取 り入れて

基礎的な研究を中心に進めています。

 上で挙げた研究のほかにもいくつかの研究テーマ

を進めていますが、まだ基礎的段階でこれから発展

させる必要のあるものが多い状況です。

 当協会の市場動向調査委員会の委員長などの役職

をしばらく前から勤めてい ますが、PC上 のMTシ

ステムでインターネット情報 を和訳 して概要を把握

することができるようになって来ています。人間と

コンピュータの対話や情報検索などを含めて、近い

将来に我々の研究成果が機械翻訳 システムに役立つ

ことを期待 しています。

            (ishizaki@sfc.keio.ac.jp)

錦饗便鱒

第7回 通常総会開催案内

日 時

場 所

1997年6月23日  午 後4時 ～5時

機械 振 興 会館 地 下 大 ホ ー ル

《東 京都 港 区芝3-5-8 且03-3434-8211(代 表)》

議 題 第1号 議案 '96年度事業報告

第2号 議案 '96年度決算報告

第3号 議案 '97年度事業計画案

第4号 議案 '97年度予算案

第5号 議案 その他、会員提案事項
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留禦盗雑感

日本語の勉強 と翻訳

九州工業大学情報工学部中国研究員 周玉龍

 私は中国政府派遣研究員 として半年前 に日本の九

州工業大学情報工学部の野村自然言語処理研究室に

入りました。野村研究室は近年自然言語処理技術を

応用 していろいろな研究課題を進んでいきました。

 実はコンピューターで自然言語を処理するのは非

常に難 しいことだと思っています。コンピューター

どころか人間さえ自然言語をよく理解 して上手に応

用で きるのもやはり難 しい と思っています。

 たとえばある自然言語で書いた文章をほかの自然

言語で書いた文章に翻訳することは自然言語処理分

野の中の一つの重要な領域である。人間は何年間か

外国語を勉強 してもその外国語を母国語に上手に翻

訳で きない人は少なくないで しょう。

 これから、日本語の勉強 と翻訳(人 間の勉強 と翻

訳及びコンピューターでの翻訳)に ついて自分の感

想を書 きます。実は私は十年前から日本語を勉強 し

始めましたがなかなか上手にで きませんでした。

中 国 人 に とっ て 日本 語 の勉 強 は

ち ょっ と易 しい と思 う

 私は中国人にとって日本語を勉強するには別国の

中国語の出来ない人より易 しいと思います。なぜな

ら、一方中国人が漢字の書 き方はよくできたからで

す。この点だけでたくさんの時間が省けるのは当た

り前のことです。中国人にとって漢字がすぐ書ける

だけではなく、他方のもっと優れた利点があると思

います。それは日本語漢字及び漢字からなった単語

の意味です。実は半分以上の日本語漢字及び漢字か

らなった単語の意味は中国語の同じ形のと殆んど同

じです。そういう利点があって中国人は日本語の単

語を覚えるのに速いのです。

 中国人は日本語 を勉強する時に利点が確かにあっ

て欠点 もあります。たとえば、以下の漢字と単語が

日本語 と中国語の両方にもあります。しかし両方の

意味は全然違います。中国人にとってそのような単

語を見てから、すぐあたまの中に反映してきたのは

もちろん中国語単語の意味で、間違うことは発生 し

やすいはずです。そのような単語はあまり少なくな

いのです。

日本語単語

娘

床

手紙

春雨

麻雀

丈夫

勉強

文句

怪我

馬鹿

中 国語 単 語 及 び意 味

娘 :母 親

床 :ベ ッ ド

手紙:ト イレットペ ーパ ー

春 雨:春 に 降 っ た 雨

麻 雀:ス ズ メ(小 鳥)

丈 夫:夫 、主 人

勉 強:強 制 す る 、 や っ との

   こ とで あ る

文句:文 章 の語 句

怪 我:私 を責 め るべ きだ

馬鹿:ア カ シ カ(動 物)

 以上の単語は形が同じで、しかし意味は全 く違い

ます。実はもっと多いのは一部分の意味が同じで、

他の部分は違います。このような単語を勉強するの

に力を入れなくてはいけません。

日本語の助詞 と助動詞は難 しい

 日本語を勉強することについて私にとってもっと

難 しいのは日本語の中に特有な助詞と助動詞の使い

方です。助詞 と助動詞は日本語の中で一番重要なも

のだと思って、それを使って単語 と単語、文節 と文

節の間の関係を決められます。即ち、助詞 と助動詞

は日本語センテンスを作るのに 「粘着剤」の役割を

しています。普通の単語は一つ一つの石ころの よう

で、もし助詞 と助動詞のような 「粘着剤」がなけれ

ば一緒のことに粘着できないのです。

中 国 語 の"我 吃 坂"と い う 文 は 日 本 語 で
"私 は ご飯 を食べ る

。"とい う意 味 で す 。

そ の 中 に 「は」 とい う助 詞 は 「食 べ る」 とい う動
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作をする動作主が誰かを提示 しています。 「を」 と

いう助詞は 「食べる」 という動作の対象が何かの印

です。

 しか しながら、常用助詞と常用助動詞の別々の使

い方は十数種類か数十種類もあ りますから、センテ

ンスの中の各助詞と各助動詞の役割がどのように判

断するかそれはセ ンテンスを正しく理解するのに一

番重要なものです。

 たとえば、助詞 「に」の使い方はほんとうに難 し

いと思っています。

    山に住む。

    五時に出かける。

    福岡駅に着 く。

    大人になる。

    映画を見に行 く。

    親に似ている。

    先生は学生に作文を書かせる。

    先生に叱られる。

 場所、時間、目的、状態変化、比較の基準、使役

の対象などいろいろな機能があって、日本語助詞の

重要性がこれから見られます。

 各助 動 詞 も上手 に使 え る の は や は り難 しい で す 。

助 動 詞 もセ ンテ ンス の 中 に 重 要 な役 割 を して い ます 。

日本 語 の 中 に 動 詞 の よ うな用 言 部 分 は非 常 に重 要 な

部 分 で 、 な に をす る とい う動 作 を指 定 し ます 。 助 動

詞 は 主 に用 言 の後 に繋 が っ て用 言 部 分 の 本 来 の 意 味

を変 え た り新 た な 意味 を追 加 した り します 。

 た とえ ば 、打 ち消 しの助 動 詞 の 「ない 」、希 望 の 助

動 詞 の 「た い」、推 量 の助 動 詞 の 「よ う」、伝 聞 の 助 動

詞 の 「そ うだ」、使 役 の助 動 詞 の 「せ る(さ せ る)」、

受 身 の 助 動 詞 の 「れ る(ら れ る)」、可 能 の 助 動 詞 の

「れ る(ら れ る)」 、自発 の 助 動 詞 の 「れ る(ら れ る)」、

尊敬 の助 動 詞 の 「れ る(ら れ る)」な ど、 た くさん あ

ります ね。 そ の 中 に 、 た と え ば 、 なん 種 類 の助 動 詞

の 「れ る(ら れ る)」は 出て き ま した 。 そ れ は 上手 に

身 につ け て正 し く応 用 で き るの は 確 か に 困 難 な こ と

です 。 実 は助 詞 と助 動 詞 が 上 手 に使 える か ど うか は

日本 語 の レベ ルが 高 く達 す るか ど うか の 試 金石 だ と

思 い ます 。

普 通 語 、丁 寧 語 、 謙 譲 語 、 尊 敬 語 、

同じ意味の別々の表現方式

 中国語の中で断定の文は"___是    "

の一つの形式で表現できますが日本語の中で「だ体」、

「です体」、「である体」、「でございます体」などが

あります。それに日本語の中に謙譲語とか尊敬語と

かありますから、同じ意味のことばで別々の表現方

式があってうまく使えるのは確かに難しいです。

 日本は礼儀正 しい国ですから日本語の中にこのよ

うな礼儀待遇を正 しく反映 しているのは当た り前の

ことだと思います。

 実は日本語を話す前に話 し手はまず聞き手に対す

る関係を把握 しなければなりません。話 し手は、常

に、相手は自分にとって、親 しい身内の人間か、あ

まり親 しくないよその人間か、上司か、同僚か、部

下か、といたような人間関係を判断してから表現方

式を決めてきます。

 たとえば、中国語の4是 什ム?那 是洞典"

とは日本語で下の別々の表現方式があります。

(1)こ れ は何 か。

(2)こ れ は何 で す か。

それは辞書だ。

それは辞書です。

(3)こ れ は何 で あ るか 。 それ は辞 書 で あ る。

(4)こ れ は何 で ご ざい

  ます か 。

(5)こ れ は何 で す か 。

(6)こ れ は何 で ご ざい

  ます か 。

それは辞書でございます。

それは辞書でございます。

それは辞書だ。

 中国語の"旗辻速本需喝?不 、迩没旗たガ

とは日本語で表現方式はなん種類もあ ります。

(1)こ の 本 、 も う読 ん だ か 。 い い え 、 まだ 読 ん で い

            な い。

(2)こ の 本 、 も う読 み ま し い い え 、 まだ読 ん で い

  た か 。       ませ ん 。

(3)こ の本 、 も うお読 み に い い え 、 まだ読 ん で い

  な り ま した か。    な い。
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 上の例のような表現方式の多様であるセンテンス

は翻訳される時に面倒 くさいと思い ます。 もし中国

のセンテンスから日本語へ翻訳すれば1文 対多文で

すからどのように選ぶか問題が生 じます。反対に中

国語に翻訳すればもし同 じな訳文にすると確かに不

十分だと思っていて、日本語の中の人間関係の礼儀

待遇の情報がなくなりましたからです。

一番重要な用言部分はセン

テンスの最後に置 く

ら っ て や っ て くれ ませ ん か」 とか に な る とそ れ は も

っ と難 しい で し ょ う。私 に と って 今 で もそ の よ う な

セ ンテ ンス は よ く理 解 で き ませ ん 。

機械翻訳はもっと難しいはずだ

 人 間 が 別 国 の言 語 を勉 強 し理 解 して か ら母 国 語 に

翻訳 す るの は上 に述 べ た よ うな い ろ い ろ な 困難 に遭

い ま した 。 コ ン ピュ ー タ ー は 人間 よ り ど うで し ょ う

か。 実 は も っ と難 しい はず で す 。

 日本語の もう一つの特点は動詞 ぐらいの一番重要

な用言部分はいつで もセ ンテンスの最後に置 くので

す。この語順の点について 日本語は中国語とも英語

とも違います。それに最後の用言部分は常に補助動

詞などを繋いで授受関係を表 します。その授受表現

や恩恵の授受の認定は中国人にとってもう一つの非

常に困難な問題になります。

 日本 語 の セ ンテ ンス を読 むあ るい は聴 く時 、 最 後

まで 進 ま ない と文 の 中 の 格 関 係 は全 然 決 め られ ませ

ん 。 た と えば 、"私は 彼 に本 を送 って..."と い う文

を聴 くと本 は 私 か ら彼 に送 るの か 彼 か ら私 に送 る の

か が 全 然 決 め られ ませ ん 。 も し最 後 に 「送 って あ げ

ま した 」 だ っ た ら私 か ら彼 に送 るの で 、 最 後 に 「送

って も らい ま した 」 な らば 彼 か ら私 に送 る とい う意

味 で す 。

 "時 計 を買 っ て や っ た 。"とか"時 計 を買 っ て い た

だ き ま した 。"とか 中 国 人 に と って 同 じよ うな 理 解 の

難 しい セ ンテ ンス で す 。 そ れ は も ちろ ん 補 助 動 詞 の

理 解 と使 用 に 出 て きた 問 題 で す 。

「...て や る」「...て あ げ る 」「...て さ しあ

げ る」「...て くだ さる」「...て くれ る」「.。.

て も ら う」「...て い た だ く」 な どの よ うな 補 助動

詞 は 強 い方 向性 が あ っ て 人 間 礼儀 待 遇 表現 も含 ん で

い ます 。 しか し中 国語 の 中 にそ の よ うな 表 現 は しな

い で す 。

 補助 動 詞 を 一 つ だ け使 っ て もか な り複 雑 に なる の

に 、 そ れ に こ れ らの語 の 敬 語 の 問 題 が 加 わ り、 さ ら

に こ れ らの 補助 動 詞 が 二 つ 、 三 つ 重 ね て 用 い られ て 、

「連 れ て行 っ て あ げ て くだ さい」 とか 、 「聞 い て も

 私 は 日本 に 来 る前 に中 国 の 南 開 大 学 の コ ン ピ ュー

タ ー 学 部 で 研 究 グ ル ー プ と一 緒 に 簡 単 な 試 験 用 の

「日 中機 械 翻 訳 シス テ ム」 を作 り ま した 。 つ ま りコ

ン ピ ュ ー ター で 自動 的 に 簡 単 な 日本 語 の セ ンテ ンス

を中 国 語 に翻 訳 で きた シス テ ム で す 。

 機械翻訳は人間翻訳 とちょっと違いますけれども、

翻訳の手順 と翻訳に遭った主な問題は人間翻訳と大

体同 じだと思っています。

 まずコンピューターの中に 「電子辞書」が必要で

す。コンピューターは人間のようにその辞書を引き

ながら単語 と文の意味を決めます。その上で原文(日

本語)の 形態素解析をするプログラムとか文の構造

を解析する構文解析プログラムとか変換や訳文(中

国語)の 生成をするプログラムなどの翻訳ソフ トウ

ェアが必要です。

 人 間 は 目で 見 て考 え て か ら一 つ の セ ン テ ン スの 中

に い くつ の 単 語 が あ る かす ぐ決 め られ ます 。 コ ン ピ

ュ ー ター は辞 書 に よ っ て形 態 素 解 析 を します か ら多

分 た く さ んの 解 析 結 果 を出 して くるか も しれ ませ ん。

た とえ ば 、"くる まで は こ を は こぶ 。"とい う文 を解 析

して 、 い くつ か の 結 果 が 得 られ ます 。

くるま で/は こ を/は こぶ。  (車 で/箱

を/運 ぶ)

 くるま では/こ を/は こぶ。

子 を/運 ぶ)

くる まで/は こ を/は こぶ 。

(車 では/

(来る まで

一23一



/箱 を/運 ぶ)

 くる までは/こ を/は こぶ。

は/子 を/運 ぶ)

(来 る まで

っ て か ら正 し く理 解 出 来 る の で す 。 この よ う な文 は

コ ン ピュ ー ター翻 訳 シス テ ム に と って 本 当 に難 しい

こ とです 。 辞 書 の 中 に単 語 意 味 の 関 連 情 報 を た く さ

ん 入 れ な け れ ば な りませ ん 。

 実 際 は 人 間 こ そ コ ンテ キ ス ト(CONTEXT)を 参

照 しな い で こ の単 な る文 を見 て か ら同 じ問 題 に な る

で し ょ う。

 上の文は曖昧さがたくさん出てくる原因の一つは

すべての単語が平仮名からなるのです。もちろん、

もし輸入文の中に出来るだけ漢字を使えば人間もコ

ンピューターも易 しく解析できるはずです。

 実は曖昧 さは形態素解析段階で出て くるのだけで

はなくて、構文解析段階も意味分析変換段階も出て

くるのです。

 例えば、"私は橋で寝ている人を見た。"という文は

二つの解析結果が得 られます。

 (1)私 は/橋 で/「 寝ている人」を/見 た。

 (2)私 は/「 橋で/寝 ている人」を/見 た。

「橋」という所は私が見た人の寝ている場所か私の

立っている場所か両方のどちらもいいですから曖昧

さが出て くるのです。

 ま だ意 味 分 析 の 段 階 も曖 昧 さが よ く出 て き ます 。

 例 え ば、"私は 村 山 で 、 か つ て 三 年 ぐ らい 日本語 の

勉 強 を した こ とが あ る。"とい う文 の 中 の 「村 山 で」

は村 山 とい う人 か 山 形 県 の 村 山 市 とい う所 か の曖 昧

さが あ ります 。

 しか し、"私は村 山 で 、 か つ て 日本 国 の 政 府 総 理 大

じん を した こ とが あ る。"とい う文 の 中 の 「村 山 で 」

は確 か に村 山富 市 とい う 日本 国 の 元 首 相 に違 い あ り

ませ ん 。

人間は 「総理大 じん」 と 「村山」という人に繋が

 実はコンピューターで人名 と地名の処理は人間の

処理よりもっと難 しいです。世界中のすべての人名

と地名を全部辞書の中に登録する考えは不可能です。

 人 間 は辞 書 を引 か ず に なぜ 人名 と地名 の識 別 は で

き るの で し ょう か。 勿 論 関連 情 報 が必 要 で す 。例 え

ば 、 「.,。 さん」「...氏 」「...ち ゃ ん」「...

君 」 な どの 直 前 に 人 名 の 可 能性 が 高 い で す 。 ほ か に

人 名 と関 連 す る単 語 は た くさん あ ります 。「社 長 」「会

長 」「部 長」「次 長 」「課 長 」「議 長 」「市 長 」「所 長」「委 員

長 」「記 者 」「容 疑 者」「俳 優 」「作 家 」「選 手 」「医 師 」「大 学

生 」「高 校 生 」 な どい ろ い ろあ ります 。 この よ う な単

語 の 直前 か 直後 か に 人 名 の 出 現 率 は高 いで す 。

 コ ン ピュ ー ター も この よ う な関 連 単 語 を考 え るべ

きで す 。 地 名 の 処 理 も勿 論 関 連 情 報 が 必 要 です 。

 また 、 下 の よ う な文 を読 ん で か ら 「高 い」 とい う

単 語 の 意味 は 何 か す ぐ分 り ます か。

 "こ の机 はそ の 机 よ り高 い です 。"

「高 い 」 と は机 の価 格 か机 の 高度 か この 文 だ け 見 た

ら本 当 に分 か ら な い の で す。

 凸`この 机 は高 い で す か ら私 は お 金 が 足 りな くて 買

え ませ ん。"

こ の文 の 中 の 「高 い」 は 価 格 の 高 さ を指 す もの で す 。

 "こ の机 は高 い で す か ら私 に と って 使 い に くい で

す 。"

こ の文 の 中 の 「高 い 」 は 高 度 の 高 さ を指 す もの で す 。

 人 間 は以 上 の 文 の 中 の 単 語 間 の 関 連 情 報 を用 いて

考 え て か らす ぐ理 解 で き て翻 訳 出来 る ので す 。 コ ン

ピ ュー ター 翻 訳 シス テ ム に と っ て や は り難 しい こ と

で し ょ うね 。
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紫会難告

言語処理学会 第3回 年次大会

         参加報告
NEC情 報 メデ ィア研究所

通信 ・放 送機構(TAO)
ATR音 声翻訳通信研 究所

亀 井真一郎、福 島俊一、山田洋志
若尾 孝博
安 藤真 一

1 全体概要

 3月27日28日 両日にわた り京都大学において言語

処理学会の年次大会が開かれた。言語処理学会は工

学系、言語学系、心理学系など広い学問分野の研究

者が集った学際的な学会である。第3回 の今年の年

次大会はボスタ発表 も含め150件 近 くの論文が発表

された。発表件数は第1回 の約100件 、第2回 の約1

20件 から一層増加 しており、言語処理研究における

多分野交流の活発化を物語っている。

検索式で表 される 「調整された要求」以外のレベル

では言語処理(言 語理解)が 必要であることを指摘

した。横浜国立大学の中川裕志氏は、言語処理研究

を推進する力として、研究を経済の観点から考える

ことの重要性を指摘 した。経済的に有望な言語処理

の適用分野研究 として、言語理解を実世界の物事 と

対応をとることととらえて画像処理 と融合 させた、

ドラマシーン検索における ト書 き文処理を例示 した。

3 発表論文の傾向

2 招 待 講 演 、 パ ネル デ ィス カ ッシ ョン

 1日 目の午後には神田外語大学の井上和子氏によ

る招待講演 「ミニマ リス トプログラム(MP)と 日

本語研究」が行なわれた。従来の生成文法の枠組み

である統率束縛理論(GB)と の違いを通 して、理

論言語学の最新研究の枠組みである ミニマリス トプ

ログラム(MP)の 概説がなされた。

 2日 目の最後にはNTr島 津明氏の司会で 「言語

理解研究への回帰」と題 したパネルディスカッショ

ンが行なわれた。鳥取大学の池原悟氏は、言語表現

の中に潜むまだ使われていない多 くの情報の活用の

必要性 と、体系的な意味解析の枠組みの研究の重要

性を強調 し、統計的手法だけにのめ り込むことの危

険を指摘 した。東工大の楠見孝氏は、認知心理学の

立場から、今後の言語研究において工学(シ ステム

構築)、言語学(言 語の解明)、心理学(認 知の解明)

が相互に影響 し合 うことの重要性を強調 した。

九州大学の坂本勉氏は心理言語学の観点から、人間

の言語理解過程としての統語解析(parsing)研 究を

論 じた。東工大の徳永健伸氏は情報検索における自

然言語処理の必要性に関 して論 じた。情報要求の レ

ベル(11直 観的要求、2:意 識化 された要求、3:

具体化された要求、4:調 整された要求)の うち、

 論 文発 表 は 以 下 の セ ッシ ョ ンに別 れ て 行 なわ れ た 。

セ ッシ ョンの 名 称 か ら も 、言 語 処 理 学 会 が 広 い研 究

分 野 を カ バ ー して い る こ とが わ か る。

形 態 素解 析 、構 文 解 析 、 構 文 意 味 解 析 、

意 味 分 析 、 意味 解析 、 生 成 、 談 話 、 対 話 、

マ ル チ メ デ ィア 、 言 語 学 応 用 、 辞 書 、

コ ー パ ス(構 築 、 設 計)、 〃(知 識 抽 出)、

  〃  (言 語 分 析)、 〃(共 起 関係)、

機 械 翻 訳(1)、(2)、

情 報 検 索(1)、(2)、

ボ ス タ(1)、(2)

中で も特徴的なのはコーパス関連で4つ のセッショ

ンが設けられていることである。これは、電子化 さ

れた大量のテキス トが容易に入手可能となり、言語

の実運用場面から言語知識を抽出整理 しなおそうと

いう気運の現れであると考えられる。 また 「意味分

析」「意味解析」「構文意味解析」などのセッション名

称から、意味に関係する研究 も盛んになりつつある

ことがうかがえる。形態素解析、構文解析に関する

技術が確立 されてきており、今後は意味分析や談話

分析の深耕が期待 される。

 さらにより広い視点からの言語の研究 も広が りつ
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つ あ る 。 「マ ル チ メ デ ィア」 セ ッ シ ョンで は 画 像 、

音 楽等 と言 語 との融 合の 試 み が な され た 。「談 話」「対

話」「生 成 」 等 の セ ッシ ョンで は 、 従 来 の 処理 単位 で

あ る 「文」 を越 え た言 語 現 象 の 処 理 に挑 ん で い る 。

的 に遠 い 日英 、 英 日 な どの 翻 訳 で は 、言 語 的 に よ り

近 い 日韓 な どの 翻 訳 と比 較 して 、 シ ス テ ム構 築 コ ス

トも多 く必 要 で あ り、結 果 の 品 質 向 上 も困 難 で あ る

こ とが 改 め て 示 され た 。

4 各 セ ッシ ョ ンの 概 要 [形態素解析]

以下 に はい くつ か の セ ッ シ ョンの概 要 を記 す。

[機械 翻 訳(1)(2)]

 機械 翻 訳 シ ステ ム は 、 近 年 の イ ンタ ー ネ ッ トの発

達 に よ り一 般 ユ ー ザ へ も急 速 に普 及 して き て い る。

こ の よ う な状 況 を反 映 して 、本 大 会 で も二 つ のセ ッ

シ ョ ンで 機 械 翻訳 関係 の研 究が 活 発 に討 議 され た。

 よ り一 層 の 機 械 翻訳 シ ス テ ム の普 及 を 目指 す 研 究

と して は、 ア ジア 太平 洋機 械 翻 訳 協 会 で 行 な って い

る機 械 翻 訳 ユ ー ザ 辞書 の共 通 フ ォーマ ッ ト設 定 活 動

の 報 告 が あ っ た 。 機械 翻 訳 の実 運 用 にそ の 充 実 が 必

須 で あ るユ ー ザ 辞書 に 関 して 、異 な る メー カの 異 機

種 間 で ユ ー ザ 辞書 フ ォーマ ッ トを共 通 化 し、 辞 書 デ

ー タの 流 通 を促 進 させ る こ と を 目指 して い る
。 また 、

翻 訳 技術 そ の もの で は な く訳 出 品 質 の 評 価 に 関 す る

発 表 も行 な わ れ た。 一 般 に翻 訳 品 質 の 評 価 は 難 しく、

これ まで 評価 に関 す る研 究 は十 分 で なか っ た が 、 今

後 の 品 質 向上 に は欠 くこ との で きな い 分 野 で あ る 。

 現 在広 く一 般 ユ ーザ に普 及 して い る の は 英 日シ ス

テ ム で あ る。 イ ン タ ー ネ ッ トの 普 及 期 に あ っ て

WWWホ ー ム ペ ー ジ や 電 子 メ ー ル とい う形 で 英 語

を受 信 す る ケ ー スが 急 増 して い る の が そ の理 由で あ

る。 しか し今 回 の 発 表 で は 日英 に 関す る件 数 が英 日

に 関す る件 数 を大 き く上 回 っ て い た。 こ れ は近 い将

来 、 日本 か らの 外 国語 の情 報発 信 が 活 発 化 す る こ と

を先 取 り して の こ と と推 察 され る。 日英 翻 訳 にお け

る テ ン ス ・アス ペ ク トの扱 い 、副 詞 の訳 出 、 用 例 利

用 方 式 、 意 味 理解 の た め の辞 書 構 成 な どの 広 い 分 野

の研 究 が 発 表 され た。ま た、日英 翻 訳 を「情 報 発 信 」

と と ら えて 英 日翻 訳 の 「情 報 受 信 」 と対 比 し、情 報

発 信 に適 した マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ フ ェー ス と して

ユ ー ザ が 翻訳 の途 中過 程 に介 在 して 訳 出 を確 認 しな

が ら結 果 を得 る方 式 の 発 表 もあ った 。

 また将 来 の方 式 と して 、 話 し言 葉 の 多 言語 翻 訳 に

関 す る研 究 も報 告 され た 。 原 言 語 と 目的言 語 が言 語

 形態素解析は解析精度が上がってきてお り、さら

なる精度向上には一層の工夫が必要になっている。

改良手段 として、多くの発表が、誤 り例やコーパス

からの学習を利用 している。解析 と生成に同一の文

法規則 と辞書が使えるような工夫や、異なる複数の

応用分野で共通に使えるシステムの開発などの報告

があった。コーパスからの確率学習によるシステム

で も正解率が90%を 超え、実用域に近づいてきてい

る。

[構文解析]

 音声認識、形態素解析、構文解析、意味解析など

各々の レベルの処理だけでは曖昧性が解消できない

場合が数多 く存在する。このため本セ ッションでは、

構文解析そのものよりも、各 レベルの処理を融合す

るための枠組みへの取 り組み比重が高かった。より

多 くの知識や曖昧性 を扱 うために、GLR法(一 般

化LR文 法)に よる複数 レベルの制約統合、オブジ

ェクト指向による漸進的な解析など、パーザの処理

効率やメモリ効率を向上 させるアルゴリズムが提案

された。 また、用例主導翻訳の一環 としてアナロジ

ー関係を利用 して構文解析を行なうアプローチや、

異音間接続表 と形態素間接続表を組み合わせる手法

が提案 された。

[構文意味解析]

 構文解析は品詞に基づいて行なわれるのが普通で

あるが、それは必ず しも必然的ではない。品詞とい

う枠組みは、統語的振る舞いを同 じくする語群に付

けられた名称であるから、む しろ統語的振る舞いの

方が第一義的である。このような観点に立ち、単語

を統語的振る舞い(係 り受け関係)か らクラスに分

ける研究が発表された。また、日本語の複合語の構

造解析のような場面では、助詞 ・助動詞といった機
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能語を介 さず語と語が じかに接するので、通常の構

文解析だけを用いたのでは、組み合わせの上で可能

な解釈の中から正 しい解釈を得ることが困難である。

この問題への対処として規則と用例を融合させる方

式が発表された。

 構文意味解析では、単語の多義性解消、文解釈可

能性の優先づけが重要なテーマである。今回は、構

文解析に確率を取 り入れて、複数の可能な解釈の間

に優先度づけする研究 として、一般化LR構 文解析

に確率を組み込む方法が発表された。また、システ

ムが単語の多義性解消を誤った場合、その原因を特

定する研究の一環 として、その誤 りの主たる原因が、

そこで用いているシソーラスの細かさによるのか否

かを判定する評価方法が提案 された。

[意味解析]

 単語間の意味的な類似性は、どのような「視点」(そ

の単語が使われている環境)か らその類似性 を測る

かによって変化する。 しか し従来のシソーラスでは

特定の視点からの類似性だけを記述 しているという

問題があった。これに対 して本セッションでは 「視

点」 を考慮 して単語間の類似性を判別する手法が2

件発表された。共に文脈情報を取 り入れた手法であ

り、機械翻訳における意味的曖昧性の解消にも役立

つ可能性があるため興味深い。この他に、動詞間時

間関係の抽出法や日本語関係代名詞の解析手法につ

いても提案があった。

語の複数文節を英単語に対応づける方法、日本語の

再帰形(「自分」など)の 英語 との対比研究がそれで

ある。 また日本語独特の現象の分析 として 「のだ構

文」、名詞化辞 「の」の特徴分析に関する発表 も行な

われた。

[情報 検 索(1)(2)]

 近 年 の イ ンタ ー ネ ッ トの爆 発 的 普 及 を背 景 に 、 自

然 言 語 処 理 研 究 の 重 要 な応 用 分 野 と して 、 情 報 検 索

へ の 取 り組 み が 活 発 化 してい る。 今 回 も2セ ッシ ョ

ン(A3、A4)で15件 の 発 表 が あ っ た(全 文 検

索 シス テ ム:2件 、検 索 精度 改 善:5件 、類 似 検 索:

3件 、 テ キ ス ト分 類 ・分 割 二4件 、 テ キ ス ト抄 録:

1件)。 ギ ガ バ イ ト規 模 の テキ ス トを対 象 と した 高 速

な全 文検 索 手 法 、 多 様 な テキ ス ト集 合 へ の ア クセ ス

を容 易 に す るテ キ ス ト分 類 や 類 似検 索 な どは 、 イ ン

ター ネ ッ トを意 識 した 研 究 テ ー マ で あ る し、 複 合 語

や係 り受 け を考慮 して 検 索 精度 を改 善す る 試 み な ど

は 、 自然 言語 処 理 をベ ー ス と して よ く と られ る ア プ

ロ ー チ の1つ で あ る。 しか しな が ら、伝 統 的 な情 報

検 索 研 究 を踏 ま えた 評 価 とい う面 で は不 十 分 な もの

も多 く見 られ た 。 これ に関 して は 、 最近 、情 報処 理

学 会 の ワー キ ン グ グル ー プ活動 に よ り、小 規 模 な が

ら も 日本 語 を対 象 と した 初 め て の テ ス トコ レ ク シ ョ

ンBMIR-J 1が 開発 され た の で 、 そ の利 用 普 及 と拡

充 が 期待 され る 。

[コ ー パ ス(設 計 構 築)]

[意味分析]

 言語の 「意味」は直感的にはその存在が明らかで

あるが、万人が共有で きる形で とらえることは困難

であ り、今後の研究の進展が期待 される。今回は、

意味 を視覚化 してとらえようとする試みが2件 発表

された。一つは日本語の慣用表現を、その意味的な

成 り立ちの観点から意味空間に位置づけ、多種多様

な慣用表現の分類 ・把握を行なう研究である。二つ

目は、日本語の古語における待遇表現 を、作者、読

者、登場人物1、 登場人物2の 位置関係 として理解

する試みである。

 また意味を日本語と英語の比較 という観点から把

握する試みも発表 された。和英辞書 を利用 して日本

 こ こ で は現 在 設 計 中 あ るい は構 築 中 の 各種 コー パ

ス の 紹 介 が 中 心 で あ った 。 まず 京 都 大 学 で進 行 中 の

テ キ ス トコー パ ス ・プ ロ ジェ ク トは 、高 精度 な 日本

語 解 析 シス テ ム を利 用 し、 人手 に よ り、正 しい 形 態

素 ・構 文情 報 が付 与 され た 日本 語 文 章 デ ー タを作 成

し、解 析 シス テ ム と と も に公 開す る のが 目 的 で あ る 。

対 象 は 新 聞 テ キ ス トで あ り、97年 に1万 文 が 実験 コ

ー パ ス と して 公 開 され る 予 定 で あ る 。次 に 、 日本 電

子 化 辞 書研 究 所 で 進 め られ て い る知 識 ベ ー ス 増殖 の

た め の 中 央 デ ー タベ ー ス の 紹 介 が あ っ た。 こ の デ ー

タベ ー ス に は 、 解 析 レベ ル を異 に した コ ー パ ス が 集

め られ て い る 。 後 の 解 析 は 、 対 象 とな る コ ー パ ス の

解析 レベ ル に 応 じて 行 わ れ 、 そ の解 析 結 果 が また コ
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一パ ス と して デ ー タベ ー ス に 蓄積 され る 、 つ ま り知

識 増 殖 を も た ら す こ と と な る。 ま た 、 米 国 国 防 省

DARPAの 支 援 で 行 わ れ たMUC 6(1995年)に お

い て作 成 され た照 応 関 係 を明 示 した タグ をつ け た 英

語 新 聞記 事 コ ーパ スお よび 作 成 の 過程 に つ い て の 紹

介が あ っ た。対 象 とす る 照応 関係 と して は 、当 初 「同

等 」、 「部 分 と全 体 」 な ど5種 類 が提 案 され た が 結 局 、

同 等 関 係 の み を 対 象 と しSGMLで タ グづ け を行 な

っ た。

 WWW上 の 言 語 デ ー タ に タ グづ け が で き れ ば 、

大 規 模 な 言 語 デ ー タベ ー ス が で き る こ と に な る。

HTMLだ け で は な く も う 少 し詳 しい タ グ が つ け ら

れ れ ば 、機 械 で の よ り高 度 な処 理 も可 能 と な りう る。

この た め の標 準 の タグお よび 必 要 と され る意 味 タ グ

用 の 辞書 に つ い て の考 察 が 行 な わ れ た 。 本 セ ッシ ョ

ンで は 、WWWを 利 用 して 言 語 デ ー タ を収 集 す る

提 案 も見 られ た。 これ を実 現 す る た め の イ ン ター フ

ェー ス の プ ロ トタイ プや 、 実 際 の 運 用 にあ た って の

注 意事 項 な どが紹 介 され た 。

[コ ー パ ス(知 識 抽 出)]

 多 くの 分野 に わ た っ た発 表 が な され た 。 コ ーパ ス

研 究 の基 礎 と して は 、形 態 素 解 析 と構 文 解 析 で 品 詞

体 系 を統 一す る試 みが 発 表 され た 。 日本 語 は 品 詞 の

レベ ル で も標 準 が な く、 ま た標 準 化 が 困 難 で あ る。

問 題 点 の 明確 化 ・共有 化 と早 期 の 標 準 設 定 が 望 まれ

る。 また 、作 成者 、使 用 者 の 意 図 ・想 定 に よ って コ

ー パ ス を 分類 し
、 コーパ ス の 概 念 を明 確 化 す べ きで

あ る とい う指 摘 もな された 。

 コー パ ス か らの知 識 抽 出 の 研 究 と して は 、 文 字 ・

単語 のtri-gramを 使 用 した 言 語 ・文 学 作 品 の ク ラ ス

タ リ ング の研 究 、27項 目の もの の 呼 び 方 を元 に した

方 言 地 図 の作 成 、10地 域 で 世 代 の 違 う10人 の 音 声 を

収 録 した 音 声 コー パ ス の 作 成 、単 語 のNグ ラ ム を

使った音声認識などの研究発表があった。

[コ ー パ ス(言 語 分 析)]

 コーパスを用いて言語を分析 した結果が報告され

た。文法開発支援、ニュース記事からのキーワー ド

抽出、分野別 ㏄R誤 りの分析、格の従属関係の学

習、口語 ・古語の扱い、同語反復表現の分析、さら

には、新聞におけるJIS第 一、第二水準漢字以外の

出現状況の分析など トピックは多岐にわたった。

 ニュース記事を対象としたキーワー ド抽出では、

平均情報量基準に基づいてキーワー ドを選定 し、実

際のニュース記事を用いてキーワー ドの有効性 を検

証 している。格の従属関係の学習の研究では、動詞

の格の従属関係をコーパスを用いて統計的処理によ

り学習する手法が提案され、その有効性が検討 され

た。学習の方法としては最大エ ントロピー法がもち

いられた。文節の係 り受け解析を行なった結果、格

の従属関係を考慮 した確率モデルはそれを無視 した

モデルよりも精度が良いこと、また、最大エントロ

ピー法で推定 した確率モデルは、従来の確率モデル

よりも良い結果を示すことが示 された。

 RWCテ キス トデータベースにおける口語 ・古語

の扱いの研究では、特に新聞記事に現れる文語体、

旧仮名遣いおよび口語体特有の表現について、一貫

性を持たせるために行なった処理が報告 された。同

語反復表現の分析では、例えば 「約束は約束だ」な

どを対象として、その範囲 ・分類などが検討 された。

同語反復表現としては、 トー トロジ的なものと慣用

的なものがあ り、また同一の表現にも意味の曖昧性

がみられた。これらの研究は、従来あまり対象とさ

れていなかった興味ある言語現象が広 く分析対象と

して取 り上げられるようになってきていることを示

す好例である。
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閣蓮団体驚報

CICC近 隣諸国間の機械 翻訳 システ ムプ ロジェク ト

財団法人国際情報化協力センター(CICC) 国際情報化研究所長 上金 孝平

はじめに

 財団法人国際情報化協力センター(CICC)は 、

通商産業省か らの委託を受けて、1987年 度から8年

間にわた り政府開発援助(ODA)の 一環として 「近

隣諸国間の機械翻訳システム」に関する共同研究を、

中華人民共和国、インドネシア共和国、マ レーシア

国及びタイ王国の研究機関 と実施 しました。引き続

いて、95年度及び96年度はフォローアップ事業を実

施 し、3月 末をもって当該事業 も終了 しました。本

稿では、CICCが 関係機関と実施 した機械翻訳 シス

テムに関する10年 間の事業の成果の概要を紹介する

こととします。

1 背景

 近年、日本をとりまく近隣諸国との問で、さまざ

まな技術交流や文化交流が行われています。技術交

流や文化交流を円滑に進めるにあたって、コミュニ

ケーションを図ることが不可欠となってお ります。

実際のコミュニケーションでは、日本語や英語で直

接話 し合う、通訳を介 して会話をする、手紙のや り

とりをするなどの方法がとられます。日本語習得の

難 しさや通訳者の不足から、実際には、英語を使用

した直接の会話や文書のや りとりが行われることが

多いという状況にあります。

 しかし、日本人を含めて、全ての技術者や現場作

業者が英語に堪能というわけではありません。意志

疎通が不十分のために円滑に技術移転ができなかっ

た り、建設工事が遅れることがあります。言語の壁

のために相互信頼が確立できないといった弊害も少

な くあ りません。 したがって、いろいろな機会や場

において、現地語のマニュアルや各種 ドキュメント

を作成することが求められてお ります。

 多言語機械翻訳プロジェク トは、このような状況

を背景にして開始 されました。また、アジア諸国に

共同研究の可能性を打診 した結果、最終的に日本を

含めて、中華人民共和国、インドネシア共和国、マ

レーシア国及びタイ王国の5力 国の共同研究開発プ

ロ ジ ェ ク トと して始 め ら れ ま した。

2 目的 ・目標

 機械翻訳システムは、次のような目的を持って研

究開発 され ました。

①最新の情報処理システムを共同研究開発すること。

②共同研究開発から派生する母国語情報処理技術の

基盤を確立すること。

③その他 さまざまな技術交流や文化交流を促進する

こと。

 また、技術面では、日本、中華人民共和国、イン

ドネシア共和国、マレーシア国及びタイ王国のアジ

ア5力 国間を対象として、これらのどの国の言語に

も翻訳できる方式の研究開発を行 うことを、経済面

では、情報処理分野の文献を実用的な速 さで及び正

確 さで翻訳 を行 うことを目標 として掲げました。

3 組 織 体 制

 この プ ロ ジ ェ ク トは、 日本 、 中華 人民 共 和 国 、 イ

ン ドネ シ ア共 和 国 、マ レー シ ア国 及 び タ イ王 国 の5

力国 の 共 同 研 究 開発 プ ロ ジ ェ ク トで した 。 日本 にお

日本国
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いては、通商産業省か ら研究開発の委託 を受けた

CICCが 中心 とな り、い くつかの企業が機械翻訳シ

ステムの研究開発及びプロジェクトへの支援を行い

ました。近隣アジア諸国においては、それぞれの国

の研究推進機関又は研究機関が研究開発を行いまし

た。

 機械翻訳システムの研究開発体制を図1に 示 しま

す。なお、CICCの 機械翻訳 システム研究所は、19

95年4月 に国際情報化研究所に改称 されました。

4 内容及び成果

 このプロジェクトでは、5か 国語間の機械翻訳シ

ステムにおいて 「中間言語方式」を採用 しました。

したがいまして、研究開発の内容及び成果としまし

ては、中間言語の仕様の作成、作成 した仕様に基づ

く機械翻訳システムの開発及び電子化辞書 ・コーパ

スの作成、開発 したシステムによる機械翻訳の実証

実験等が挙げられます。

語 間 で の翻 訳 の実 証 実 験 を行 い ま した 。 最 終 的 に、

目標 と した 少 な く と も50%の 翻 訳 率 を ク リア し ま し

た。

5 経 過

 1987年 度 か ら1994年 度 まで の8年 を か け て 、機 械

翻 訳 シ ス テ ム の研 究 開発 を進 め ま した。 図2に 機 械

翻 訳 シ ス テ ム の研 究 開発 の 経 過 を示 し ます 。1995年

度 及 び1996年 度 に は、8年 間の 共 同研 究 の成 果 を も

と に、 フ ォ ロ ー ア ップ事 業 を実 施 しま した。

年度

(1)機 械翻訳システム

 の基礎研究

(2)機 械翻訳システム

 の研究開発

(3)機 械翻訳システム

 の評価と改良

機械翻訳システム

の研究フオローアツブ

且987198819891990199119921993199419951996

図2 研究開発の経過

4-1 中間言語の仕様の作成

 対象とする5か 国語で表現された文章を独自の表

現形式で表すための仕様(規 則、記述方法等)を 作

成 しました。当初の仕様は、何度も見直 しが行われ、

改善が図られました。

4-2 シス テ ム 開 発

 作 成 され た 中 間 言 語 の 仕様 を ベ ー ス に して 、機 械

翻 訳 シス テ ム が 開発 され ま した。 こ の シ ス テ ム は 、

入 出 力 シス テ ム 、 翻訳 支 援 シス テ ム 、文 解 析 シ ス テ

ム、 文 生 成 シス テ ム 、電 子 化 辞書 シ ス テ ム 、文 章 フ

ァ イル 管 理 シス テ ム 、 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム等 か ら

構 成 され て い ます。

4-3 電子化辞書及びコーパスの作成

 機械翻訳システムを実際に稼働させるためには電

子化辞書が不可欠で、対象とした各国語について、

基本語及び専門用語の電子化辞書を作成 しました。

また、実証実験の対象データとして、各国語で記述

された3000の 例文(コ ーパス)を 作成 しました。

4-4 実証実験

 開発された機械翻訳システム及び作成された電子

化辞書を使用 して、作成 したコーパスを対象に各国

5-1 機械翻訳 システムの基礎研究

 最初の2年 間で、機械翻訳 システムを構成するい

くつかのシステムと要素の基本仕様 を設計 し、試作

しました。約5000語 の辞書 と数十の例文を作成 し、

文法規則の仕様を設計 しました。また、限定 された

翻訳例文を使って、機械翻訳システムの処理能力を

確認 しました。

5-2 機械翻訳システムの研究開発

 次の4年 間で、基本語辞書約5万 語、情報処理関

連の専門語辞書2万5千 語及び約3000の 例文を作成

し、文解析や文生成を制御する文法規則を試作 しま

した。また、追加 した翻訳例文 と任意の自然文を使

って、機械翻訳システムの翻訳処理能力を確認 しま

した。

5-3 機械翻訳システムの評価と改良

 最後の2年 間で、(2)段 階までに試作された機

械翻訳 システムを使 って、翻訳処理能力実験 を繰 り

返し、辞書、文法規則及びシステム全体 を改善 しま

した。
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5-4 機械翻訳研究フォローアップ事業

 8年 間の共同研究の成果をもとに、研究に参加 し

た各国において、辞書 ・文法の改良 ・追加、機械翻

訳システム実用化に向けた追加研究を独自に実施で

きるよう支援 しました。

6 各国の研究機関の現状

6-1 中華人民共和国

 CS&Sは 、本プロジェク トにより大 きく発展 しま

した。また、本プロジェクトに参加 した清華大学等

の大学における言語情報処理に関する研究能力も向

上 しました。

 CS&Sは 、独 自に中一英、中一 日の機械翻訳シス

テムを開発中です。

6-2 イ ン ドネ シ ア共 和 国

 BPPTは 、 こ の分 野 で はゼ ロ か らの 出 発 で 、 大 き

く成 長 発 展 し ま した。 現 在 で も、 開発 した機 械 翻 訳

シ ス テ ム を維 持 してお り、 イ ン ター ネ ッ トに よる電

子 化 辞 書 、翻 訳 シ ス テ ム をサ ー ビ ス 中で す 。

 ま た、 独 自 に1997年 か ら2002年 まで の 自然 言 語 処

理 に関 す る研 究 計 画 を策 定 し、 実 施 して い ます 。

6-3 マ レー シ ア国

 ITNMは 、機 械 翻 訳 シ ス テ ム の研 究 か ら撤 退 し、

マ レー シ ア工 科 大 学 へ 引 き継 ぐ予 定 で す 。

 lTNMの 実 施 して い た マ レー シ ア語 の ス ペ ル チ ェ

ッカー の 開 発 、 電 子 化 辞 書 生 産 は 、 残 念 なが ら中 止

と な りま した 。

一 ル や イ ン ター ネ ッ ト電 子 会議 に よる 情 報 交換
、③

各 国 リポ ー ト等 の ホ ー ム ペ ー ジに よる情 報提 供 、④

本 プ ロ ジェ ク トに 関 す る小 冊 子 の作 成 等 を予 定 して

お り ます 。

 また 、機 械 翻 訳 に 関す る新 しい プ ロ ジェ ク トの可

能 性 を検 討 した り、関 係 機 関 との 連 携 を 図 っ て い く

こ と と して お ります 。

おわ りに

 本プロジェク トは、近隣アジア諸国との問での情

報分野における共同研究としては、初めての試みで

あり、その成果や貢献に対して各国からも高い評価

を受けております。

 それは、本プロジェク トが、各国における言語処

理研究基盤の向上(研 究者 ・技術者の養成、電子化

辞書の整備等)、各国における情報処理技術基盤の向

上(文 字入力方式の確立、WS・UIV[X技 術者の養成

等)、ネットワークの確立(人 的ネットワーク、機関

等のネットワーク等)に 大 きく貢献 したからである

と思います。

 機械翻訳システムや技術は、日々、発展 してお り

ますが、技術的にも難 しい課題であ り、インターネ

ッ トやパソコンの普及に伴う情報環境の変化、多言

語情報処理の動向等 も考慮 して、今後とも引き続き

取 り組んでい くべき課題であると思います。

 最後に本プロジェク トに御協力 ・御支援いただき

ました関係機関及び多数の関係者の皆様方に心から

謝意を表 したいと思います。

6-4 タ イ王 国

 NECTECは 、本 事 業 と と も に 発 展 し、 設 立10周

年 を迎 え ま した 。 独 自 にCD-ROMに よ る電 子 化 辞

書 を開 発 ・製 品 化(タ イ語全 般 、 タ イ語 用 例 、 タ イ

語 同 義 語 ・反 義 語 、 タ イ語 一 英語 、 英 語一 タ イ語)

し、現 在 、 そ の 改 訂版 を 製作 中 で す 。

7 今後の活動

 CICCと しましては、これまでの10年 間の研究開

発の実績、培われた人的ネットワーク等を活用 して、

関係国との間で、機械翻訳に関する情報交換等を独

自に実施 していくこととしております。具体的には、

①研究者、研究機関リス トの作成 ・提供、②電子メ

(参考) 機械翻訳 システムの概 要

1 機械翻訳のシステム構成と翻訳の流れ

 図3に 機械翻訳のシステム構成 と翻訳の流れを示

します。

 機械翻訳システムは、以下の機能システムにより

構成 されています。

①入出力 システム

 端末及びフロッピーディスクなどの磁気媒体から

データを入力 します。また、機械翻訳 されたデータ

を端末の画面上やプリンタに出力 します。

②翻訳支援システム

 機械翻訳処理を効率良く行なうために欠かせない
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  端末 FD

  團圖
療御    原文

    1 ① 入出力システム

端末 プリンタ

團 呂
 訳文   擬作6

國 囮
② 鳳訳支媛システム

↓
擬作3

國 画

③文解析システム

■ ⑤電子化辞書システム

 多言隔

機榎■訳辞書

⑥文生成システム

■ ↑
擬作4

④中間言語

図3 機械翻訳 システムの構成と翻訳の流れ

原文の修正(前 編集)や 訳文の修正(後 編集)を 支

援 します。

③文解析システム

 入力 された文章に対 して形態素解析、構文解析、

及び意味解析を行い、解析 されたデータを中間言語

に置 き換えます。

④電子化辞書システム

 各言語の文法情報や意味情報など機械翻訳に必要

な情報を管理 します。

⑤文生成システム

 中間言語のデータに対 して、各言語に対応 した文

体生成、構文生成及び形態素生成の処理を行います。

さらに、各言語対応の 「文章ファイル管理機能」 を

持った 「総合システム」があ ります。総合システム

は、機械翻訳システムをひとつのワークステーショ

ン(ス タンドアロン)上 で実現 した り、また、ワー

クステーションどうしをネットワーク上に接続する

ためのインターフェースを実現 します。

 以下に翻訳の流れを説明 します。

*操 作1:原 文入力

 原文をシステムに入力 します。原文はワー ドプロ

セッサなどを利用 して端末から直接入力するか又は

フロッピーディスクやハー ドデ ィスクなどの磁気媒

体から入力 されます。

*操 作2:前 編集

 翻訳支援 システムの前編集では、翻訳オペ レータ

が原文 を端末の画面上で機械翻訳の処理が しやすい

ように、必要に応 じて修正 します。処理 されたデー

タは文解析 システムに送られます。

*操 作3:文 解析

 文解析 システムでは、電子化辞書システムに蓄積

されている機械翻訳情報(文 法情報や意味情報など

の解析文法規則及び各言語 と中間言語 との対応情

報)を 基に入力されたデータの形態素、構文及び意

味の解析 を行ないます。さらに解析 されたデータを

機械翻訳情報を基に中間言語に変換 し、文生成 シス

テムに送 ります。

*操 作4:文 生成

 文生成システムでは、電子化辞書システムの機械

翻訳情報(生 成文法規則及び各言語 との中間言語 と

の対応情報)を もとに指定 された言語に合わせて中

間言語から文体、構文及び形態素を生成 し、出力シ

ステム ・翻訳支援システムに送 ります。

*操 作5:後 編集

 翻訳支援 システムの後編集では、翻訳オペレータ

が機械翻訳結果と原文を対照 しなが ら画面上で確認

し、必要に応 じて編集 します。

*操 作6:訳 文出力

 編集された訳文は、出力システムを介 してプリン

タや磁気媒体に出力されます。

2 対象言語

 この多言語機械翻訳システムでは、日本語、中国

語、インドネシア語、マ レーシア語及びタイ語を対

象言語 としました。各国の言語は中間言語を経由し

て、相互に翻訳 されます。このような方式を中間言

語方式 といい、図4に 示すように、ひとつの言語を
一度に複数の他国語 に翻訳できるのが特徴です。

 日本語   中国語   インドネシア語   マレーシア語   タイ語

＼＼ ↓∠
叢  厘}一 一一一… …

.//1
 日本語   中国語   インドネシア語   マレーシア語   タイ語

       図4 言 語 構 成
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3 翻訳方式の考え方と特徴

 この機械翻訳 システムでは、多言語の翻訳処理を

目標としています。日本語から中国語へ、中国語か

らインドネシア語への翻訳など、機械翻訳システム

を共同開発している国の言語であれば、相互に翻訳

処理できるというものです。

3-1 中間言語方式

 多言語機械翻訳システムでは、翻訳処理を実現す

る手段 として、 「中間言語方式」 を採用 しています。

中間言語とは、あらゆる言語の表現、文章の意味内

容、表現態様 を、それぞれの言語に依存 しない共通

の表現形式に置き換えた言語です。例えば、 日本語

から中国語への翻訳過程で、日本語を中間言語に変

換 し、この中間言語から中国語を生成 します。

 中間言語方式を採用することによって、どの国の

言語であっても、目標とする国の言語への翻訳がで

きるようにな ります。また、機械翻訳システムを開

発する技術者にとっても、中間言語方式は大 きな利

点があ ります。各言語の技術者は、中間言語 と自国

の言語の翻訳システムだけを実現すれば、どの言語

へも翻訳が可能となるからです。

3-2 多言語機械翻訳辞書

 中間言語方式を実現するには、各言語の語彙が中

間言語の語彙と対応づけられていることが必要です。

ここで、中間言語と並んでシステムに重要な要素 と

して辞書があ ります。中間言語方式を採用 している

機械翻訳システムでは、各言語の辞書は次のように

統一 されていなければなりません。

*言 語に依存 しない共通の語彙概念 との対応関係

*辞 書の体系、構成及びデータ形式の統一

 辞書を作成するときに、どのような語彙を収集 し、

各言語にどのような情報(文 法属性など)を 付与す

るかは、その言語固有の問題です。

4 ソフ トウ ェ ア構 成

 機 械 翻 訳 シ ス テ ム は 、次 の よ うな シス テ ム(ソ フ

トウ エ ア)か ら構 成 され て い ます。

① 基 本 シ ス テ ム

*タ ス ク管 理 シ ス テ ム(TCS:Task Control Sub-

system)

*通 信 制 御 サ プ シ ス テ ム(CCS:Communication

Control Sub‐system)

*サ ブ シ ス テ ム 情 報 サ ー ビ ス(Sis:Sub‐system

Information Service)

*テ キ ス トベ ー ス サ ブ シ ス テ ム(TXB:Texts Base

Sub‐system)

② 文 解 析 ・文 生 成 シ ス テ ム

*日 本 語 文 解 析 ・文 生 成 シ ス テ ム(Japanese Analyser

/Generator)

*中 国 語 文 解 析 ・文 生 成 シ ス テ ム(Chinese Analyser

/Generator)

*イ ン ド ネ シ ア 語 文 解 析 ・文 生 成 シ ス テ ム

(lndonesian Analyser/Generator)

*マ レ ー シ ア 語 文 解 析 ・文 生 成 シ ス テ ム(Malaysian

Analyser/Generator)

*タ イ 語 文 解 析 ・文 生 成 シ ス テ ム(Thai Analyser!

Generator)

③ ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェ ー ス シ ス テ ム

*翻 訳 者 向 け 翻 訳 支 援 シ ス テ ム(TSS 3:Translation

Support System for Translator)

*研 究 者 向 け 翻 訳 支 援 シ ス テ ム(TSS 6:Translation

S叩port Sys[em for Researcher)

*1バ イ トコ ー ドワ ー ドプ ロ セ ッサ(WP 3:Sing且e

Byte Word Processor)

*2バ イ トコ ー ドワ ー ドプ ロ セ ッサ(WP 7:Double

Byte Word Processor)

④ ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 統 合 ツ ー ル

*ユ ー ザ オ ペ レ ー シ ョ ン パ ネ ル(デ ス ク ト ッ プ)

(UOP:User Operational Panel)

 図5に 分 散 モ デ ル の 場 合 の 構 成 例 を 示 し ま す 。

ユーティリティ

キ_n ト操作

圃

1中問貫馳エディタ1'

亟
tt?rf9

 続合システム

  サ システム

匠 掻 ム サー ス

Lス クトン システム

タスク管理サブシステム

ワ～ドプロセッサ

臨 翻
艇 豪闘
引訳支搬システム

ー 匿亘劃
   湿シ巫

早翻

``!羅 ゜
タイ膳

早畜講

禦 チ召鰭
タイ騒

早畜:

獄iPNrY
タイ隠

図5 ソフ トウ ェ ア構 成 図
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関逢団体鞍告

ネ ッ トワ ー ク上 での 英 語 の 使 用 につ い て

㈲ 日本電子工業振興協会 テキス ト処理技術専門委員会 市場動向ワーキンググループ

1.は じめ に

 パ ソコ ン とネ ッ トワ ー クの 普 及 に よ って 、 ネ ッ ト

ワー クを介 した オ ンラ イ ン テキ ス トデ ー タの 利 用 や

メー ル送 受 信 の機 会 は様 々 な場 面 に広 が って い る。

(社)日 本 電 子 工 業 振 興 協 会(JEIDA)の テ キ ス ト

処 理 技 術 専 門委 員 会 で は、 これ ら新 しい 利 用 者 像 が

期待 す る イ ン ター ネ ッ ト上 の コ ンテ ン ツ とそ の 利 用

形態 、及 び支 援 機 能 を正 確 に探 る こ と を 目的 と して 、

前 者 に 関 して は 「文 書 デ ー タ利 用 」「電 子 新 聞 」「電 子

図書 館 」、後 者 に関 して は 「ネ ッ トワ ー ク上 の 英 語 の

使 用 」「情 報 検 索 」 を そ れぞ れ取 り上 げ 、1996年4月

～5月 に ア ン ケ ー ト調 査 を行 な っ た。214件 の 回 答

(有 効:212件)の う ち の50%が 技 術/研 究 職 、35

%が 教職/学 生 で あ っ た。

 本 稿 で は 、上 記5テ ーマ の う ち 「ネ ッ トワ ー ク上

の 英語 の使 用 」 を と りあ げ 、主 な ア ンケ ー ト結 果 を

紹 介 す る 。 そ こで は ネ ッ トワ ー ク上 で の 英 語 使 用 の

現状 及 び機 械 翻 訳 ソフ トの 利 用 状 況 を把 握 す る こ と

を 目的 と して 、以 下の14設 問 を設 け た。

[ネットワーク上での英語の使用について]

1)使 用の有無 ・場面

2)使 用頻度

3)使 用目的

4)ア クセスの仕方

5)不 便な点

6)対 処方法

7)不 便 さの鰯 削こよる英語の使用頻度の変化

8)英 語を使用 しない理由

[機械 翻 訳 ソ フ ト]

9)使 用 経 験

10)ソ フ ト名

11)使 用 機 能

12)満 足 点

13)不 満 点

14)ネ ッ トワ ー ク上 で の 利 用

 な お 、 他 の4つ の テ ー マ を 含 め 全 て の 設 問 項 目 ・

集 計 結 果 ・分 析 結 果 は 次 のJEIDAホ ー ム ペ ー ジ に

掲 載 中 で あ る の で ご 覧 頂 き た い 。

http:〃www.jeida.or.jp/committeeノ[extsyori/sec-0.html

2.調 査 結 果

2.1 英 語 の使 用

《使 用 の 有 無 ・場 面 、 使 用 頻 度 》

 受 信 ・発 信 別 の 電 子 メー ル 、WWW、 ネ ッ トニ ュ

ー ス の 利 用 状 況 ・頻 度 を 尋 ね た 所
、WWWに よ る

情 報 の 受 信 が 回答 者 の90%と 最 も多 く、 更 に利 用 者

の80%が 週 に数 回 以 上 と高 い頻 度 で使 用 して お り、

WWWの 普 及 に よ っ て 英 語 情 報 に接 す る 機 会 が 増

加 して い る こ と を示 してい る。 全 体 と して は 、 受 信

型 の ア クセ ス にお け る使 用 率 が 、発 信 型 の ア クセ ス

にお け る使 用 率 よ り もか な り高 い傾 向 に あ り、 職 種

に よ るば らつ き も受 信 型 で は少 な い こ とが わ か った 。

《アクセスの仕方》

 下記集計に示すように、 「斜め読みによる概要把

握」 と答えた人の割合が高 く、ぼんやりネットサー

フするだけでなく、英語で書かれた大量の情報の中

から、必要なものを素早 く読み取ろうとする利用状

況が表れている。

19.3%:文 章 を じっ く り読 む

68.7%:文 章 を斜 め 読 み して概 要 を把 握 す る

4.7%:カ タ ロ グ な ど リ ス ト形 式 の情 報 を読 む

4.0%:デ ー タベ ー ス を検 索 す る

0。7%:あ ち こ ち覗 い て み るが 、 内容 を読 む こ と

    は 殆 ん ど ない

0.0%:イ メー ジ を見 る ・音 を聞 く

(以 下省 略)

単 一 回 答 。 回 答件 数=150

《不便な点》

下に示すように 「不便だと感 じることはない」と
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す る もの は わ ず か15%弱 で あ る 。

 49.2%:精 読 す る の が 難 しい

 55.4%:概 要 を把 握 す る の に 時 間 が か か る

 43.6%:わ か らな い単 語 が多 い

 44.6%:書 い た 内容 や表 現 が 適 切 か ど うか わ か ら

     な い

 41.5%:書 くの に時 間 が か か る

 14.4%:不 便 だ と感 じる こ とは ない

(以 下 省 略)

 複 数 回 答 可 。 回答 件 数=195

《対処方法》

 下記集計に示す ように、不便 さを解消する手段 と

しては、紙の辞書や電子辞書を利用するという割合

が高 く、機械翻訳ソフ トを利用する人の割合は10

%未 満にす ぎなかった。

58.9%:紙 の 辞 書 を引 く

51.4%:電 子 辞 書 あ るい は オ ン ラ イ ン辞 書 を引 く

18.9%:市 販 の 参 考書 や用 例 集 な ど を参 考 にす る

25.7%:過 去 の メー ル な ど、保 存 して あ る 個 人情

    報 を参 考 にす る

9.1%:機 械 翻 訳 ソ フ トを使 う

6.9%:人 に訳 して も ら う

12.6%:読 む の を諦 め る

3.4%:書 くの を諦 め る

(以下 省 略)

複 数 回答 可 。 回答 件 数=175

2。2 機械翻訳 ソフト

《使用経験》

 回答者の半数近 くが使用経験あ りと答えていた。

本アンケー トが、低価格機械翻訳 ソフ トの発売がま

だ数少なかった一年前に行なわれたことを考慮する

と予想よりは多いと言える。

《満足度/不 満度》

 下記集計に示すように、機械翻訳 ソフ トを使用 し

たことのある人で 「不満な点はない」 と答えた人は

なく、利用者が完全に満足できるレベルには達 して

いないという厳 しい結果となった。 しかし 「概要把

握」が満足 と答えた人が不満と答えた人を上回って

いるのをはじめ、 「辞書 ・参考書代わり」など使い

方 に よ って は有 効 な ツ ー ル に な りう る こ と も わ か っ

た 。

 [満足 度]

 5.6%:翻 訳 され た 内容 が よ く理 解 で きた

42.2%:概 要 を つ か む の に役 立 っ た

 7.8%:適 切 な言 い 回 しが 得 ら れ た

35.6%:辞 書 ・参 考 書 な ど を見 る手 間が 省 け た

20.0%:処 理 速 度 が 速 い

42.2%:満 足 した 点 は ない

(以下 省 略)

複 数 回答 可 。 回 答件 数=90

 [不 満 度]

42.2%:翻 訳 され た内 容 が 理 解 で き なか っ た

20.0%:概 要 が つ かめ なか った

62.2%:適 切 な言 い 回 しが 得 られ な か った

52.2%:結 局 、 辞 書 ・参 考 書 な ど を見 な け れ ば な

    らな か った

25.6%:処 理 速 度 が 遅 い

 0.0%:不 満 な 点 は な い

(以下 省 略)

複 数 回答 可 。 回 答 件 数=90

3.お わりに

 インターネット上で何 らかの場面で英語に接する

利用者が多いこと、しかも利用者のほとんどが英語

に対 し不便 さを感 じていることなどから、機械翻訳

の需要は大きいものと思われる。実際にも、現在の

概要把握型の英文読解支援機能に対する満足度は比

較的高い。ただ、英語の不便さを解消する手段とし

ては、 (機械翻訳ソフ トではなく)紙 の辞書や電子

辞書が利用されていることから、現在の機械翻訳ソ

フトが 「支援」としてはまだ十分ではないことも明

らかになった。具体的な英語の使用場面毎に、利用

者が何に不満を持 ち、何を求めているかを掘 り起 こ

すことが早急の課題である。

[参考 文 献]

奥 西 、金 岡 、斎 藤 、藤 田 、本 間 、松 井 、 土 井 、井 佐

原:「 イ ン ター ネ ッ トに お け る情 報 利 用 の 現 状 と期

待 一電 子 協 ア ンケ ー トの結 果 か ら 一」(情報 処 理 学 会

第54回 全 国 大 会 、1997/3)
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新 p紹 介

用語 と訳 語 の統 一 用 ソフ トHT3の 開発

株式会社日立国際ビジネス

1.は じめ に

1.1 開発 動 機

当社 の業 務 の ひ とつ に 、マ ニ ュ アル の 日英 翻 訳 が あ

る。

最 近 、機 械 翻 訳 ソフ トも廉 価 で 販 売 され る よ う に な

っ て い る が 、完 全 性 が 求 め られ る業 務 用 翻 訳 には 、

機 械 翻 訳 の導 入 は 限 られ た環 境 を除 い て は 不 向 きで

あ る。 や は り、専 門分 野 に通 じた プ ロの 翻 訳 者 に翻

訳 を依 頼 し、仕 上 げ に ネ ー テ ィブチ ェ ック をか け る

現 在 の方 法 が現 実 的 で あ る。 しか し、翻 訳 量 の 多 い

マ ニ ュ ア ル の場 合 、顧 客 か ら支 給 され た 技 術 用 語 の

日英対 訳 の用 語 辞 書 を完 全 に翻 訳 に役 立 て るの は実

際 は 非常 に 難 しい 。

用語 辞 書 に あ る 文 字 列 に つ い て は 、指 定 され た英 語

を本 当 に 全 部使 用 した か ど うか は 、明 白 な証 拠 が な

く、 翻訳 者 とチ ェ ッカ ー の感 性 に頼 ら ざ る を得 な い。

しか も これ まで は 、翻 訳 者 が仮 に 、文 章 と用 語 辞 書

を丹 念 にチ ェ ッ ク して も、 も との 日本 語 原 稿 が 悪 く、

文 章 中 の 用 語 が 用 語 辞 書 にあ る 表現(標 準 表 記)に

な って い ない こ と(異 表 記)も 多 い ので 、用 語 辞 書

の 英 訳 語 が 採 用 され ない こ と もあ っ た。

以 上 の こ とか ら、 「表 現 の 統 一」 を実 現 す る手 段 と

して パ ソ コ ンで 使 え る ソ フ トの検 討 を行 っ た。

機 械 翻 訳 ソ フ ト、辞 書 引 き ソ フ トや 文章 校 正 ソ フ ト

な ど を検 討 した が 、 どれ も本 目的 に す っ き り とは適

合 しない と判 断 し、 最 終 的 に 自主 開発 に踏 み切 っ た。

これ に よ り、 品 質 向 上 と納 期 短 縮 の両 面 に お い て効

果 が 期 待 され る。

な お 、 ソ フ ト の 名 称HTsはHitachi Terminology

Transformation Toolの 頭 文 字 か ら と った 。

1.2 標準表記と異表記

ここでHT3の 最大の特徴である標準表記と異表記に

ついて説明 してお く。 「標準表記」は辞書の見出し

語 として記載 されている文字列のことである。 「異

表記」は 「標準表記」の同義語である。長音記号の

有無、拗音のひらがなの大小、送 り仮名の有無のよ

う な 「言 葉 遊 び 的 な異 表 記 」 もあ れ ば 、業 界 ス ラ ン

グや 自家 製 用 語 の 異 表 記 もあ る。 例 え ば 、 「フ ロ ッ

ピー デ ィス ク」 と言 う表 現 を標 準 表 記 と し よ う。 こ

の 異 表 記 に は、 「フ ロ ッ ピー 、 フ ロ ッ ピ、 フロ ッ ピ

デ ィス ク、 アー カ イ ブ デ ィス ケ ッ ト、 デ ィス ケ ッ ト、

FD」 な どが あ る。 もち ろ ん 英 語 に も標 準 表 記 と異

表 記 が あ る。

「floppy disk」 が 標 準 表 記 とす る と、 異 表 記 に は

「diskette、 archive diskette、 FD」 な どが あ る。 学 術

的 に は 「同 義 語 」 と 「異 表 記 」 を区 別 す る よ うで あ

るが 、 こ こ で は 、標 準 表 記 に対 して 、 そ れ 以外 を異

表 記 と した。

1.3 訳 語 付 与 ソフトか ら用 語 統 一 ソフトへ の 発 展

日英 翻 訳 支 援 用 の訳 語 付 与 で は 、 日本 語 原 稿 へ 用 語

辞 書 に あ る訳 語 を付 与 す る が 、 日本 語 原 稿 の 用 語 は

多 くの異 表 記 が 含 まれ て い る の が 通 常 で あ る。 そ こ

で 標 準 表 記 、異 表記 に拘 わ らず 、 正 しい 英 訳 語 を付

与 で きる よ うに す る た め 、用 語1個 につ き ひ とつ の

標 準 表 記 と複数 個 の 異表 記 を登 録 で き る よ う な電 子

辞 書 形 式 と、 そ れ に対 応 で き る ソ フ トを開 発 した。

仮 に 、 「フ ロ ッ ピー デ ィス ク とfloppy disk」 が 対 訳

と して 出 て い る 電子 用 語 辞書 を使 用 して 「フ ロ ッピ

を取 出 す..。 」とい う文 章 と突 き合 わ せ て も ヒ ッ ト

しな い か ら、 当然 「フ ロ ッピ」 とい う語 に は 「floPPY

disk」 は 付 与 さ れ な い。 HT'`で は 、 フ ロ ッ ピー デ ィ

ス ク とい う標 準 表 記 と と も に 「フ ロ ッピー 、 フ ロ ッ

ピ、 フロ ッ ピデ ィス ク...」 を異 表 記 と して辞 書 登

録 して お く こ とに よ って 、 これ らの う ち どの 文 字 列

が 文 章 中 に あ っ て もfnoPPy disk」 とい う訳 語 が 自

動 的 に付 与 され る こ とに な る。 この こ と に よ り、同

じ用 語 辞書 の 日本語(ま た は 英 語)の 標 準 表 記 と異

表 記 を利 用 して 日本 語(ま た は英 語)の 文 章 中 の 、

用 語 の 表 記 チ ェ ッ クお よび 異 表 記 の 標 準 表 記 へ の 置

換 が 可 能 と なっ た 。
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2.ソ フ トの概 要

Hrは 最 もユ ー ザ ー 数 が 多 い と思 わ れ るWindowsの

ワ ー プ ロ ソフ トMS-Wordの ア ドイ ン ソ フ トと して

開発 した 。 バ ー ジ ョ ン はMS-Word6.0お よ びMS-

Word7.0(Windows95対 応 版)で あ る。

ソ フ トに は、 日英 翻 訳 支 援 と 日本 語 文 章 中 の用 語 を

チ ェ ッ クす る ため の 「HT3-」」、英 日翻 訳 支 援 と英 文

章 中 の 用 語 を チ ェ ック す る た め の 「Hr-E」 の2種

類 が あ る。

1円1ド ーT1-1厄
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辞 書 作 成 はExcels.oま た は7.0上 で行 い 、 デ ー タベ

ース に変 換 して か ら文 書 中 の文 字 列 とマ ッチ ング さ

せ る。 マ ッチ ン グ方 式 に は 、前 方 最 長 一 致 を採 用 し

た。

電 子 辞 書 の サ イズ はハ ー ドデ ィス ク に依 存 す る。 デ

ー タベ ー ス に よ る検 索 を採 用 してい る の で 、電 子 辞

書 の サ イズ は 処 理 速 度 に影 響 しない 。 処 理 速 度 はパ

ソ コ ンの ハ ー ドの 性 能 に影 響 され る。 開発 者 と して

は 、 カ ラ ー対 応 のPentiumの75Mhz以 上 の 性 能 の パ

ソ コ ンで の 使 用 を推 奨 す る。

H咽 ソ フ トを イ ンス トー ルす る に はパ ソ コ ンの ハ ー

ドデ ィス ク に3MB以 上 の 空 きが必 要 で あ る。

3.機 能説明

3.1 H7`'-J[英 訳語付与と日英翻訳支援]

H咽一Jの 「英訳語付与 と日英翻訳支援」機能および

「日本語文章中の用語チェック」機能のうち、ここ

では 「英訳語付与 と日英翻訳支援」機能について使

用手順を簡単に説明する。

日本語原稿をMS-Wordで 開く。次 に、ツールか ら

Hや一」を立上げる。H'13-Jの メインメニューの 「辞

書管理」で、使用する電子辞書を選択する。 「英訳

語付与ボタン」をクリックすると英訳語付与が開始

される。選択 した電子辞書に含 まれる日本語文字列

は標準表記、異表記の区別なく、日本語原稿の文字

列 とヒットしたもの全てに標準表記の英訳語が付与

される。この場合、電子辞書に品詞情報と共に動詞

と名 詞 が 異 な る も の の 英 訳 語(例:着 信=arci val

[名]とamve[動])を 適 切 に 入 力 して あ れ ば 、 日

本語 文 章 中 で の 用 途 に よ り付 与 され る英 訳 語 も動 詞

の場 合 はarrive、 名 詞 の 場 合 はarrivalと 出 し分 け ら

れ る 。
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図1 HT"-Jメ イ ン メ ニ ュ ー

英訳語付与が完了 したら、いったんH7`'で の作業を

中止 し、英訳語が付与 された日本語原稿をプリント

アウ トして翻訳者に渡 しても良い。こうすれば翻訳

者はもはや紙の用語辞書を参照することなく、指定

された英訳語を全て利用 した翻訳作業がすばやくで

きる。

もちろん、H乎 の翻訳支援機能を使 って翻訳 して も

良い。H咽 では、英訳語付与済み日本語原稿画面と

翻訳用英文入力画面の2画 面を同時に開いてお き、

付与された英訳語を英文入力画面の英文に取 り込む

ことができる。更に、翻訳支援機能では付与 された

英訳語が英文で採用 されたかどうかのチェックと統

計を取ることができるから、感性に頼らない訳語使

用およびチェックが可能である。

この機能を使って翻訳 した場合には、採用 した英訳

語が英文中に色分け表示されているので、ネーティ

ブチェッカーにその状態でチェックを依頼すれば、

顧客から指定 された用語に対する英訳語をチェッカ
ーが勝手に変更してしまう事故も防止できる。

また、Hrは 用語辞書に解説欄を持っている。ここ

に翻訳に参考になるノウハウや、例文あるいは用語

の解説なども入力できる。解説欄に何か情報を持っ

ている場合は、日本語原稿に付与 された英訳語がイ

タリックになる。翻訳支援画面でこのイタリックに

なっている英訳語を、ハイライ トしてから 「解説ボ

タン」をクリックすると解説欄にある情報を参照で

きる。ベテラン翻訳者の翻訳知識を他の人にも共有

できるので便利である。
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なお 、 英 訳 語 付 与 の 方 式 に は5つ の バ リエ ー シ ョン

が 準 備 され て い る。 翻訳 者 が好 み に あ わ せ て 選択 す

る こ とが で き る。

3.2 HT`-J[日 本語文章中の用語チェック]

H咽一」では日本語原稿中の用語が用語辞書の標準表

記で表記 されているか、異表記かをチェックし必要

により異表記を標準表記に置換することができる。

統計 も取れる。ここでは、 「用語チェック」機能に

ついて使用手順を簡単に説明する。

日本語原稿をMS-Wordで 開 く。次に、ツールから

H咽一Jを立上げる。Hr-Jの メインメニューの 「辞

書管理」で、使用する電子辞書 を選択する。 「日本

語文用語確認ボタン」 をクリックすると日本語用語

確認用ボタン群が表示される。ボタン群の 「用語確

認(色 分け)ボ タン」 をクリックすると 「用語確認

(色分け)」が開始 される。指定 した用語辞書の標準

表記 と完全にヒット(一 致)し た文字列は 「水色」

になる。ヒットしたが、英数字やカタカナの全半角

が違っている文字列は 「黄緑」 になる。用語辞書の

異表記と完全にヒットした文字列は 「ピンク色」 に

なる。異表記にヒットしたが全半角が違 っている文

字列は 「赤」になる。

通常文章校正ソフ トでは問題の部分を色分け表示 し

たりハイライ トはするが、良い部分は表示 しない。

その点HT3は 問題の部分だけでな く、良い部分 も表

示するので標準表記が使用 されている場所が確認で

きる。

用語確認(色 分け)が 終了したら、 「置換候補表示

/置 換」をする。この機能は黄緑、ピンクおよび赤

に色分け表示された文字列(す なわち水色以外で標

準表記の候補を持っている文字列)が 文頭から順に

ハイライ トし、その文字列に対する標準表記 を置換

候補として表示する。表示された標準表記に置換す

るときは 「はい」 を、置換 しないときは 「いいえ」

をクリックしてい く。文末 までチェックし終わった

ら完了である。

用語辞書の解説欄 に何かデータが記入されている場

合は、色分け表示された文字列はイタリック表示 さ

れるから、 「解説ボタン」をクリックすると解説が

表示される。

また、ヒットした用語数、標準表記の数、異表記の

数を統計表示することがで きる。

解説表示機能を利用すれば、用語辞書の解説文 を参

照表示できる。

3.3 H7``-E[日 本 語 訳 語 付 与 と英 日翻 訳 支 援]

次 に、HT"-Eの 「日本 語 訳 語 付 与 と英 日翻訳 支援 」

機 能 お よび 「英 文 章 中 の 用 語 チ ェ ック」 機 能 の うち 、

「日本語 訳 語 付 与 と英 日翻 訳 支 援 」 機 能 に つ い て使

用 手 順 を簡 単 に 説 明 す る。 基 本 的 な使 用 手 順 は 、前

述3.1 H"[``-」[英 訳 語 付 与 と 日 英 翻 訳 支 援]と

同様 で あ る 。

まず 、 英 語 原 稿 をMS-Wordで 開 く。 次 に、 ツ ー ル

か らH空 一Eを 立 上 げ る。H咽 一Bの メ イ ン メ ニ ュ ー

の 「辞 書 管 理 」 で 、 使 用 す る電 子 辞 書 を選 択 す る。

「日訳語 付 与 ボ タ ン」 を ク リ ックす る と 日本語 訳 語

付 与 が 開 始 され る。 選 択 した 電 子 辞 書 に含 まれ る英

語 文 字 列 は標 準 表 記 、 異 表 記 の 区 別 な く、 英語 原 稿

の 文 字 列 と ヒ ッ トした もの 全 て に標 準 表 記 の 日本 語

訳語 が付 与 され る。

「～  "一 「一
「一一 「一
「一 一 一

7グ
ー 「 _コ

図2 HT'-Eメ イ ン メ ニ ュ ー 画 面

日本語訳語付与が完了 した ら、いったんHT 3で の

作業を中止し、日本語訳語が付与 された英語原稿を

プリントアウトして翻訳者に渡 して も良い。日英翻

訳のときと同様、こうすれば翻訳者は もはや紙の用

語辞書を参照することな く、指定 された日本語訳語

を全て利用 した翻訳作業がすばや くできる。

もちろん、H'1`'0)翻訳支援機能を使って翻訳 しても

良い。H空 では、日本語訳語付与済み英語原稿画面

と翻訳用 日本語文入力画面の2画 面を同時に開いて

おき、付与 された日本語訳語 を日本語文入力画面の

日本語文に取 り込むことができる。更に、翻訳支援

機能では付与 された日本語訳語が日本語文で採用 さ

れたかどうかのチェックと統計を取ることができる

から、感性に頼 らない訳語使用およびチェックが可

一38一



能である。

この機能を使って翻訳 した場合には、採用 した日本

語訳語が日本語文中に色分け表示されているので、

チェッカーにその状態でチェックを依頼すれば、顧

客から指定された用語に対する日本語訳語 をチェッ

カーが勝手に変更 してしまう事故 も防止できる。

また、H咽 の辞書の解説欄に、翻訳 に参考になるノ

ウハウや、例文あるいは用語の解説などを入力 して

いる場合は、英語原稿に付与 された日本語訳語がイ

タリックになる。翻訳支援画面でこのイタリックに

なっている日本語訳語を、ハイライ トしてから 「解

説ボタン」をクリックすると解説欄にある情報を参

照できる。

なお、日本語訳語付与の方式には、H咽 一Jの日英翻

訳支援と同様、5つ のバリエーションが準備 されて

いる。翻訳者が好みにあわせて選択することができ

る。

3.4 xr-E[英 文章中の用語チェック]

H7`'-Eで は英語原稿中の用語が用語辞書の標準表

記で表記されているか、異表記かをチェックし、必

要により異表記を標準表記に置換することができる。

統計も取れる。

「用語チェック」機能について使用手順を簡単に説

明する。基本は3.2HT"-」[日 本語文章中の用語

チェック]と 同様であるが、大文字/小 文字、語尾

変化への対応が日本語 と違う。

英語原稿をMS-Wordで 開く。次に、ツールか らHT'`

-Eを 立上げる。Hr-Eの メインメニューの 「辞書

管理」で、使用する電子辞書 を選択 し、 「英文用語

確認ボタン」 をクリックすると英語用語確認用ボタ

ン群が表示される。ボタン群の「用語確認(色 分け)

ボタン」 をクリックすると 「色分け」が開始される。

指定 した用語辞書の標準表記 と完全にヒットした文

字列は 「水色」になる。スペルは標準表記 とヒット

したが大文字/小 文字が違っていたり、語尾変化し

ている文字列は 「黄緑」になる。用語辞書の異表記

と完全にヒットした文字列は 「ピンク色」になる。

異表記にヒットしたが大文字/小 文字が違っていた

り、語尾変化している文字列は 「赤」になる。色分

け表示が終了したら、 「置換候補表示/置 換」 をす

る。この機能はピンクお よび赤に色分け表示された

文字列(す なわち水色 と黄緑以外で標準表記の候補

を持っている文字列)に 対する標準表記を置換候補

として表示する。

3.5 用 語 辞 書作 成

用 語 辞 書 は、 作 成 、保 守 、 辞 書 管 理 、流 通 を考 慮 し、

Exce15.0ま た は7.0上 で 構 築 す る こ と に した 。項 目

と して は 、 日本 語 読 み 、 日本語 標 準 表 記 、 日本 語 品

詞 、 日本 語 異 表 記 、 英 語標 準 表 記1、 英 語1品 詞 、

英語 標 準 表記2、 英 語2品 詞 、 英語 異 表 記 、 解 説 、

備 考 、 日本語 ソー ト、 英語 ソー ト、 入 力 日、 分 野 ・

出典 、入 力 者 を持 つ。

電 子 辞 書 の使 用 目 的 に よっ て は 、全 項 目 を埋 め な く

て も構 わ ない 。 例 え ば英 語 の チ ェ ッ クだ け の と きは

日本 語 関 連 の 項 目 に は 入力 しな くて 良 い。 品 詞 コ ー

ドを省 略 した場 合 は全 て 「名 詞+動 詞 」 の扱 い と な

る。HT'は 電 子 辞 書 構 築 の 効 率 を上 げ る ため の 色 々

な ツー ル ボ タ ンを持 っ た 専 用 のExce1シ ー トを提 供

して い る 。 既 存 の 用 語 辞 書 が 表 形 式 で 電 子 化 され て

い る場 合 は 、 そ の デ ー タ を貼 り付 け る こ と も可 能 で

あ る。 なお 、Excelで 構 築 した 用 語 辞 書 に 直 接 検 索

をか け る と処 理 時 間 が 非 常 にか か る た め 、検 索 は デ

ー タベ ー ス に 変 換 して 行 う
。用 語 辞 書 は 分 野 を細 か

く分 け て構 築 す る方 が 便利 で あ る 。 用語 辞 書 を5つ

まで 優先 順 位 をつ けて 統 合 す る こ とが で きる 。例 え

ば 、 日本 規 格 協 会(JSA)の 「∫IS工業用 語 大 事 典 」

をベ ー ス に し、 そ の 上 に 自社 の用 語 辞書 、 最 後 にそ

の 製 品独 特 の 用 語 辞 書 を統 合す る と効 果 が 大 きい で

あ ろ う。

今後 、JSAを 始 め 辞 書 出版 会 社 、 用 語 集 を持 っ て い

る 会 社 や 団体 に、HT3用 に既 存 の 電 子 辞 書 デ ー タ を

使 用 で きる環 境 作 りを呼 び か け て行 く必 要 が あ る 。

4.ま とめ

最後にHT3の 特長を従来ソフ トとの違いも含めて整

理 しておく。

 ●用語、訳語の統一を執筆者やチェッカーの感性

  に頼 らずに機械的にできる。証拠が残る。

 ●ひとつの電子辞書 を日日、英英、日英、英日に

  共通使用できる。

 ●解説表示により、電子辞書を引 く必要がなくな

  る。文章中の文字列で電子辞書にあるものはす

  べて自動的にすばやく色分けされる。 (時間の

  無駄がない、もれがない)
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■その色の種類により、標準表記か異表記か一目

 で判る。異表記には標準表記が提示 され簡単に

置換できる。

●従来の電子辞書では、異表記にヒットしなかっ

 たが、H'1`'では異表記にもヒットするので実用

性が高い。

●優先順位 をつけて複数の電子辞書を統合使用で

 きる。

●異表記情報を持たない電子辞書でもファイル形

式を合わせれば、それなりに使用で きる。

●従来のワープロソフトにある文章校正で も用語

統一はある程度できるが、作 り込んだユーザー

 辞書を一覧表示 した り、グループ内で共有 した

 り、既存の電子辞書の流し込みをしたりするこ

 とはできなかった。Hrで はこれら全てを可能

 とした。

なお 、HT'の 適 用 業 務 と して は次 が 考 え られ る。

用 語 を正 確 に使 用 す べ き業 務:

  各 種 マ ニ ュ ア ル、 参 考 書 、 辞書 、規 則 書 、

  教 科 書 、 記 事 、論 文 な どの執 筆 とチ ェ ッ ク

用 語 辞 書 が あ る 場 合 の 翻 訳:

  日英/英 日翻 訳 と チ ェ ッ ク

用 語 辞 書 、 辞 典 の 編 集 業 務:執 筆 、 監 修 、 編 集

現 在 の と こ ろH㌍ はMacintoshな どDOS-V以 外 の

パ ソ コ ンで は 利 用 で き な い 。

[他 社 商 標 表 示]

Windows 3.1,Wondows 95, MS‐Word 6.0, MS‐Word

7.0、Exce15.0お よ びExce17.0は 米 国Microsoft

Corporationの 登 録 商 標 、

Macintoshは 米 国Apple Computer Inc。 の 登 録 商 標 、

DOS-Vは 日本 ア イ ビ ー エ ム 社 の 登 録 商 標 、

Pentiumは 米 国Intel Corporationの 登 録 商 標

問 い 合 わ先:

(株)日 立 国 際 ビジ ネス

開発 グ ル ー プ 貝 島 良太

〒113 東 京 都 文 京 区湯 島一 丁 目3-4

TEL:03-5684-4042(ダ イヤ ル イ ン)

FAX:03-5684-4013

E‐mail:kai@cm.hbLcoJp

   技 術 文 書 の 翻 訳 者 と チ ェ ッ カ ー に 朗 報!

これは便利!ユ ニークなソフ ト、用語 と訳語の統一用ソフ トHT3発 売

あ な た は 用 語 集 を お持 ちで す か? その 用 語 集 を翻 訳 や テ クニ カ ル ラ イ テ ィ ン グ に 十 分 に 活 か して ま

す か?

原 稿 中 の 同 義 語 や異 表 記 に 困 っ て ま せ ん か? 用 語 集 や 辞 典 を引 い て 出 て い な い と き に イ ラ イ ラ しま

せ ん か?

用 語 集 の 訳 語 を全 部 使 っ た と思 い ます か? こ れ らの な や み をHT3が 解 決 します 。

HT3は 日本 語MS-Wordの ア ドイ ン ソ フ トで す 。 用 語 集 はExcelで 作 り ます 。 Wordと 、Excelの 作 表 機

能 を ご存 じな ら 、 ど なた で もす ぐ に使 え ます 。

一 つ の 辞 書 を
、 日 日、 日英 、英 英 、 英 日の 四 通 りに利 用 で き ま す。 また 、 新 しい タ イ プ の 辞 書 引 きエ

ン ジ ン に もな ります 。

HT3を 日英 、 英 日翻 訳 に利 用 す れ ば 、原 稿 中 の用 語 が 標 準 表 記/異 表 記 にか か わ らず 、 相 手 言 語 の 標 準

表 記 の訳 語 を付 与 し ます 。付 与 した 訳 語 を翻 訳 文 に取 り込 め ば訳 語 の 統 一 が で き ます 。 付 与 さ れ た 訳

語 を使 用 した か ど うか も 日 日、 英 英 で チ ェ ッ クで き ます の で 、 チ ェ ッ カー も楽 で す 。 本 当 に 役 立 つ 辞

書 を作 リ 、 それ を活 用 す る醍 醐味 を味 わ っ て くだ さい 。

注:HT3 for MS-Word 6.0とHT3 for MS-Word 7.0が あ ります 。 環境 にあ わ せ て お 選 び くだ さい 。 各@

¥150,000 (税別」)

問 合 わ せ先:株 式 会 社 日立 国 際 ビ ジネ ス 開発 グル ー プ[担 当:貝 島(か い じま)金 上(か ね じょ う)

     Tel:03-5684-4042(直 通) fax:03-5684-4013、 E-mail:kai@cm.hbi.co.jp、 kane@cm.hbi.

     co.jp]
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新製品紹糞

イ ン ター ネ ッ ト翻 訳 の 王 様

日本IBM株 式会社

1.は じめ に

 イ ン ター ネ ッ ト翻 訳 の 王 様(以 下 、翻 訳 の王 様)

は 、 日本IBMが 開発 した イ ン タ ー ネ ッ トユ ー ザ ー

の た め の 英 語 か ら 日本 語 へ の 翻 訳 ッ ー ルで す 。 以 下

の3つ の コ ンポ ー ネ ン トか ら構 成 され てい ます 。

・Webペ ー ジ リ ア ル タ イ ム翻 訳(キ ング)

・一般 テキ ス ト翻 訳(ク イ ー ン)

・翻訳 機 能 付 き巡 回 ツー ル(ナ イ ト)

以 下 そ れ ぞ れ の コ ンポ ー ネ ン ト及 び翻 訳 エ ンジ ンに

つ い て 説 明 します 。

2.Webペ ー ジ リア ル タイ ム翻 訳:キ ング

 キ ン グ はWebブ ラ ウザ ー とWebサ ー バ ー の 間で

一 種 のProxyサ ーバ ー と して機 能 す る モ ジ ュー ルで

す 。Webブ ラ ウザ ー か ら の リ ク エ ス トに 対 して 、

要 求 され た ペ ー ジ を取 得 し、 その ペ ー ジの 簡単 な解

析 を行 い 、英 語 の ペ ー ジで あ れ ば翻 訳 ボ タ ンをWeb

ペ ー ジの 先 頭 に埋 め 込 んで 返 す と い う処 理 を します 。

ユ ー ザ ー が 翻 訳 ボ タ ン を押 す と、 その ア ク シ ョ ンが

新 た なWebペ ー ジ要 求 と な り、 キ ン グ に そ の 要 求

が 渡 され ます 。 キ ング は 、 リ クエ ス トが 翻 訳 要 求 で

あ る と、 翻 訳 エ ン ジ ン を使 っ て 日本 語 に翻 訳 したペ

ー ジ を作 成 し、Webブ ラ ウザ ー へ 戻 しま す 。 以 上

が 典 型 的 な キ ング の 動 作 とな り ます 。Proxyサ ーバ

ー と して 機 能 して い る利 点 と して は 、最 近 多 くな っ

て きた フ レー ム を用 い たペ ー ジ も翻 訳 出来 る とい う

点 で す 。現 在 の 著 名 なWebブ ラ ウザ ー は 直 接 表 示

して い るペ ー ジ の 内 容 を取 り出 す 各 種 のAPIを 備

えて い ます が 、 残 念 なが ら フ レー ム内 で現 在 表 示 さ

れ て い るURLを 取 得 す る こ とが 出 来 な い の で 、 こ

のWebブ ラ ウザ ー のAPIを 用 い て ペ ー ジ内 容 を取

得 す る翻 訳 シ ス テ ムで は フ レー ム に対 応 で き ませ ん。

通 信 の安 定 性 な ど を考 え る と こ のWebブ ラ ウザ ー

のAPIを 用 い た 方 が 楽 な の は 確 か な の で 、 こ の 辺

の よ り一 層 の 標 準 化 が 待 たれ る とこ ろ です 。

 キ ン グで の 翻 訳 ペ ー ジ の表 示 は 、基 本 的 に元 の英

語 ペ ー ジ の レ イア ウ トを保 存 した形 式 で 表 示 し ます 。

また 、 日本語 の み を表 示 す る 日本語 モ ー ドと段 落 単

位 で 英 語 と 日本語 を併 記 す る併 記 モ ー ドの二 つ の 形

式 で 表 示 で き ます 。後 者 の併 記 モ ー ドは あ る程 度 英

語 も分 か るユ ー ザ ー に とっ て は便 利 で し ょ う。現 在

の翻 訳 技 術 で は完 全 な翻 訳 は残 念 なが ら無 理 で す が 、

併 記 モ ー ドで あ れ ば 日本語 を読 んで い て よ く分 か ら

ない 部 分 は英 語 を 見 る こ とで理 解 で きる よ うに な り

ます 。 (あ る い は 、 まっ た く逆 に 、英 語 部 分 を読 ん

で お い て 、 分 か らな い 表現 や単 語 が 現 れ た時 に 、 日

本 語 部 分 を見 る とい う使 い 方 もあ るで し ょ う。)

 分 野 別 辞書 は 、 最 初 か ら以 下 の6つ が 標 準 で用 意

され て い ます 。

 イ ン ター ネ ッ ト(+コ ンピ ュー タ)、政 治 、ビ ジネ ス 、

 エ ン ター テ イ ン メ ン ト、 ス ポ ー ツ 、芸 術

 デ フ ォー ル トの 辞書 は イ ン ター ネ ッ ト分 野 を含 ん

で い ます 。 また 、 自動 辞書 切 り替 え とい う機 能 もあ

り ます 。 こ れ は 、上 記 の6つ の 分 野 毎 にURLを 登

録 して お く こ とで 、 そ のURLが 読 み 込 まれ た 時 に

は 自動 的 に 辞 書 を切 り替 え る とい う もの で す 。

 パ フ ォー マ ンス は 、 ス ピー ド優 先 か ら訳 質 優 先 ま

で5段 階 で 選択 す る こ とが 出来 ます 。

ス ピー ド最 優 先 の場 合 は 、 辞書 引 きを した程 度 の結

果 とな り ます 。

 文 末 の ス タ イル と して 、 「だ ・で あ る」 調 と 「で
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す ・ます」調の切 り替えが出来るのはもちろんです

が、それ以外 に(こ れはほとんど遊びの機能にす ぎ

ませんが)江 戸っ子調や女子大生調などの特徴的な

文末表現にすることもできます。

3.一 般 テ キ ス ト翻訳:ク イー ン

 クイ ー ン は 、い わゆ る一 般 テ キ ス トを対 象 と した

翻訳 エ デ ィタで す 。 テ キス トフ ァ イ ル、 あ る い は 、

ク リ ップ ボ ー ドか らテ キス トを読 み 込 ん で 、 翻訳 す

る こ とが 可 能 で す 。

 キ ン グは 結 果 をWebブ ラ ウザ ー に表 示 す る とい

う仕 組 み の た め 、 入力 文 の 編 集 、 訳 語 選 択 や 別訳 の

選択 等 は 出来 ませ んが 、 ク イ ー ン を用 い る こ とで そ

れ らの機 能 を使 うこ とが 出来 ます 。 訳 語 の 選 択 結 果

は 学 習 され て 、以 後 の ク イ ー ンの翻 訳 だ けで な く、

キ ン グの 翻訳 に お い て もそ れが 反 映 され る よ う に な

ります 。

 あ と、 ク イー ンで は 、辞 書 ッ ー ル を用 い て単 語 の

登 録 が 可 能 です 。バ ー ジ ョ ン1.1で は名 詞 しか 登 録

で き ませ ん が 、将 来 の バ ー ジ ョ ンで は 、他 の 品 詞 も

追 加 で きる よ うに な る予 定 です 。

4.翻 訳 機 能付 き巡 回 ツ ー ル:ナ イ ト

 翻 訳 ソ フ トで は 異色 の ツ ー ル と して 、翻 訳 の王 様

に は巡 回 ツー ル で あ る ナ イ トが付 い て き ます 。 日本

の 一 般 ユ ー ザ ー の 多 くは 、 イ ン ター ネ ッ トへ は ダ イ

ア ル ア ップ 環境 で接 続 して い る と思 わ れ ます 。 夜 中

の 通 話 料 の 割 引 時 間 の 内 に 、見 た いWebサ イ トを

巡 回 して お き、 後 で ゆ っ く り見 る とい う使 い方 を し

てい るユ ー ザ ー も多 い こ とで し ょ う。 こ の ナ イ トを

用 い れ ば 、 つ い で に翻 訳 まで して お い て くれ る わ け

で す 。

5,パ ター ンベ ー ス 翻訳 エ ン ジ ン

 翻 訳 の 王 様 で 用 い られ て い る 翻訳 エ ンジ ンは 、弊

社 の東 京 基 礎 研 究 所 で 開発 され た パ ター ンベ ー ス の

翻 訳 エ ンジ ンで す 。 当研 究 所 で は 、10年 以上 に渡 っ

て 、機 械 翻 訳 を中 心 と した 自然 言語 処理 の研 究 を行

っ て き ま した が 、 そ の経 験 か ら、 翻 訳 シス テ ム に 関

して は 、訳 質 向 上 の た め の チ ュ ー ニ ン グを如 何 に効

率 よ く出 来 る シス テ ム に す る か が 重 要 で あ る との認

識 を持 って い ま した 。 用例 や コー パ ス を用 い た手 法

は 、 こ の観 点 か ら有 望 で あ り、 我 々 も研 究 を行 っ て

い ます が[1,2]、 残 念 なが らス ピー ド等 の 点 で 現

在 のPC上 の 商 用 シ ス テ ム に使 用 す る まで に は 至 っ

て お り ませ ん。 そ こ で 、 用例 翻訳 の 利 点 をあ る程 度

取 り入 れ 、 な お か つ 、 適 度 なス ピー ドで 処 理 が 可 能

な パ ター ンベ ー ス 翻 訳 手 法[3,4]を 採 用 す る こ

とに し ま した 。

 我 々 の パ ター ンベ ー ス 翻 訳 エ ン ジ ン は、 パ ター ン

を先 に 適用 して 残 りを従 来 の 翻 訳 エ ン ジ ンで 処 理 す

る とい う タ イプ の シ ステ ムで は な く、 パ ター ン と文

法 的 な 規則 を同 時 に処 理 す る タ イ プの シ ス テ ム です 。

また 、我 々 の パ ター ンは ソー ス言 語 と ター ゲ ッ ト言

語 の ペ ア と な って い るの で 、 解 析 が 終 了 す る と同時

に ター ゲ ッ ト側 の 構 造 が 生 成 され てい る とい う同期

文 法(synchronous grammar)の 一 種 とな っ て い ます 。

以 下 にパ タ ー ンの 一 例 を示 します 。

Q例D

 take:VERB:l a look at NP:2‐>VP:1

 VP:1<-NP:2を 見 る:VERB:1

 この パ タ ー ンベ ー ス翻 訳 エ ンジ ンで は 、 基 本 文 法

(パ ター ン)で 扱 え ない 表 現 を パ ター ンの形 式 で 追

加 して い くこ とで チ ュ ー ニ ング の大 半 が済 ん で し ま

うの で 、 訳 質 向 上 が 比 較 的容 易 に 出来 る とい う利 点

が あ ります 。

6.お わ りに

 Webペ ー ジ の 翻 訳 に 関 して の 問 題 点 の 一 つ は 、

文 の 認 識 で す 。 特 に テ ー ブ ル の 中 の テ キ ス トは 、 一

行 で 文 が 終 わ っ て い る の か 、 そ れ と も数行 に渡 って

一 文 と な る のか の判 断 を しな い と
、変 な訳 にな って

しま う こ とが 多 い とい う問題 が あ り ます 。 しか し、

この 判 定 を 自動 的 に行 うの は結 構 難 しい の が現 実 で

す 。HTMLの タ グ と して 、 文 を 示 す よ う な もの が

あ る と楽 に な る の で 、 今 後 は 、HTMLに こ の 様 な

処 理 を助 け る タグ を追 加 して い くの も一 つ の 方 向 で

し ょう。 既 に 、 そ の よ うな動 きが幾 つ か 出 て きて い

る ので 、今 後 の進 展 を注 視 した い とこ ろ で す 。

 Webペ ー ジ の 翻 訳 は 、翻 訳 結 果 が 使 い 捨 て で あ

る とい う点 で 、現 在 の 自然 言 語 処 理 技 術 を う ま く生

か す こ との で きる ア プ リケ ー シ ョ ンで あ る と言 える

で し ょ う。 こ の よ うな翻 訳/言 語 処 理 を応 用 した ア

プ リケ ー シ ョ ンを 開発 す る こ とに よ り、 英語 中 心 の

イ ン ター ネ ッ トの世 界 で の言 語 的 障壁 を多 少 な りと

も低 下 させ る役 に立 て れ ば と願 っ て い ます 。
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  そ の 他 、 こ の 製 品 に 関 す る 情 報 は 、

     http://www.ibm.co.jp/software/internet/king

で ご 覧 に な れ ま す 。
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東京基礎研究所 渡辺日出雄
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.務饗 儀 難1

MT Summit V!の 展 示 会 出 展 案 内

  Exhibits CoordinatorのK. BeMnさ ん か ら下 記 の 出展 案 内 が 来 ま した 。申込 用 紙 と27ブ ー ス(広 さ:8'×10')

の 配置 図 も事 務 局 に届 い て い ます 。 必 要 な方 は事 務 局 に ご連 絡 下 さい 。

  ブ ー ス使 用 料 会 員:US$500. 非 会 員:US$650.

June 2,1997,

                                      Re:Exhibit Space

                      MT SummitVl‐"Machine Translation:Past, Present, Future"

                         San Diego, California, October 29‐November 1,1997

Dear Colleague

You don't want to miss the chance to exhibit your system at MT SummitVl l This major international forum comes

back to the Americas after six years of rotation across the continents. Activity in the field of machine translation has

never been greater. The current demand is surpassing all predictions. As Exhibits Coordinator,1am writing to invite

you to take part in thisexciting event.

The Summit will bring together more than 400 participants‐academic, commercial, and government interests‐to

view the state of the art from Asia, Europe, and the Americas. This is a unique opportunity for you to reach a

preselected clientele of serious MT customers or users from all parts of the world. Many of[he attendees will be

representing companies and institutions that are looking to incorporate translation software into their working

environment or even make MT part of their mission. We know this because of the impressive turnout of serious

shoppers at the AMTA regional conference in Montreal last October. The exhibits offer these prospective MT users an

opportunity to view and test the full gamut of products available. Given the current level of activity in the field(and the

pleasant site that has been chosen for the conference!), a record turnout is expected.

MT Summit VI celebrates the 50 th anniversary of machine translation, and the occasion is being honored at a very

special site, the beautiful Catamaran Resort Hotel, which lies narrowly wedged between its own private beach on

Mission Bay and the Pacific Ocean just a few steps away.

The exhibit area and the meeting rooms will be located together in an area reserved for the exclusive use of the Summit.

Refreshments, special events, and balconies overlooking the bay will provide additional enticement to draw the

attendees to the exhibitarea. In addition, exhibitors will have the opportunity to present theater‐style demonstrations as

part of the regular conference program. A[wo‐page summary of their demonstration and a half‐page summary of their

exhibit will be published in the conference proceedings.                →(表3へ つ づ く)
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新製晶紹介

翻 訳 支 援 シス テ ム ツ ールTRANSIT

株式会社 シュ ター ル ジャパ ン

 自動 車 、 コ ン ピ ュ ー タ、電 気 製 品.etc.多 種 多

様 な外 国 製 品 が 氾濫 す る な か 、特 に機 械 製 品 の 取 扱

説 明 書 、 い わ ゆ る マ ニ ュ ア ル を 日本 語 に翻 訳 す るニ

ー ズ が 増 大 して い ます。

 こ の マ ニ ュ ア ル を翻 訳 す る作 業 に は 、 その 分 野 の

技 術用 語 の 知識 が必 要 に な っ て きます 。 この 技 術 用

語 の ボ ギ ャブ ラ リー を持 っ て い る 人 を 、必 要 に応 じ

て探 し出 す の は並 大 抵 の苦 労 で は あ りませ ん。 この

用 語 を辞 書 と して コ ン ピュ ー タ に 入れ る こ とが で き

れ ば 、 翻訳 者 は技 術 用 語 を訳 す 煩 わ しさか ら開 放 さ

れ ます 。 また 一度 翻 訳 され たマ ニ ュ ア ル も、 そ の 製

品 の仕 様 が 変 更 に な る と改 訂 され ます 。 これ を また

一 か ら翻訳 す る の は非 常 に無 駄 な作 業 で す
。 前 回 の

翻訳 とほ とん ど変 わ ら な い部 分 が 当然 あ ります し、

同 じ表現 で あ るべ き とこ ろ を変 え て しま う危 険 性 も

あ り ます。 同 じ過 ち を繰 り返 す こ と もあ るか も知 れ

ませ ん 。既 に翻 訳 され た 内容 を新 た な翻 訳 作 業 に生

か す こ とが で きれ ば 、 リピ ー トオ ー ダ ー には この う

え もな い効 率 の 向上 に な るで し ょう。

 こ の よ うに プ ロ フ ェ ソシ ョナ ル の 翻 訳 者 の 作 業 を

大 幅 に 支 援 す る ッー ル ソ フ トウ ェ ア がTRANSITで

す 。

 TRANSITは シ ュ ター ル 社 の ス イ ス 本 社 と ドイ ツ

の グ ル ー プ 会 社 に よっ て 開発 され 、株 式 会 社 シ ュ タ

ー ル ジ ャ パ ンが 協 力 して 、 日本 語 環 境 で動 作 す る

よ う に した ソ フ トウェ ア で す。

 こ の シ ス テ ム は次 の よ うな特 徴 を備 え て い ます 。

・フ ィル タ リ ング 機 能

  多 くのDTPや ワ ー プ ロ ソ フ トの 固 有 の レ イ ア

 ウ ト情 報 とテ キ ス トを分 離 して翻 訳 作 業 を容 易 に

 し ます 。

・プ リ トラ ンス レー シ ョ ン機 能

  過 去 の翻 訳 文 を参 照 して 、一 致 す る 部 分 を 自動

 的 に置 き換 え ます 。

・フ ァジ ーマ ンチ ング機 能

  マ ソチ率 の設 定 に よ り、指 定 の文 の 固 ま りの 単

 位 で 、 過 去 の翻 訳 文 との 置 き換 え を行 い ます 。
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・マ ル チ言 語

  日本語 、英 語 、 ドイ ツ語 、 フ ラ ンス語 、 中 国 語 、

韓 国語 、 タイ語 、 そ の他 、 各 国 多数 の言 語 に対 応

 して い ます 。

・ス クラ ッチ パ ッ ド

 各 翻訳 部 分 に 、別 の ウ ィ ン ドウ画 面 で メモ を残

す こ とが で き、 見 た い と きに 簡単 に 呼 び 出 す こ と

が で き ます 。

・マ ル チ ウ ィ ン ドゥ

 翻 訳 元 の 言 語 を表 示 す る画 面 、翻 訳 先 の 言 語 を

表 示 す る画 面 、 辞 書画 面 、 メ モ を 表 示 す る画 面 、

フ ァ ジー マ ッチ 画 面 、 こ の5つ の画 面 を同 時 に見

なが ら作 業 が で き ます 。

・TermStar

 用 語 を登 録 して お く辞書 を管 理 します 。

TRANSITは こ の辞 書 を検 索 します 。

辞 書 は い くつ で も作 成 可 能 で す し、 勿 論 、変 更 す

 る こ と もで きます 。

TRANSITは こ の よ うに翻 訳 とDTPの 生 産 性 を高 め 、

TermStarと の ダ イ ナ ミック リ ン クに よ り翻訳 品 質 を

向 上 させ る強 力 な翻 訳 支 援 ソ フ トウ ェ ア で す 。

〈 動 作 環 境 〉

 対 応 機 種:IBM PC/AT互 換 機(DOSIV機)

 OS     :Microsoft Windows 95,3.1

        ま た はWindows NT4.0

 必 要 メ モ リ:16MB以 上

        (Windows95の 場 合 は24MB以 上)

 必 要 デ ィス ク:80MB以 上

 供 給 媒 体:3,5イ ンチFD(1.44MB)

〈 お 問 合 せ 先 〉

株 式 会 社 シ ュ タ ー ル ジ ャ パ ン

〒105 東 京 都 港 区 芝3-14-13松 田 ビ ル

 TEL O3-3457-1549 FAX O3-3457-6957

 e‐mail:transit@starjapan.co.jp

<ehref-"termetar.htm">Termgter</a>. a931n

</p>a932u9

<o>a433w

ミ・:潔三欝1二嘘llγ二f fu::畿 認:hoot
pzofect memgement-

ロ ジ ェ ク ト 理 や デ ー タ の 準 に,ま たは  した 翻 訳 が使 用 す る

た め の<●no●o「trgn61tfull8>〈 ㎝>v.n.ie Fullバ ー ジ ョン

〈/醐 ×/8>,<43w》 力

冑 れ は す べ ての 機 能 を 綱 羅 し,さ ら に〈8hrof="tor岡t8r hta>

1、震:ll嫌 厭 持つものです'《431r>

1>G33>name't,_,light、<脚,、_1, Ll凶,..。 。ンVm></、>
caaa・>

r     t           (  b  t  f fu■1 サor8i㎝ 胃梱thwt pro」o醜

n日区開ontカ

A τr■ngr●tor Yervw  トラン スレ ー タ ー パ ー ジ ョ ン/////T

[朗aubaet 部 分 集 合/////TRANSIih[

C]mon8匿 欄nt 管 理////〆 丁臥 齢IIカ

Id. Tr

b 罵詮t   f:;1…

   膿 唆1。 sect..itixied署
 O beet   ffull

ai割 蒲 搬 鷺
 3ノです. (プロジェラ
 ト管理禰能以外のフルセ
 ットパージョンと同様の
 ものが入っています)
 </P>《¶00 rw,xsiT》

[sln
[3]AG]

n
[sln

図2 TRANSIT編 集 画 面

Il:

図3 Term Starの 画 面

AMTA, EAMTも ホ ーム ベ ー ジ を開 設

AMTA, EAMTが あ い つ い で ホー ムペ ー ジ を 開設 し ま した。

AMTA<http://www.isi.edu/natural‐language/AMTA.html>

EAMT<http:〃www.lim.nlleamt1>

な お 、AAMTの ホ ー ム ペ ー ジhttp:〃www.jeida.or.jp/aam[/と の 間 で 、 リ ン ク を 張 り ま し た 。
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瓢製晶紹傘

          日英翻訳 ッール

「こ れ 和 英!Ver.1.Ofor Windows 95」

カテナ株式会社

1、 こ れ 和 英!と コ リャ英 和!に つ い て 2、 主 な特 徴 と機 能

 日英翻 訳 ツー ル 「こ れ和 英!」 は 、低 価 格 英 日翻

訳 ツ ー ル の 先 駆 け と し て 発 売 さ れ た 「コ リ ャ 英

和!」 の 姉妹 品 に あ た る もので す 。 イ ンタ ー ネ ッ ト

利 用 に よる急 増 した英 文 翻 訳 ニ ー ズ に対 応 し、手 軽

に す ば や く翻 訳 が で き る実 力 と 中 身 に マ ッ チ した

「コ リ ャ英和!」 とい う軽 妙 な ネ ー ミ ング に よ り、

累 計 出 荷 本 数 が40万 本 を超 え ま し た。Windows3.1

版 で'95年 日本 ソ フ トウ ェ ア 大 賞 ビ ジ ネ ス ソ フ ト部

門 「優 秀 賞 」 を受 賞 し、Windows95版 で も、'96年 日

本 ソフ トウェ ア大 賞 ビジ ネ ス ソ フ ト部 門 に ノ ミネ ー

トされ ま した 。

 今 イ ン ター ネ ッ トの世 界 で は単 に海 外 の 最 新 情 報

を 入手 す る段 階 か ら、 ホ ー ムペ ー ジや メ ール を通 じ

て 自分 の メ ッセ ー ジ を海 外 に情 報 発 信 す る、 とい う

よ うな使 い方 をす る方 が 増 えて き ま した 。

しか し、 い ま まで 日英 翻 訳 ソ フ トは 高 価 で 、 個 人 の

方 が 気軽 に手 の 出せ る商 品 で はあ りませ んで した。

 そ こ で 、実 用 に耐 え る ソ フ トウ ェ ア を 目標 に、 実

際 に使 う人 の 身 に な っ て考 えた 結 果 「これ 和 英!」

が完 成 し ま した。

 「こ れ和 英!」 は低 価 格 も さ る こ とな が ら、 価 格

に不 釣 り合 い な ほ どの 高 精 度 を誇 り、 しか も 「コ リ

ャ英 和!」 ゆず りの使 い や す さ を実 現 して い る ま さ

にユ ーザ が 求 め て いた 日英 翻 訳 ソ フ トと言 え ます 。

 主 な用 途 と して は以 下 の よ うな場 面 で の使 用 に 適

して い ます 。

・英 語 の 電 子 メー ルの 作 成

・英 文 ホ ーム ペ ー ジ作 成 支援

・英 語 マ ニ ュ アル 作 成 支援

・英 語 の 学 習 補 助 な ど

 翻 訳 方 式 と して 「意味 トラ ンス フ ァ ー方 式 」 を採

用 し、55,000語 の 基 本 辞 書 を使 用 す る こ とで 高 い翻

訳 精 度 を実 現 し ま した 。

 翻 訳 ウイ ン ドウは 「コ リ ャ英 和!」 ゆず りの 使 い

や す い シ ンプ ル な レ イア ウ トで す 。

図1 翻 訳 ウ イ ン ドウ

 翻訳方法は 「全文一括翻訳」「単文翻訳」「部分翻

訳」と用途に応 じた翻訳が可能です。

 単文翻訳では、文章内の訳語の意味を適切な訳に

変更する 「訳語置換」や、選択 した和文に対応する

英文の単語がハイライ トで表示 される 「単語対応」

などの編集機能を使って、より精度の高い英文を作

成することが可能です。

 また、辞書引き機能も搭載 して ますので意味の知

りたい単語 を選択 して辞書引きボタンを押すだけで

簡単に辞書 を引 くことが出来ます。

 基本辞書のほか、ユーザ辞書を作成することが出

来 ますので、基本辞書にない未知語が出てきた場合

や専門的な単語 を扱 う場合には、ユーザ辞書にその

単語を登録することによって翻訳に反映させること

が出来 ます。さらには挨拶文や慣用句 ・ことわざな
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ど、 よ く使 う定 型 分 を登 録 してお くこ とが 出来 るユ

ーザ 定 型 分 辞 書 が 作 成 可 能 で す
。

 日本 の心 とい うメニ ュ ー に は、 英 文 電 子 メ ー ル作

成 の際 に よ く使 う、お 礼 ・お 詫 び ・四 季 の 挨 拶 な ど

の定 型 分 が64文 登 録 して あ り、 英 文 に ワ ンタ ッチ

で 挿 入 で き ます 。

薗
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 ・Will.there be a discount
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  though a cost is 100 do l l

 ・Let me know details about

例 文 メ ニ ュ ー

 Windows95のMAPI規 格 ※ に 対 応 して い るの で 、

翻 訳 した 文 章 を ワ ン タ ッチ で 対 応 メ ー ル ソ フ ト

(MSExchange・EudoraProな ど)に す ぐ さ ま送 信 す

る こ とが 出来 る ので 、 い ちい ち コ ピー ・ペ ー ス トを

す る こ とな くス ピー デ ィに電 子 メ ー ル と して送 信 す

る こ とが 出来 ます 。

(※MAP[…MessagingAPIの 略 。 Windows上 で メ ー

ル メ ッセ ー ジ を対 応 ア プ リケ ー シ ョ ン間で 通 信 す る

た め の イ ン ター フ ェ イ ス。)

 イ ン ター ネ ッ トブ ラ ウザ や ワー プ ロ な どで の翻 訳

に便 利 な ク リ ップ ボ ー ド翻 訳 機 能 を搭 載 して い ます 。

翻 訳 した い英 文 を選 択 し、 コ ピー コマ ン ドを実 行 す

る だ け で 簡単 に翻 訳 す る こ とが 出来 ます 。 また 、翻

訳 した 英文 をポ ップ ア ップ ウ イ ン ドウ に表 示 す る設

定 や 、翻 訳 した結 果 を再 度 ク リ ップ ボ ー ドに コ ピー

して も との 日本 語 にペ ー ス トす る こ とが 出来 る機 能

もあ り ます 。

○ 動 作 環 境

 対 応 機 種 二日本語Windows95動 作 機 種

 対 応OS :Windows95日 本 語 版

 必 要 メ モ リ:16MB以 上

 必 要HD :22MB以 上

 メ デ ィア :CD-ROM

 標 準 価 格 :12,800円

○ お 問 い 合 わ せ 先

 カ テ ナ 株 式 会 社

 ソ フ トウ ェ ア プ ロ ダ ク ッ 事 業 部

 〒206 東 京 都 多 摩 市 落 合1-15-2

 TEL  O423-38-1118

 FAX O423-38-1079

 URL:http://www.catena.co.jp/sp/spindex.htm
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私た ちは 「Shast a」 に非常 に関心が あります。

私た ちは 「Shasta」を1個、100ド ルの価格 にて注文 いた したいと思

            '    ・  b   こさ

ヤ1 "      弊社の㈱ こあ
単イ{                  あ りますで しょ」
rasta」   冑 i .   目   } 価格 も含めて)

請求書 を受け取 ったの ち、私たちは料金をお支払い します。
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      図3 ポップアップ翻訳
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新製晶紹緑

パ ー フ ェ ク ト日英 訳 せ!!ゴ マ

エ ー ・ア イ ・ソ フ ト株 式 会 社

 1.概 要

 「パ ー フ ェ ク ト日英 訳 せ!!ゴ マfor Windows」

は 、高 品 質 な翻 訳 精度 を誇 る 「ブ ラ ビス」 シ リー ズ

で 名 高 い エ ム テ ィ ラボ(株)と エ ー ・ア イ ・ソ フ ト

(株)と の 技 術提 携 に よ り実 現 した最 も完 成 度 の高

い 日英 翻 訳 ソ フ トで す 。 高 品 質 な翻 訳 を可 能 に す る

「用 例 パ ター ン翻訳 」 は 、単 語 の訳 を並 べ る だ け の

従 来 方 式 に比 べ 、 よ り自然 で きめ細 か な英 文 を作 成

します 。 電 子 メー ル や ビ ジ ネス レ ター の翻 訳 は 勿論 、

英 文 ホ ーム ペ ー ジ作 成 に も威 力 を発 揮 し ます。

2.特 徴

●英 文 ホー ムペ ー ジ作 成 支援

 レイ ア ウ トや リ ン クは 生 か した ま ま、 イ ン ター ネ

ッ トの 日本 語 ホ ー ム ペ ー ジ(HTMLフ ァ イ ル)を

英 語 に翻 訳 す る こ とが可 能 で す。 また 、翻 訳 した結

果 も 同 様 に レ イ ア ウ トや リ ン ク を 生 か した ま ま

HTMLフ ァ イル で保 存 す る こ とが で き ます 。

● 日英 イ ン ター ネ ッ ト ・ブ ラ ウザ翻 訳

 現 在 ブ ラ ウザ で 見 て い る ペ ー ジ を ダ イ レ ク トに英

訳 し、 そ の 結 果 をブ ラ ウザ上 で 見 る こ とが で き ます 。

[対 応 ブ ラ ウ ザ]

Netscape Navigator Ver.2.OX,3,0日 本 語 版

Microsoft Internet Explorer 2.0,3.0日 本 語 版
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●MS-Word/一 太郎 に翻 訳 機 能 を提 供

 Microsoft Word Ver.6/95と 一 太 郎Ver.6上 か ら ダ

イ レ ク トに翻 訳 す る こ とが で き ます 。 ま た そ の他 の

ア プ リケ ー シ ョンか ら も、Drag and Drop機 能 を使

っ て 翻 訳 す る こ とが 可 能 で す 。
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図1.ブ ラ ウザ 翻 訳

図2.MSワ ー ドで 翻 訳

● ク リ ッ プボ ー ド監 視 機 能

 テ キ ス トを ク リ ップボ ー ドに コ ピ ーす る と翻 訳 が

自動 的 に開 始 され 、 翻 訳 結 果 が 再 び ク リ ップ ボ ー ド

に 返 され ます 。 これ に よ り、Drag and Drop機 能 に

対 応 して い ない ア プ リ ケー シ ョンで も翻 訳 機 能 が提

供 で き ます 。 また 、 訳 せ!!ゴ マ 上 に 日本 語 を ダ イ レ

ク トに 入 力 して 翻 訳 す る こ と も、 も ち ろ ん可 能 で す 。

●実務 で使 え る翻 訳 品 質

 高度 な 用 例 パ ター ンデ ー タベ ー ス(翻 訳 困 難 な表

現 と適 切 な訳 の パ ター ン集)を 活 用 した 「用 例 パ タ

ー ン翻 訳」 に よ り
、 電 子 メー ル や ビ ジ ネ ス レタ ー用

表 現 な ど、 実 務 に強 い 翻 訳 ソ フ トに仕 上 が っ てい ま

す 。

[翻 訳 例]

～ を 私 に お 送 りい た だ け な い で し ょ う か
。

   Could you send‐to me?

～ を ご 確 認 の ほ ど お 願 い 致 し ま す
。

   Please confirm‐.
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●専門用語辞書パック

 27分 野/約20万 語 の専門用語 を1枚 のCD-ROM

に収録。専門分野の翻訳に力 を発揮する専門辞書を

低価格で提供してます。

3.動 作 環 境

・os

 日 本 語MS-Windows95, NT4.0ま た は

 日 本 語MS-Windows3.1(16Bit版 と32Bit版 を同 梱)

[分野]

医学基礎/外 科 ・整形外科/脳 神経 ・薬理 ・生理学

/内 科 ・小児科/麻 薬科 ・救急医療/薬 学/歯 科/

バイオテクノロジー/自 動車/コ ンピュータ/化 学

基礎/プ ラスチック/金 属 ・セラミックス/原 子力

/物 理学/電 子 ・通信工学/機 械工学/土 木工学/

建築工学/電 気工学/管 理工学/造 船工学/航 空 ・

宇宙工学/特 許/経 済/金 融 ・証券/商 業 ・貿易/

○翻 訳 速 度

 1時 間 に3万 語 ～8万 語(Pentium100 MHz, RAM

24MB,Windows95の 場 合)の 高 速 翻訳

瞬麟圏腰離調團 国
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he deadline of the report is this Friday.
he conference regarding a new product is

held from 10:30 a. m. on June 10.
he conference regarding a new product was

postponed to the following time.

● メ モ リ

MS‐Windows95‐i16MB以 上

MS-Windows3.1→12MB以 上

MS-WindowsNT4.0→20MB以 上

●ハ ー ドデ ィス ク

22MB以 上 の 空 き容 量 が 必 要

● 対 応 ブ ラ ウ ザ

Netscape Navigator Ver.2.OX,3.0日 本 語 版

Microsoft Internet Exp且orer2.o,3.0日 本 語 版

図3.翻 訳 エ デ ィタ

4.価 格

●パ ー フ ェ ク ト日英 訳 せ!!ゴ マ

標 準 価 格19,800円(税 別)

●専 門用 語 辞書 パ ッ ク

標 準 価 格14,800円(税 別)

製 品お 問 い 合 わ せ 先

工 一 ・ア イ ・ソ フ ト株 式 会 社

〒151東 京 都 渋 谷 区 初 台1-53-6初 台 光 山 ビル3F

TEL  O3-3376-7122

FAX O3-3376-5901(月 ～ 金10:00～12:00

             13:00-17:00)

本 社 〒390長 野県松 本市 中央2-1-27本 町第一生 命 ビル

  雛 灘  羅難

舗 聡難

*Microsoft(マ イ ク ロ ソ フ ト)の ロ ゴ 、 MS、 は 米 国

 Microsoft Corporationsの 登 録 商 標 で す 。

*Windowsは 米 国Microsoft Corporationsの 米 国 お よ

 び そ の 他 の 地 域 に お け る 登 録 商 標 で す 。

*Netscape Navigatorは 、 Netscape Communications

Corporationの 商 標 で す 。

*そ の 他 の 会 社 名 、 製 品 名 は 、 各 社 の 商 標 、 ま た は

 登 録 商 標 で す 。

図4.

(注 1997年4月 現 在)

 ..



イベン ト紹糞

『テ クニ カル コ ミュニ ケ ー シ ョン シ ンポ ジ ウム'97』 の 案 内
"か た ち

、色 、音 、動 き … … …電 子 空 間 で の テ クニ カ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョン"

■ 日時:1997年9月4日(木)・5日(金) 10:00～17:00

■ 場 所:工 学 院 大 学(JR新 宿駅 か ら徒 歩 約4分)

■ 主 催:テ クニ カ ル コ ミュニ ケー ター協 会 後援:通 商 産 業 省(予 定)

■ 協 力:ア ジ ア太 平 洋 機 械 翻 訳協 会 の 他 、 新 聞 社 、 出版 会 社 、 学 会 な ど30諸 団 体

■ プ ロ グ ラ ム:

◎ 基 調 講 演 「か た ち誕 生 ・文 字 と図像 の イ ン タ ラ ク シ ョン」

◎ 分 科 会(パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン)

・設 計 者 とラ イ ター に よる コ ミュニ ケ ー シ ョンデ ザ イ ン

・マ スプ ロのため のマニュアル作 成 の標 準 化 どうつくる?ど う使 う?

・メ デ ィア に適 した表 現 とは?

・Acrobatに よるドキュメント電 子 化 ‐Part 1そ の基 礎 か ら実 際 まで ～

杉浦康平 グラフィックデザイナー

  [コーデ ィネーター]

  小松原明哲 金沢工大

  田中祥子  ウインズ

・Acrobatに よるドキュメント電 子 化 ‐Part 2電 子 化 と配 信 における課 題 ～

・電 子 空 間 におけるコミュニ ケーションマ ナー～ 人 にや さしい文 章 表 現 ～

・バ リア フ リ ーの マ ニ ュア ル作 りを 目指 して

・ア ジ アで 通 用 す るマ ニ ュ ア ル を考 え る

・な んで テ クニ カ ル ラ イ ター な の?

◎ 特 別 セ ミナ ー

・ネ ッ トワー ク社 会 に お け る マ ル チ メデ ィア 著作 権

・マ ルチ メデ ィア タ イ トル の制 作現 場 か ら

・Wordで 作 る ドキ ュ メ ン ト

 ～Wordド キ ュ メ ン トとテ ンプ レー ト制 作 の事 例 紹 介 ～

・実 践 テ クニ カル ラ イテ ィ ング 講座

・ホ ー ム ペ ー ジに み る 色 ・か た ち ・空 間

・イ ン ター ネ ッ トを翻 訳 に活 用 す る

黒田 聡  [SE

黒田 聡 匠SE

稲垣長利 HTC

細山雅一 松下雄器

堀江政勝 FLM

雨宮 拓 オフィススクリプタ

[講 師]

藤原宏高 ひかり総合法律事務所

森田祐冶 富士プレゼンテック(株)

井上幸司、北村典子、黒沢 勝

     マイクロソフ ト

倉本義介 (株)シーデ ィーエス

木寺士郎(ウェブプロデューサー)

(株)コ スモ・インタラクティブ

安藤 進(ト ランスレーター)

 青山学院大学理工学部

◎ 事 例研 究 ・発 表(一 般)

・機 械 翻訳 の効 果 的 な活 用 事 例 ・イ ン ター ネ ッ ト時 代 の 自然 言 語 処 理 等 々

◎ 展 示 会 ・情 報 プ ラザ

・展 示 会 … … … マ ニ ュ ア ル コ ンテ ス ト受 賞 作 品(こ れ まで の受 賞 作 品 も展 示)

       機 械 翻 訳 等 マ ル チ メ デ ィア コ ンテ ンツ

・情 報 プ ラザ … テ クニ カ ル コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに関 す る書 籍 や 参 考 資 料 等 の 出品

       発 表 者 か ら の作 品 や ツー ル等 の 出 品 TC協 会 活 動 に関 す る作 品 や 資 料

◎ 参加 費用:入 場 券(2日 間)TC協 会 会 員 15,㎜ 円 、 非 会 員 20,㎜ 円 、 学 生 31,000円

      特 別 セ ミナ ー券 TC協 会 会 員 1!11円 、 非 会 員 15,000円

◆ 問 い 合 わせ 先:TC協 会 事 務 局 TELO3-3368-4607 FAX:03-3368-5087

以上
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閑逗団難精報

蟹 日本翻訳連盟の平成9年 度事業計画(案)

獣日本翻訳連盟(JTF)は 、本年度の事業計画(案)を 理事会でまとめた。その概要を連絡する。

重点課題 ユ)イ ンターネット・ホームページの運営展開ならびに機関誌等の充実など情報発信の充実化

     2)JTF〈 ほんや く検定〉の内容の充実と拡大

     3)会 員拡大

1.翻 訳事業に関する調査研究

重点課題1)の 取組みとして翻訳業界内外の効果的情報収集とその提供を推進する。

2.翻 訳事業に関する研修会及び講演会等の開催

 (1) 月例研究会の開催

  「JTF翻訳環境研究会」を年10回 実施 し、内容をさらに充実する。

 (2) シンポジウム ・つどいの開催

  1) 「)TF翻訳祭」(東京)

    「国際コミュニケーションフォーラム」を総合テーマに、外国語による異文化理解の基本的な考え

  方 ・手法 ・留意点などの啓蒙を目的に、プロの翻訳者による事例を使った講演と翻訳支援環境をテー

   マとした展示会からなるシンポジウムを秋に実施。また、懇親会を含むイベ ントを同時期に開催。

  2) 「JTF翻訳のつどい」(大阪)

   今日的テーマのセ ミナー形式のシンポジウムと懇親会で構成 されるイベ ントを2月 に実施する。 ま

   た関西地区を中心に研修会 ・講演会を含む交流会を数回実施する。

3.翻 訳事業に関する人材育成および資格能力審査の実施

 (1)JTF〈 ほんや く検定〉の実施

  年2回 、東京 ・大阪およびMFTY上 の特設会場で実施。仙台、名古屋、福岡等に新設会場を増設す

  ることを推進する。

 (2)JTF〈 ほんや く検定〉直前対策セミナーの実施

   実用 レベル(全6分 野)と 基礎 レベルを各2回 実施する。

 (3) 解説集の刊行

  JTF〈 ほんや く検定〉各回につ き、解説集を、年2回 刊行する。

 (4) その他検討

   通信講座、評価サービス、合格者 インターン制度、中国語 などアジア言語の追加などを検討 ・推進する。

4.翻 訳事業に関する情報収集お よび提供

 (1)刊 行物の編集発行

  1) 機関誌 「日本翻訳ジャーナル」

   顧客の情報 も含め、連盟ならではの情報を盛 り込み、毎月一回会員に無料配付する。

  2) 専門誌 「JTF翻訳研究」

   翻訳に関する専門性の高い研究紀要として年一回刊行する。

 (2)JTFホ ームページの運用展開

  JTF翻 訳ネットワーク、産業翻訳 フォーラムなどの充実、他誌との提携の展開によって、当連盟の告

  知、インタラクティブな情報活用の展開を図る。

5.翻 訳事業に関する内外関連機関との連絡及び協調

 当連盟事業に協力の意向をもつ国内外の関連団体に焦点を合わせ事業展開を図る。
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6.知 的所有権保護事業

二次的著作権をテーマとした研究会を一回実施する。

7.表 彰事業

表彰委員会を設置し、制度 ・内容の見直 しを早急に行い、年度内もしくは総会懇親会時に表彰する。

8.会 員拡大他

 賛助会員、法人会員、個人会員の入会促進を精力的に推進する。

以上

イベ ン ト紹嚢

JTF翻 訳 環 境 研 究 会

  年間カリキュラム

ソ ー ス ク ラ イ ア ン ト、翻 訳 関 連 業 界 経 営 者 、 有 能 翻 訳 者 の 厳 しい 提 言 か ら

ニ ュ ー ウ ェ ー ブ時 代 の翻 訳 サ ー ビ スで 成 功 す る鍵 を探 り当 て る

■ 日 時 第1回 6/17(火)

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

7/15(火)

8/19(火)

9/16(火)

10/21(火)

11/18(火)

12/16(火)

1/20(火)

2/17(火)

3/17(火)

■ 場 所:翻 訳 会館 東 京 都 港 区赤 坂8-5-6

■ 定 員:30名 。 申込 み 順 に 登録 。

■ 参 加 料:JTF会 員 3,500円(AAMT会 員 はJTF会 員 扱 い)

(各1回)一  般 5,000円

■ お 問 合 せ:社 団法 人 日本 翻 訳 連盟 事 務 局

 お 申込 先 〒104東 京 都 中 央 区八 丁 掘2-8-1牧 野 ビル3F

      TEL O3-3555-2905 FAX O3-3552-1784

「契約 している翻訳者とはこんな人く現役契約者と共に明かす"稼 げる産

業翻訳者"の 優れた特徴〉」

「人間ネッ トワークを忘れたインターネットは滅亡する!」

「各翻訳会社こそ自社のインターネットサーバを活用すべ し」

「発想の転換と果敢な決断が翻訳会社の発展の鍵である」

「"デジタル翻訳者"こ そ新時代の産業翻訳のスターである」

「稼げる翻訳者は、コンピューター環境で差をつけている」

「最新の情報技術を駆使 して年収千五百万以上を確保 しよう!」

「新進翻訳者に活躍の場を用意して数兆円の翻訳需要に応えよう!」

「あなたの翻訳スタイルは間違っていませんか」

「日本の翻訳業界はこのままでは国際的競合から脱落する!」

        (03-3475-5811)
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→(P43か ら つ づ く)

As a new feature, the conference registration form includes a box for participants to check ifthey would like to schedule

meetings with software exhibitors during the event. You will be given the list of registrants who have checked this box

well in advance. In addition, we can provide you with fliers to mail out to your customers and, upon rcyucst, passes to

the exhibit area.

1am enclosing the booth space application form and a map of the available exhibit spaces. Thcrc arc only 27 booth

spaces available. It is our policy[o allocate spaces on a first‐come first‐serve basis, so he sure to respond quickly. Full

payment must be remitted by August I ifyou wish your exhibit to be included in the program and Proceedings.

Exhibit setup will start at noon on Wednesday, October 29, to allow time ro prepare for the opening reception at G:30

p.m.Takedown will be on Saturday, November 1,from 3:00 to 5:00 p. m, the same time that the conference sessions

end.

1will be present at the conference to assist the exhibitors. In the meantime, please feel free to contact me at the

coordinates indicated on the first page ifyou have any questions.1100k forward to sccing you there!

藤
Kimberly Belvin

Exhibits Coordinator

連絡先

EXHIBITS COORDINATOR

KIM BELVIN

659DELL STREET

SOLANA BEACH,CA 92075

  PHONE:619148レ8446

  FAX:619/350-8613

  E-MAIL:kbclvin@ucsd.edu
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